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    ［プロローグ］


    



    「──つまんないな」


    　少年は、この世界に飽きていた。


    　特殊な家庭環境で育った少年は、幼い頃から何でもひとりでこなす必要があった。


    　聡そう明めいで要領もよかった少年にとって、それはさほど問題ではなかった。問題だったのは、目端がきくが故ゆえに、自分のこの先の人生が見え透いてしまっていたことだ。


    　繰り返される予定調和と、無味乾燥な日々。それは少年の心を昏くらく澱よどませていった。


    　──ここじゃない、どこかに行きたい。


    　そんなことを思うようになった少年に、転機が訪れる。


    『ようこそ、幻想に彩いろどられた《ユニオン》の世界へ──』


    　デジタルで構築された、もうひとつの現実アナザーワールド。限られた者しかログインすることのできない電子の異世界に選ばれたのだ。世界中で騒がれている話題のゲームをプレイできることに、同郷の者は誰もが少年を羨うらやましがった。


    　倦けん怠たい感がすぐに薄れることはなかったが、現実よりやりがいのようなものはあった。


    　何よりもセンスを使う感覚は悪くない。


    《ユニオン》で毎日のように、ひとりでモンスターを狩る中、彼は少しずつ頭とう角かくを現し、周囲から一目置かれるようになっていく。


    　そしてもうひとつ──出会いがあった。


    「お前が、最近すげーって言われてる変幻使いか？」


    「言われてるかどうかは知らないけど……自信はある方だね」


    　天てん雷らいの鉄てつ塔とうと呼ばれるダンジョン。


    　話しかけてきたのは五人のパーティだった。


    　闘気使い、心奏使い、魔導使い、天理使い、夢境使いとそれぞれセンスの違ったアンバランスなパーティ。全員が日本人で年格好もほぼ同じのようだった。


    　一般的なダンジョン内で別パーティと出会えるのは、合流ポイントと呼ばれるスペースのみとなるが、そこで少年と彼らは初めて遭そう遇ぐうした。


    「競争ってことになるな。俺たちと、お前で」


    「そうなるね。ここのボスは奥の合流ポイントにいるし、一度倒したら当分は復活しないし」


    「じゃあ、競争に何か賭けないか？」


    「へえ。何を賭ける？」


    「そうだなぁ……」


    　仲間内で「考えてなかったの？」と指摘が飛ぶ。ほとんど考えなしに挑んできたらしい。


    「じゃあ、友だちになってくれよ」


    「え……？」


    「だって、変幻ってなんか楽しそうじゃん！　マジシャンみたいでさ。友だちにいたら面白いと思うんだよなー。皆もそう思うだろ!?」


    　いきなり挑んできたと思ったら、今度は友だちになってくれときた。


    　不思議な胸の高鳴りを覚えて、少年は迷うことなく頷うなずく。


    「よし。その賭かけ、乗った。じゃあ、オレの方は君らに何をしてもらおうかな。勝ってから考えるってことでいい？」


    「別にいいぜ。俺たちは負けねーし！　あ、でも、五対一は卑ひ怯きようだよな……」


    　さらに、そんなことまで律りち儀ぎに考え始めた。


    「よし。俺たちのパーティは一旦ここで解散な。公平に全員で競争ってことで！」


    「ちょ、ちょっと陽はる翔と！」


    「お、お前は何を考えてるんだ！　レベルの問題だってあるんだぞ!?　ひとりでなんて……」


    「あはは！　楽しそう。あたしも負けないよっ！」


    「えええーっ。ちょっと待ってよぅ」


    　陽翔と呼ばれた彼はさっさと上に向かう階段を上がっていく。他の面々も慌あわてて追いかけた。


    「──面白いね」


    　彼らの去った方を見送りながら独りごちる。


    　負けるつもりなどない。


    　少年もまたへんてこなパーティを追いかける。


    　珍しく、微かすかな笑みを湛たたえて。


    　これが少年──クライヴ=ヴィヴァリーと、陽翔たちの出会いだった。


    



    　天てん雷らいの鉄てつ塔とうのボスモンスターを六人で協力して討とう伐ばつした後、クライヴは陽翔たちのパーティに合流することとなる。


    　陽翔たちは様々なトラブルを起こし、未知の敵にも構わず突っ込み、やることなすこと破は天てん荒こうだった。だが、その自由奔放さこそ、クライヴが求めていたものだ。


    〝スバル〟として過ごす日々は、宝物のように輝かがやいていて。


    　クライヴはこの世界で、初めて自分らしい生を見つけた気がした。


    　──しかしその喜びも、長くは続かなかった。


    「あのね。クライヴ、よく聞いて。旭姫あさひが……旭姫が、ね……ぐすっ……」


    



    　以降、クライヴと陽翔たちの間で連絡が取られることはなく。


    　少年は戦友だった幼なじみたちと切り離され、再び日常という名の闇やみに落ちていった──。

  


  
    ［第一章　剣を求めて］


    



    『超位ギルド、〝ディバイン〟が壊滅。二人のリーダーはゲームオーバー』


    　この一報は《リユニオン》の中を一瞬にして駆け巡った。


    　特にノアキス大陸の首都、アルトガーデンでは陽はる翔とたちが戻った頃には蜂はちの巣をつついたような大騒ぎとなっている。


    『〝スバル〟が独りよがりな超位ギルドを一いつ蹴しゆう』


    　という噂うわさも同じようについて回っていた。


    〝ディバイン〟は〝サザンクロス〟と〝ブリルソサエティ〟が合併したギルドだったが、ふたつの超位ギルドに煮え湯を飲まされていたプレイヤーは多かったらしい。


    〝サザンクロス〟は我が道を行く暴力的なギルドだったし、〝ブリルソサエティ〟もギルドメンバー以外に対しての自治が過ぎた。


    　これまでの不満や不安から解放されたこともあり、多くの者たちはガッツポーズを取ったり、喜びの声をあげている。


    　夕ゆう闇やみから夜の帳とばりが下りる時間帯に、街の大通りが人でごった返しているほどだ。居酒屋や食事処どころは大賑わいで、店内に入れなかった冒険者たちが外にまで溢あふれて、〝スバル〟の偉業を語り合っている。


    　上位ギルドの者たちにとっても最高の出来事だろう。何しろ目の上のたんこぶが消えたのだから。ふたつの超位ギルドの座を争い、今後小競ぜり合いも起きるはずだ。


    「〝スバル〟ばんざーい！」「あいつらの破壊されたアジトに行ったら、奪われたオレの武器があってさ……」「あたしも仲間の形見のアイテムが見つかったんです」「ほんと、〝スバル〟様々だよ！」「やっぱり伝説って嘘うそじゃなかったんだね」「〝スバル〟に乾杯！」


    〝スバル〟によってもたらされた事象は、恐怖政治に対して革命が成功したような様相を呈ていしていた。


    　ただ、当の〝スバル〟のメンバーにとっては、いいことばかりでもない。


    「あ、【獅子心王クールドリオン】だ！　サインちょうだい！」「【精霊の女王イノセンシア】！　あたしを弟子にしてください！」「旭姫あさひさん！　わたくしを〝スバル〟のメンバーに推薦してくださいまし！」


    　姿を見れば、この騒ぎである。


    　街中ではすぐに囲まれ、まともに歩けない。


    　以前のように攻撃こそされないが、邪険にできない分、むしろこっちの方が厄やつ介かいだった。


    　攻撃されれば吹き飛ばせばいいが、善意で近づいてきている以上、それもできない。


    「あー。今日は休みたいから、また今度な！」


    　砦とりでを壊滅させてから戻ってきた陽翔たちは弱った顔を浮かべながら、行き来の困難な大通りではなく街中の屋根を伝って面倒事を避けながら目的地へと向かう。


    「どこだ？」「こっちじゃないよ！」「あたしは弟子にしてもらうまで諦あきらめないから！」


    　闘気で人の気配を探りながら、彼らの視線に入らないよう注意して進んだ。


    　そして、《リユニオン》唯一のセーフティゾーンである宿屋に入ると、陽はる翔とと一緒に入った咲さ月つきがカウンターの見えるロビーで同時に溜ため息いきを吐つく。


    「ほんと、極端なんだから」


    「やっぱり通りを歩けないってのは不便だよな」


    「悪意があるわけじゃないから、吹き飛ばすわけにもいかないしねー」


    　旭姫あさひも困ったように笑う。


    　この仕様は現実を表現している以上、どうしようもないのだが、それでもこうして邪魔となることが多い。ギルドの大がかりな妨害などに利用されることもある。結局はマナーの問題だ。


    「しかし……宿屋でも注目されてるな」


    「あんな噂うわさが立ってたら当然でしょう」


    　ここでも喧けん騒そうは鳴り止んでいない。


    　陽翔はげんなりとした面おも持もちで、大きく肩を落とした。


    「【獅子心王クールドリオン】！　今度、俺と決闘してくれよ！」「いやいや、僕の方が先です！」等と、外と変わらず勝手に盛り上がっている。囲んでこないだけありがたいが。


    　遠目からも視線を感じる。ヒソヒソ話の内容は、憶測混じりの情報だ。


    『獅子と龍が超位ギルドを飲み込んだ』『砦とりでが更さら地ちになった』『千人近いプレイヤーが消えた』


    　……など、合ってはいるが、まるで天災のような扱あつかい。やりたくてやったわけではないというのに。


    　旧世界の頃は常にアジトに戻っていたからわからなかったが、こんな成り行きで噂が広がっていってたのかと考えると、多少感慨深いものがあった。


    「とにかくここじゃ落ち着かないし、一旦旭姫の部屋に行きましょう」


    　疲れたように言う咲月に従い、陽翔たちは階段をのぼって旭姫が寝泊まりしている部屋へと入る。


    　旭姫は《リユニオン》からログアウトできないため、ここを拠点としていた。せざるを得ないという方が正しいが。


    「ふー、ようやく一息つけるね！」


    「戦ってる時よりも気を使うわ」


    　いつものように旭姫と咲月はベッドの縁ふちに座る。そして、旭姫は甘えるように横に倒れ、咲月の太ふと腿ももを枕に寝そべった。


    「ちょっと、くすぐったいんだけど」


    「えへへ。咲月の太腿、柔らかくてあったかーい」


    「もう……」


    　仕方なさそうな顔をして咲さ月つきは旭姫あさひの髪を撫なでる。


    　ほんの一時間前まで捕らえられていたこともあって、人恋しさがあるのかもしれない。


    「なあ、旭姫。もうここで暮らすのもさすがに限界なんじゃないか？」


    　陽はる翔とが部屋に備え付けられた椅い子すに座り、向きを逆にして背もたれに腕を乗せながら旭姫に向き直った。


    「うーん。そうかも……。面白い人も多いけど、宿屋の前で待たれることも多くなったからね。他の人にも迷惑がかかるからなぁ」


    　今日だけならまだいいが、こうして騒ぎになってしまえば他のプレイヤーの邪魔にしかならなくなる。


    　弁わきまえているプレイヤーは多いだろうが、そうでないプレイヤーもいた。


    「ちらほらと殺気も感じたからな」


    　陽翔が顔を顰しかめる。あの歓迎ムードだった中、悪意を向けている者が僅わずかながらいたことを陽翔は闘気で感じ取っていた。


    　あの状況下だったから襲おそってこなかったのか、あるいは力量が足りないと判断してのことなのかはわからないが……。


    　咲月は旭姫の髪を梳すきながら考え込む。


    「新たな本拠地を考えなきゃね。そう言えば、クライヴを捜しに別の大陸に行こうって話をしてたけど……」


    　すると、旭姫は膝枕から身体からだを起こして、咲月と陽翔を交互に見た。


    「それもそうなんだけど……。ねえ、またあそこに行かない？」


    「どこよ」


    　咲月が眉まゆ根ねを寄せて、言葉を待つ。


    　旭姫が得意げに指を一本立てて、ちっちっちっと左右に振り、


    「〝スバル〟のアジト！」


    　満面の笑みを浮かべてそう告げた。


    



    　　　　　▼　　　　　▼　　　　　▼


    



    　次の日。


    　荷物アイテムをまとめて宿屋から引き払い、陽翔たちはアジトへと向かった。


    　アルトガーデンから少し離れた、険しい山岳と深い森の間に〝スバル〟の元アジトはある。


    　この日は宿屋からすぐに咲月の魔導を使って陽翔たちは飛行していた。他のプレイヤーがそうそう上がってこられないような高高度に来ている。


    　雲ひとつない晴天で、眼下には大陸が綺麗に見えていた。


    「落ちたら死ぬな……」


    　陽はる翔との表情は強こわ張ばっていた。身体からだも突っ張って、ガチガチになっている。


    「今の陽翔ならここから落ちても平気でしょ。闘気使えば耐えられるでしょうし。昔は大気圏まで上がって、落下攻撃とかしてたじゃない。『宇宙兵器、〈神の杖ジヤツジメント〉！』とかって」


    「あーっ。アレ、すっごくかっこよかったよねー！　地上に落下した瞬間、ドバーン！　ってすっごい爆発で。火山が噴火したみたいって言われてたし」


    　小学生の頃、映画を観てやりたくなっただけなのだ。命名もその名な残ごりである。


    「あの痕あと、まだ残ってるらしいわよ。見に行く？」


    「なんでそういうところを初期化してないんだよ、運営は……。遠慮しとく」


    　そんな話をして渋じゆう面めんを作った陽翔の表情が和やわらいだ頃、ようやく森へと辿たどり着く。


    　咲さ月つきはその木々の間にゆっくりと着陸した。


    「はぁ。初めてじゃないとはいえ、空飛ぶと酔ってるような気がする……」


    「下ばっかり見てるからよ。前向けばいいのに」


    「真正面向くと風圧が凄すごいから嫌なんだよ」


    　咲月の小言を聞き流して、陽翔は目の前に聳そびえ立つ岸壁を見上げる。山を抉えぐったような壁になっており、そこには巨大な岩が積み重ねられていた。まるで大規模な岩がん塊かい崩壊が起きた後にも見える。


    「よいしょ、と」


    　陽翔が岩石をひとつ持ち上げると、人ひとりが通れるほどの入り口が覗のぞいた。


    　身体を中に入れると、入り口からの光で洞どう窟くつらしからぬ大きな空洞が広がっているのが見える。


    　サッカーのフィールドが入るほどの広さ。中央にはほどよい大きさの池があり、時折、水音を立てて魚が水面を跳ねている。


    　その光景を見て、陽翔が小さく溜ため息いきを吐ついた。


    「どうかしたの？　別に疲れるようなことしたわけじゃないでしょ」


    「……いや」


    　幾多もの楽しい思い出の詰まったアジトだが、最新の記憶は旭姫あさひと咲月の口くち喧げん嘩かに逆ギレしてログアウトしたものだ。


    　殺してほしくなるほど恥ずかしいし、死ぬほど情けなくて穴に埋まりたくなる。


    　そのこともあって陽翔はアジトにはあまり来たくなかった。だが、潜伏先としてここ以上に適切な場所がないことも事実である。


    　だから今更、行きたくないとごねるわけにもいかなかった。


    「何でもないよ。行こう」


    　陽はる翔とは旭姫あさひと咲さ月つきが入ってから、退どかした岩を引き摺ずってもう一度入り口を塞ふさぐ。


    　外からの光がすべて遮断され、一寸先も見えなくなった。


    「──照らせ、カイツール」


    　真っ暗闇に光の精霊が現れ、周囲を光こう芒ぼうが照らす。


    　壁に沿って歩き、入り口の反対側まで来るとまたも岩が鎮座していた。


    　それを退かすとようやく本命の入り口が現れる。二重構造のアジトなのだ。


    　中には十畳ほどのスペースがあり、アイテムを置くための棚やボックスがそこかしこに置かれている。壁を抉えぐった中に、木で作られたベッドも残っていた。


    　岩を削けずっただけの椅い子すやテーブルもある。昔はここでよく会議の真ま似ねをしていたものだ。


    　入って荷物を適当に置き、石の椅子に腰を下ろしてようやく落ち着いた。アイテム類の整理は後回しだ。


    「よほどのことがない限り、ここなら誰も来ないでしょうね」


    《ユニオン》の頃は、ここを誰も見破ることができなかった。


    　自然を装よそおい、二重構造にしていたのもあるが、当時はさらにクライヴの変幻もかかっていた。〝スバル〟以外から見たら、本当にただの崖がけにしか見えないはずだ。


    「クライヴがいないから、昔に比べれば見つかりやすくはなってるはずだけどな。ただ、知ってるやつがいないから──」


    　そこまで言って、陽翔はひとつ思い出したことがあった。


    　ここで彼女と会話をしたことを。


    「……いや、ひとりだけ知ってるやつがいる」


    「誰よ」


    「エリシアだ。お前たちも前に会っただろう」


    　名前を告げると、ふたりの顔が途端に固まる。


    　そして、咲月は冷ややかな表情を浮かべ、旭姫は膨ふくれっ面つらになった。


    「ふーん……。そぉ。そんな重要なこと黙ってたんだ」


    「陽翔ってば、いつあんな子と仲良くなったんだろうって思ってたら。もお」


    「い、いやいやいやいや。仕方ねーだろ!?」


    　たまたま池の前にいたらいきなり出てきて、勝手に話しかけられたのだ。陽翔からすれば仲良くなったなどと言われるのは心外である。


    　ただ、気になっているのは確かだ。


    　彼女の正体は、未だに何もわかっていないのだから。


    「一、二回話しただけだっての……」


    「で、何を話したのよ」


    「それがよくわかんないんだよな」


    　あの時、エリシアが話した内容はどれもいまいちピンと来ていない。


    『正確な意味において、彼女の〈未来視プロフエアータ〉は心奏センスではないということだ』


    『彼女が得難い資質を持っているというのは事実で、これから起こる変革の片翼を担うであろう人材だ』


    『プレイヤーたちを煽あおっている連中がいる。彼女を危機に陥おちいらせて、覚かく醒せいを促うながすために……』


    　警告とも忠告とも取れる言葉。


    　彼女はいったい何者で、何を知っているのだろう。


    　謎なぞは深まるばかりだった。


    「でも、知ってる人がいるなら危険かもしれないわね」


    「いや、あいつはそこまで危険なやつではない……と思うんだよな」


    「へえー。なんでそう言えるのよ。可愛かわいかったから？　陽はる翔と、可愛い子に弱いもんね」


    　咲さ月つきの眉まゆがさらに吊り上がる。その横では旭姫あさひも頬ほおを膨ふくらませてご立腹の様子だ。


    　これ以上の誤解を避けるため、陽翔は嘆息しつつ白状する。


    「……助けてもらったんだよ」


    「何それ。もうちょっと詳しく言いなさいよ」


    　咲月が疑惑の色を浮かべた目つきで尋ねてきた。


    「ほら。俺たち三ギルド合同で作られた霧きりで分断されただろ。あの時、〝サザンクロス〟に包囲されたところをエリシアに助けてもらったんだ。あれは……相当強かったな。昔の俺でも勝てるかどうかわからないほどにな」


    　すると旭姫は不機嫌から一転、「おおーっ」と感心したように声をあげた。


    　いかにも子供らしいが、旭姫はいつも強いプレイヤーには敵味方関係なく関心を持つ。


    「陽翔にそこまで言わせるなんてすごいね！　どんなセンスだったの？」


    「心奏センスで……俺にも信じられないが、周囲の連中のセンスを片っ端から矢で封印していった。〝サザンクロス〟のリーダー、レトスが闘気でやたらめったら地面を吹き飛ばしてたんだけど、それが一切できなくなったからな」


    　そこで咲月が微かすかに眉を顰ひそめ、視線を鋭くする。


    「センスの封印って……センスを中心としたゲームシステムでほぼ最強じゃないの。えげつないセンスね。減げん衰すいならまだわかるけど、封印となると尋常じゃないわ」


    「事実、連中のセンスが発動しなくなったんだからそう言うしかない。一時的に使えなくするだけらしいが」


    「それでも充分、すさまじいセンスよ」


    　ただ、陽翔が抱く感情は関心や驚きよう愕がくだけではない。


    　おかしいと思われるかもしれないから言わないが、彼女に、あのセンスに、妙な懐かしさを覚えていた。


    　あんなセンス、一度も見たことがないはずなのに。


    「そういえば、私も思い出したんだけど……私も包囲されたときに助けてもらったのよね」


    　そして、咲さ月つきも思い出したように言う。


    「エリシアにか？」


    「姿は見てないけど違うと思う。飛んできたのは矢じゃなかったし、センスの封印なんて起こらなかったし」


    　そこで咲月は戸惑うような表情を浮かべた。言っていいものか迷っている。


    　言葉の先を待つ陽はる翔とと旭姫あさひに対して、躊躇ためらいがちに言葉を紡つむいだ。


    「……飛んできたのはナイフだったわ。そのおかげで、私は包囲を突破できたの」


    「ナイフってなんかクライヴみたいだね！」


    　旭姫の瞳ひとみが期待の籠こもったものになる。


    　クライヴの武器はナイフやダガーだ。柄えに鋼こう糸しを結びつけて自由自在に操る。


    　変幻と織り交ぜると、まさに千せん変ぺん万ばん化か。


    　すべてを見切るのは上級者エキスパートでも難しいだろう。


    　よく彼はナイフをジャグリングしていた。それぐらい扱あつかいに長たけている。


    　だから、ナイフと聞いて旭姫がそう感じるのも無理はなかった。〝スバル〟にとって、ナイフといえばクライヴの印象が強い。


    「ナイフか。レトスたちと戦ってたときにも飛んできたな」


    　陽翔の言葉に咲月も小さく頷うなずく。


    「ええ。貴たか法のりのピンチを救って、ね……」


    　暴走したレトスの大剣が貴法を襲おそった時のことだ。


    　あの避けようも防ぎようもなかった攻撃は、レトスの肩部分にナイフが刺さったことによって軌道をずらされた。そのおかげで貴法は九死に一生を得ている。


    　陽翔と貴法の必殺技すら跳ね返した禍まが々まがしい鎧よろいを一本のナイフが貫いたのだ。不意をついたとはいえ、そんなことができるプレイヤーは限られるだろう。


    「陰ながらクライヴが助けてくれてるって言いたいのか？」


    　咲月が躊躇いがちに小さく頷いた。


    《リユニオン》はナイフの使い手がとても少ない。


    　リーチが短い、攻撃力が低い、強度も高が知れている……と不人気な武器だった。


    　初心者ルーキーが使うか、サブウエポンとしてメイン武器が破壊された時に備えて持っておくという形でしかナイフは使われない。


    　ナイフをメインで使うクライヴは、当時の《ユニオン》でも希少な存在だった。


    「でも、クライヴだとしたらできすぎてるし、そもそもなんで姿を見せないのか？　って疑問も出てくるわ。だから、あんまり考えないようにしてるの」


    　咲さ月つきは自分を戒いましめるように言う。


    「まあ、いるなら真っ先に咲月をからかいに来そうだしな。『もしかして、今ピンチ？　助けた方がいいの？』とか、笑いながら言いそうだ」


    　陽はる翔とが小さく笑うと、咲月がなんとも言えない微妙な顔になる。嫌いやなことでも思い出したのかもしれない。


    「あはは、クライヴなら言いそう～。で、咲月がこんな顔で『見てわからないの？　早く助けなさいよ！』って怒ってそうだよね」


    「………」


    　旭姫あさひの眉まゆ尻じりを吊り上げるモノマネに、咲月がニッコリと微笑ほほえむ。これは怒りが爆発する寸前の合図だ。


    　陽翔が目配せすると、旭姫もそれをしっかりと受け取って口を噤つぐむ。子供の頃から磨みがき上げたアイコンタクトは今でも通じるらしい。


    　咲月は疲れたように息を吐つくと、仕方なさそうに切り出す。


    「どちらにしろ、クライヴは捜さないといけないでしょう。あのナイフを捨て置くこともできないし。まだこの大陸にいるかもしれないわ」


    「でも、ネットワークではいないって言ってたしなぁ」


    「それなんだけど……」


    　咲月は考え込むように頬ほおに指を当てながら続けた。


    「あいつなら自分の名前を偽いつわることも可能なんじゃないかしら？」


    「偽るって、どうやって……あ、変幻があるか」


    　陽翔の言葉に、旭姫が納得したように大きく頷うなずいた。クライヴの変幻ならそれぐらいできても不思議ではない。


    　しかし、だ。


    「でも、それができるとして偽る意味は？　それって俺たちに見つかりたくないってことにならないか？」


    　名前を偽るなど、会いたくない人がいる時に限られるだろう。


    「それは……そうだけど。でも、事情があってのことかもしれないし」


    「クライヴのことだから、捜してみろって挑発かも！」


    　旭姫が胸を張って答えた。この答えに自信あり、といったところだろう。


    　相手がクライヴじゃなければ一笑に付すところだが、困ったことに正面から否定をしづらい。やってもおかしくないな、と陽翔も咲月も心の片隅で考えてしまう。


    　本当に捉とらえ所がなかったのだ、クライヴという少年は。


    『それにオレ、一度〝スバル〟と戦ってみたかったんだよね』


    　──ふと、記憶の底で、懐かしい声が響いた気がした。


    　それを掘り起こそうとして、


    「まあ、そうね。どっちにしろノーヒントだし、地道に捜すしかないわね。あいつが私たちに捜すよう仕向けてるなら、ヒントもぽろっと出てくるでしょうし」


    　咲さ月つきの言葉に、陽はる翔とは現実に引き戻される。


    　たしかに、今はあれこれ考えていても仕方がないだろう。一方の旭姫あさひは、何かを思い返すように天井を見上げている。


    「うーん……そういえば」


    　そして今記憶から引っ張り出してきたかのように、ゆっくりと口を開く。


    「何か思い出したのか？」


    「うん、たった今重要なことを思い出したんだけど……お腹空すかない？」


    　さも重大なことと言いたげな旭姫の真ま面じ目めな表情に、陽翔と咲月は深々と息を吐き出した。


    「……お前はまた話の腰をぽっきりと折って、腰砕けにするようなことを……」


    「旭姫らしいわ……。でも実際、ちょっとだけお腹に入れたいわね」


    《リユニオン》にも空腹の概念はある。


    　現実とリンクしているわけではないが、ログインしながらずっと食事を摂とらなければ少しずつ最大ＨＰが減っていく。食事をすることで直るため、一種のステータス異常に近い。


    　また味覚そのものは現実とほぼ同一に感じるため、そこでセンスを発揮し、食を提供している者もいる。こちらで作った料理を、まったく同じとはいかないが、現実に逆輸入している者もいるほどだ。


    「まったく。じゃあ、話の続きは飯食いながらにしよう」


    「この前の温泉の村、すぐ近くだしそこで食べましょうか。あそこなら人も少ないし、騒ぎ立てられることもないでしょうし」


    　咲月の提案にふたりは頷うなずき、さっそく近場にある村──以前行った、フィレン村に向かった。


    



    　寒かん風ぷうの吹きすさぶ村に着いた三人は、すぐさま暖を取るように食事処どころへと入る。


    　居酒屋のような作りで、店内には丸い粗雑な作りの木製テーブルが点々と規則なく並んでいた。店長はプレイヤーらしく、給仕はＮＰＣに任せているようだった。


    　かなり広い店だが、この日の客はまばらだった。


    　陽翔が席に座る前にカウンターに行き、メニュー表を眺める。


    「ミルク三つと、ライ麦パン三つ。あとブイヤベース三人分で」


    「はいよ」


    「それと……なんか今日のオススメってある？」


    「コカトリスの新鮮な肉が入ってるぜ。余ったら干し肉にしちまうやつだから、今ならステーキとして提供したいところだな」


    「いいね。じゃあ、それで。豆もいっぱい添えてくれ」


    「あ、あと、私はワッフルお願い。食後で」


    「あたしはリンゴのフリッターもー」


    　咲さ月つきと旭姫あさひのデザートも注文し、三人はカウンターから離れたテーブルに着く。


    　店内は寂さびれている様子だが、雰ふん囲い気きは悪くない。首都の騒がしさに比べれば、とても静かで落ち着いている。奥には、リュートを弾いている女性プレイヤーもおり心癒いやされる音色を奏でていた。


    　こういった場所でも〝スバル〟の名前は届いているのだが、わざわざ話しかけてきたり決闘を申し込まれることはない。そもそもプレイヤーの数が少ないし、この辺りに来るプレイヤーたちは、そういった功名心などとは無縁で、ただただひとり自由にこの世界を満喫している者が多かった。


    　センスオーバーのルールがある以上、センスを使わないわけにはいかないが、わざわざ〝スバル〟に喧けん嘩かを売るような真ま似ねをする連中はここにはいない。


    　給仕がテーブルにミルクの入った木のカップとライ麦パン、ブイヤベースの載った大皿を置くと、仕事は終わったとばかりにすぐに離れていった。


    　カウンターの奥では、炎の精霊が鉄板を熱してステーキをジュウジュウと焼いている。香ばしい匂いは漂ただよってくるが、まだまだ時間がかかりそうだ。


    　陽はる翔とはミルクを一口飲んでから切り出す。


    「さて、話の続き……というか、俺たちの目的の再確認をしよう。まず、旭姫の記憶を探すっていうのが最優先だ。ただこれはゲームで言えばグランドクエストみたいなもんだな」


    「エンディングってことね」


    　咲月は異議なしとばかりに頷うなずく。


    　その横で旭姫が千切ったライ麦パンを囓かじりながら、率先して手を上げた。


    「貴たか法のりを〝スバル〟に戻す方法と、希のぞみも捜さないと！　じゃないと〝スバル〟が復活できないよ！」


    　そして、もうひとつの目的が旭姫の熱望する〝スバル〟の再結成だ。


    　しかし、それは言うほど簡単ではない。


    「希はクライヴよりもノーヒントだろ」


    「そうだけどもしかしたら、すぐ近くにいるかも……」


    「それも地道にやらないとな。希はクライヴと違って名前や容姿で誤ご魔ま化かすことはできないし」


    　すると、咲月が難しい顔をする。


    「夢境のセンスならできないこともないんじゃないの？」


    「あれも謎なぞの多いセンスだからなぁ……。できてもおかしくないとしか言えんが」


    　希のセンスは夢境。


    　夢や空想をそのまま創り出すことのできるセンス。制御しづらい力のため、扱あつかうのはとても難しい。必要となるのは、強固に自身の夢を信じる意志といわれている。


    　闘気や魔導、変幻や天理、あるいは心奏もだが、これらは他者の説明で理解できる範はん疇ちゆうにある。


    　しかし、夢境だけは自身にしかわからない。その上、夢境センス使い同士で説明しても噛かみ合わないことも多かった。


    「希のぞみを見つけるのも厳しいけど、貴たか法のりを引き入れるのも難しいでしょうね。もう彼は彼で守るべきギルドがあるし」


    「え────っ」


    「仕方ないでしょ。それに今の貴法ならギルドで権勢振るってる方が私たちの役に立ってくれるわ」


    「役に立つ立たないとかじゃ……」


    「わかってるってば。でも、今は我慢しなさい」


    「はーい」


    　陽はる翔とが思案するように腕を組む。


    「今のところ、調査以外でやらなきゃいけない優先事項ってないよなぁ」


    　すると、咲さ月つきが異議ありとばかりに首を振る。


    「いえ、あるわ。いい加減、陽翔に関するあれを解決しないと」


    「あー、確かに」


    　咲月と旭姫あさひがお互い示し合わせたように、顔を見合わせて苦笑する。


    「な、なんだよ」


    　するとふたりは示し合わせたように、


    「「剣！」」


    　と同時に答えた。


    　陽翔は気が抜けたように「あー」と生返事をする。


    「陽翔の力は戻りかけてるわ。でも、それに武器がついていってない。市販の剣じゃ、二合も持たないわよ」


    「まあ、確かにな……」


    〝サザンクロス〟と〝ブリルソサエティ〟が合併した〝ディバイン〟のアジトに乗り込んだ時、陽翔は剣を何十本もアイテム袋の中に入れて戦った。


    　そのほとんどが数合ももたず折れている。


    「でも、俺の全力に耐えられる剣なんて、ドロップするレアな剣でもそうそうないぞ」


    「貴法が百万ユロかけて鍛か冶じ屋に作らせた剣ですら、十合で折れたのよね」


    　咲月が当時を思い出したのか、呆あきれたように言う。


    「貴たか法のりが絶望的な顔をしてたわね」


    「クライヴ、それ見て爆笑してたよね。ヤバい、ウケる、とか言って」


    「大金がほぼ一瞬でゴミになったわけだからなぁ」


    　その後、相談したり調べたりした結果、金属に各おの々おののセンスを込めることで、決して折れない金属ができるのではないかという結論に達した。


    　希のぞみが夢境で金属を生み出し、クライヴが形を変幻させ、咲さ月つきが魔導を錬成し、貴法が天理で元素を組み替え、旭姫あさひが剣に心を与え、陽はる翔とが闘気を混ぜ込む──それら一連の工程を経て、できあがったのが、陽翔の剣。


    　夜空の星々すら斬り裂くと言われた『七星剣プレアデス』だ。


    　しかし、もうメンバーが全員いない以上、再現は不可能だった。


    「何にせよ、超位ギルドもそうだし、これからもプレイヤーたちがこぞって襲おそいかかってくるとしたら、信頼できる武器はないとダメだわ」


    「でも結局、調査しないとダメじゃないのか。今、《リユリオン》の中でどんな剣があるのかもわかっていないわけだし」


    「それはそうだけど……」


    　咲月がもどかしそうに口を引き結んだ。


    　テーブルにどんと煙の立ち上ったステーキが置かれるが、話のタイミング的に口をつけることもできず、三人が腕を組んでうんうん唸うなり始めると、


    「──おたくら、剣を探しているのかい？」


    　陽翔たちの隣となりのテーブルで食事をしていた冒険者たちが話しかけてくる。


    　四人とも大学生ぐらいだろうか。男ふたり、女ふたりの集まりだ。全員、あまり印象に残らない顔をしていた。


    　装備や身なりから察するに中級者インコンプリートレベルだろうか。どれも店売りのものだが、いい素材を使っていて値段も初心者ルーキーには手が出せない。


    「ああ。絶対に折れない剣がほしいんだが」


    「そうかそうか」


    　その中でも細長いひょろっとした男が話を続ける。


    「ご期待に添えられるかどうかはわからないけど、面白い剣の話がひとつあるぜ」


    「へえ……。どんな剣なんだ？」


    　陽翔がそう尋ねると、その男は知らん知らんというように手を振った。


    「正直なところ性能はわからん。ただ、相当な業わざ物ものであることは間違いない」


    「ドロップ品ってわけじゃなさそうだな」


    「ああ、そりゃそうだ。その剣は、海の底に突き刺さっているからな」


    「海底に？」


    　陽はる翔との反応に、男は予想通りの反応がきたというように小さく笑う。


    「存在自体はプレイヤーたちにもそこそこ知られてるぜ。ただ、これが抜けない」


    「もしかして海流が激しいとか、地形的に入れないとかか？」


    《ユニオン》の頃から海自体は存在しているし、その中に潜もぐることもできる。


    　ただ、当時の海では大きなイベントやクエストは存在していなかった。モンスターがいるわけでもないし、宝箱や財宝が埋まっているわけでもない。海はどこも穏やかで泳ぐのに苦労をしなかった。


    　せいぜいが海の中に洞どう窟くつや沈没船が存在し、そこに入ることができるという程度である。レジャーとして人気があったぐらいだ。


    　しかし、男はゆっくりと首を振った。


    「違うぜ。ただただ、抜けない。まるで抜いてくれる主人でも待っているかのようにな」


    「周辺の岩を切り崩して持ってくるわけにはいかないのか？」


    「もちろん試したやつはいるさ。だが、その地面も鬼のように硬かてぇらしい。何やっても傷ひとつつかねぇんだと。海の中で動きにくいからってのもあるけど、まったく壊せねぇってことだ。だから、誰も持ってくることができねぇのさ」


    「それで性能がわかんないってことか」


    「そういうこと。だが、海の中にあってもまったく錆さびずに輝かがやきを失わない。これでショボかったら嘘うそだろう？」


    　確かにここまでお膳立てが整っていれば、もはやクエストに等しい。その剣はクエストの報酬といったところだろう。


    　それに海中でも『まったく錆びずに輝きを失わない』というのは、重要な情報だ。劣化しない、あるいは自己再生の特性を持っている可能性が高かった。


    　陽翔がどれだけ折っても、それが元に戻るなら剣として使えるかもしれない。


    「ありがとう、兄ちゃんたち。で、それはどこにあるんだ？」


    「おっと。ここからはタダじゃちょっとな」


    「マジかよ」


    「はは、そう身構えるなって。俺らにエールでも一杯奢おごってくれ。あんたら、あの〝スバル〟だろ？　伝説とまでいわれたギルドに奢ってもらったって言えれば、オレたちも鼻が高いからな」


    「ちゃっかりしてるな……」


    　陽翔は苦笑しながらも、エール四杯分を余計に支払った。


    



    　三人は食事を終えてから村を出て、船を出している港町へと向かう。あまり遠くないので、森を抜けて徒歩で行くこととなった。


    　森に生おい茂る葉は太陽の光を僅わずかに遮さえぎり、森の中を明るく照らしている。


    　その光の濃淡が自然と冒険者たちの歩く道と一致しており、迷うこともない。


    「《リユニオン》では海周りがかなり強化されたわ」


    　道すがら、咲さ月つきが新しいシステムについて説明してくれる。


    「旧世界の海って、波がある、魚が泳いでいる、干潮や満潮とかそういうのしかなかったけど、《リユニオン》では海流や温度上昇による変化もあるの。気候変動にも大きく関わってるっていう話よ」


    「でも、演出強化ってだけじゃないんだろ？」


    「ええ。むしろ、戦闘面の追加が多いわ。海かい棲せいモンスターの導入ね。沿岸までしかいなかったモンスターが、海洋にまで配置されるようになったわ」


    　陽はる翔とも《ユニオン》時代に、海に潜もぐったことは何度かある。


    　ただ、戦闘を行ったことはほとんどない。貴たか法のりと海の中で喧けん嘩かしたことはあるが、それぐらいだ。遊んでいることの方が多かった。


    「まずは確認してみないとね！　海は久しぶりだなー！」


    　旭姫あさひがキラキラと目を輝かがやかせている。いつもと変わらず、とても楽しそうだった。


    　それから幾いく何ばくもしないうちに、森を抜けて三人は目的地に到着した。ノアキス大陸、北側の流通を一手に担う港町タルシスだ。


    　遠目からでも港には大小幾つもの船が停泊している。そのさらに奥にある切り立った崖がけの上には灯台が鎮座していた。まだ昼ということもあり明かりはついていないが、年季の入った古くささがある。


    　町そのものは小規模だが、大通りを大勢のプレイヤーたちが行き来しており活気に溢あふれていた。店舗は少ないが、その分露店が繁盛している。戦闘用のアイテムだけではなく、簡単な食事のできる屋台もあった。


    「そういや昔、超位ギルド同士で海戦ってやってなかったか？」


    「やってたわね。〝リエンド〟と〝サザンクロス〟で何十隻も船を浮かべて。私たちは遠目から見てるだけだったけど」


    「砲撃とかすごかったよね！」


    　海中での戦闘はあまり行われなかったが、海上での船を使った戦闘は結構あった。


    〝スバル〟は航海をほとんどしていなかったが、ゲーム内で海戦は活発だったらしい。領海などがあるわけではないので、完全にギルド同士の面めん子つを賭かけた戦争といえる。


    「さて。じゃあ、まずは船を出してくれる人を探しましょうか」


    　港に併設された建物の中に入る。石を積み重ねて建てられた簡単な作りの平屋だ。ここで航海用の情報をやり取りしたり、航海の仲介をしてくれる。《ユニオン》の頃は、ここから新大陸の情報などが広がっていた。


    　目的の地点まで咲さ月つきに飛んでいってもらってもいいのだが、本格的な海中探査は初めてのため、不ふ慮りよの事故に備えて海上での拠点はあった方がいい。


    「すいません。船を出してもらいたいんですけど」


    　咲月が率先してカウンターにいるＮＰＣらしき美人の受付嬢に話しかける。


    「どこまで行くのでしょうか？」


    　受付嬢が地図を取り出し、カウンターに広げた。


    「えっと……この辺りだったはず」


    　咲月が大学生らしきグループから聞いた場所を指し示す。


    「タルシス海とヘルネス海の中間ですね」


    　すると、周囲のプレイヤーたちにざわっと動揺が走った。


    「おいおい。姉ちゃんたち、あの海域に行くのか？」


    　壁際に立っていた中年の男性プレイヤーが驚いた顔で咲月に向き直る。


    「そうですけど……」


    「やめとけやめとけ。あの辺りは絶艦海域ロストペンタゴンつって、大型の艦艇すら沈むってほどに天候や海流の変化が激しい、船の墓場なんだぞ」


    「海底に剣が刺さってるって聞いたんですけど」


    「その話はうちらの間じゃ有名だけどよ……だが、やめとけやめとけ。あの海域に船を出すやつはいねぇぞ。誰だって命は惜しいんだ。原因もわからないまま海に沈んでゲームオーバーになったやつも多いしな」


    　ところが、その男性の言葉を遮さえぎるように受付嬢は続けた。


    「いえ。アルビダさんだけはどこでも出すと設定しておりますが……」


    　すると、中にいるプレイヤーたちが納得したように静かになる。お互いに顔を見合わせて囁ささやき合った。


    「そういや、あいつがいたな……」「まあ、あの馬鹿ならな」「操船技術は高いが……」


    　ただ、どこか奥歯に物が挟まったような口ぶりである。


    「どうする、陽はる翔と？」


    「他に選択肢はないんだし、その人でいいだろ」


    　咲月が頷うなずき、受付嬢に改めて向き直る。


    「じゃあ、そのアルビダさんにお願いを」


    「わかりました。予約を取り付けておきます。ただ、今は漁に出ているので、戻ってくるのは少し後になります」


    「少し後ってどれぐらいですか？」


    「不明です」


    　ＮＰＣはこういった質問に対しては、平均値や中央値を元に概算して答える。漁に出た時間、戻ってくる時間、その日の天気や温度など、そういった諸々を計算することでおおよその目安を言うようになっている。なので不明と答えるのは珍しいことだった。


    「そりゃ、あいつは気ままに船を出してるからな」


    　陽はる翔とが訝いぶかしげな顔つきをしていると、先ほど咲さ月つきに話しかけた男性が説明してくれる。


    「アルビダはまったく予想できねぇよ。捉とらえ所のない漁をしてるし、捕ってくる魚もボウズなこともあるが、時々とんでもねー大物を捕まえてくるし。船よりでけぇ魚を牽けん引いんしてきたこともあった。ほんと、よくわかんねーやつだよ」


    「有名なやつなんだな」


    「おうよ。《リユニオン》が始まった初日から船を出して漁やら航海をやっててよ。船は最初は借り物を使わせてもらうのが普通だけど、あいつは借金して自分の船買ったからな。まあ、その借金もあっという間に返したけど」


    「だけど、そういうやつならどこにでも出してくれそうだ」


    「別にいいけどよ。どうなっても知らねーぞ、おらぁ……」


    　船を頼む相手は決まった。


    　しかし、帰ってくる時間がわからないことには変わりない。


    「二分後には帰ってくるかもしれねーし、三日後ぐらいかもしれねーよ。一か月使って世界を回ってくることもあるしな。わかってるのは、出てったのが今日の朝ってことだけだ」


    　そして、受付嬢がカウンターの下から石を取り出した。


    「戻ってきたらプレイヤーリングにご連絡しますので、こちらに登録をお願いします」


    　咲月が身につけた左手のプレイヤーリングを石にかざすと、その石とリングがシンクロするように明滅する。


    　これで登録終了。あとは連絡が来るのを待つだけだ。


    　他に船を出してくれるプレイヤーもおらず、結局三人は建物を出た。


    　港の隣となりに作られた砂浜の方へ移動する。


    「やることがなくなっちゃったねー」


    　旭姫あさひが海に視線を向けて伸びをするのを見て、陽翔もそれに倣ならった。


    「絶艦海域ロストペンタゴンか。ゲームならでは、って感じだな」


    「あら。リアルでも昔はそういった場所があったそうよ。方位磁石がきかず、乗船員が船ごと消える、そんな船の墓場が」


    　咲月が少しだけ得意げに、そんな豆知識を披露してくれる。


    「ミステリー好きが喜びそうな話だ」


    　港から離れ、町の海岸へ移動した。何度も何度も波が寄せては返っていく。


    　潮風が気持ちいい。とてもデジタルとは思えない。


    　気温も今日はとても穏やかで、過ごしやすい気候だった。


    「どうする？　一旦、アジトに戻りましょうか？」


    「でも、他に出してくれる人がいないなら、待つしかないだろ。夜まで待って戻ってこなかったら、アジトで連絡を待つのでいいんじゃねーか？」


    　陽はる翔とは旭姫あさひにも意見を聞こうと、視線をそちらに向ける。


    　そこにいたのは──水着姿の旭姫だった。青のビキニを着込んでいる。健康的な白い肌に、太陽の光を一身に浴びていた。


    　成長した肢し体たいを目まの当たりにして陽翔は思わず息を飲む。


    「ちょっと、陽翔」


    　まじまじと旭姫の水着を見ていることに、咲さ月つきが目を眇すがめて釘を刺した。


    「まったくもう。あのねぇ……旭姫」


    「いいじゃん、泳ごうよ。どうせ待つしかないんだから、遊んでた方が楽しいよっ」


    　そして、そのまま旭姫は海の中へと飛び込んだ。


    「ああ、もう……」


    　咲月が額ひたいに手を当てて、がっくりと項うな垂だれる。


    「咲月ーっ！」


    　突如、強烈な水流が放射された。咲月に直撃し、髪や身体からだが一瞬でずぶ濡ぬれになる。


    　旭姫は得意げな顔で腰に銃を抱えて構えていた。呆あきれるぐらい特大サイズの水鉄砲だ。素材は遠目からではよくわからないが、木製だろうか。


    「いつの間に、あんなものを作ったんだ……」


    　苦笑いする陽翔の横で、咲月がぷるぷると震ふるえていた。


    　そして、猫のように身体を振る。横を向くと、咲月は堪たえ忍ぶように笑顔で歯を食いしばっていた。とてもじゃないが、怖くて口を挟めそうもない。


    「ちょっと、旭姫。はしゃぐのは──」


    　言葉を遮さえぎるようにまたも噴射された水が咲月を濡らす。


    「ほらほら。遊ぼうよ！」


    　旭姫は咲月に銃口を向け続けていた。やる気満々である。


    「……いい加減にしなさーい！」


    　咲月も怒りを抑えきれないようだった。素早くプレイヤーリングを動かし、装備を更新。白いワンピース型の水着に切り替えた。


    「──射いよ、エーイーリー！　淡き水みず柱ばしら！」


    　咲月が精霊を出現させ、その手を旭姫に向けるとまるでレーザーのように水が何本も放射される。


    　旭姫は軽やかに身体を移動させながら、銃から発射する水で撃ち落とした。


    　だが、咲月の放射はバラエティに富み、途中で曲がるなどの変化を見せる。避けることも弾はじくこともできず旭姫あさひは一発喰らい、盛大に吹き飛び水柱を上げた。


    「けほっけほっ……やったなぁ！」


    「私はやられたらやり返す主義なの。知ってるでしょ」


    「よーし！　あたしだって負けないよ！」
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    　満面の笑みで水鉄砲を構える旭姫と、不敵な笑みをたたえて精霊を使し役えきする咲さ月つき。


    　浜辺で大量の海水が踊り始めた。


    　夏の海でよくある光景……ではなく、そこらのプレイヤーが当たったら、ゲームオーバーになりかねないセンスまじりの応酬ではあるが。


    「咲月まで何やってんだか……」


    　苦笑しながらも、陽はる翔との頬ほおが緩ゆるむ。


    　それは懐かしい光景だった。


    　昔はこういった遊びの延長でセンスを磨みがいたものだ。


    　いや、正確にはセンスを磨いていたつもりはない。仲間内で楽しく遊んでいる中で、自然とセンスが洗練されていったのだ。


    　こうして旭姫と向き合ってる咲月の姿を見ると、色々と吹っ切ったのかな、と陽翔は思う。


    　そんな風に温かく見守っていると──。


    　陽翔に四方八方から水が喰らい付く。


    「えっ」


    　避ける間もなく、あっという間にびしょ濡ぬれになってしまった。水圧に押し潰つぶされ、尻しり餅もちまでついてしまう。


    　陽はる翔とは水を振り払って立ち上がった。


    「お前らな……」


    「陽翔も遊ぼうよー！」


    「何、他ひ人と事ごとみたいな顔してるの！」


    「俺に本気を出させる気かよ！」


    　陽翔も闘気を放出し、海に向かって跳躍。闘気を込めた拳こぶしを海上に叩たたきつける。


    　盛大な水みず柱ばしらが上がり、衝撃に巻き込まれた旭姫あさひと咲さ月つきが吹き飛んだ。


    「ちょっと！　手加減しなさいよ！」


    「陽翔が本気なら、あたしも本気出すから！」


    　咲月と旭姫のふたりも本腰を入れて、センスを発現させる。


    　陽翔は久々に童心に返って、水遊びを思いっきり楽しんだ。


    



    　大おお海うな原ばらを巨大な船が往く。


    　木組みの船を鉄板で覆おおった鉄甲船と呼ばれる船だ。多少の波ならほとんど揺れないほど、バランスよく強固にできている。


    　横に三つ張られた起倒式の木綿帆セイルが、風を受けながら進んでいた。


    「いやー。まさか絶艦海域ロストペンタゴンに行きたいなんて命知らずが来るなんてなぁ。船長冥みよう利りに尽きるってもんよ」


    　甲かん板ぱんでは船長であるアルビダが、上機嫌で操舵輪を巧たくみに操っていた。海かい賊ぞく帽を被かぶり、眼帯をつけ、腰にはカトラスを引っ提さげている。見た目は完全に女海賊だ。


    　思うがまま水遊びを楽しんだ後、すぐに咲月のパーティリングに連絡が入り、航海の仲介所に戻ると彼女がいた。今回は運良く、かなり短い航海だったらしい。


    　事情を話したら二つ返事で船を出してくれることとなった。


    「そこに宝があるなら、行くのがあたしたち、〝スバル〟だから！」


    「そうかそうか。トレジャーハンター魂だましいってやつだねぇ。あこがれるねぇ」


    「いや、俺たちは別にトレジャーハンターってわけじゃ……」


    「心意気はトレジャーハンターと同じってもんよ！　はっはっは！」


    　きっぷのいい姉あね御ご肌はだな性格なようで、かなり豪快なプレイヤーだった。旭姫ともウマが合うようで、楽しそうに会話が弾んでいる。


    「にしても……俺が言うのもなんだけど、そんなヤバそうな名前のついてる海域に、よく船を出してくれたな。アルビダさん」


    「ま、行きたいところには行かせてやるのが船長ってもんだろ。あと、アルビダでいいよ。さん付けなんて、くすぐったくて落ち着かないしね。アタシも呼び捨てにさせてもらうし」


    「……じゃあ、アルビダ。もしかして、アルビダは《リユニオン》からの新規組か？」


    　陽はる翔とたちの名前や〝スバル〟を聞いてもまったく無反応だったため、少しだけ気になっていた。よくも悪くも〝スバル〟の名前は大きくゲーム内で轟とどろいている。


    　自己紹介した時のアルビダの反応は、『ただの命知らず』を見るような対応でとても新鮮だった。


    「まあな。運よくセンス適合審査に受かったおかげで《リユニオン》やってるよ。こんななりだけど、使うのは魔導だ。海と風、契約してるのはそのふたつの精霊。この海かい賊ぞくのなりは趣味だけどな。海を荒らす馬鹿を懲こらしめる時もあるしハッタリをきかせてんのよ」


    　同じ魔導使いとして咲さ月つきも先ほどから彼女の横に立って周囲に気を配っている。


    「この船、精霊で動かしているものね」


    　船員は他に誰もおらず、動力は風のみ。鉄を張ったような重い船だと風だけで動くのはかなり厳しいはずだが、そこはやはりセンスを使っているらしい。


    「おっ。さすが魔導の達人。わかるかい。もちろん、精霊の力だよ。そうじゃなかったら、こんな船、とっくに転覆して海の藻も屑くずってやつだぜ」


    　つまり、もし彼女の魔力が底を尽く、あるいは彼女が気を失うなどして精霊を使し役えきできなくなったら、この船は海上で立ち往生するということだ。


    　すると旭姫あさひが興きよう味み津しん々しんな表情を作る。


    「えーっ！　これまで大丈夫だったの？」


    「大丈夫じゃなかったぜ。魔導が使えなくなって転覆したこともあったし、遭難したこともあった。だから最近、雇った船員が全員逃げちまったんだよなー。あっはっはっは！」


    「あははははは！」


    　ふたりで豪快に笑い合う。


    「笑い事じゃない気がするんだが……」


    「ま、まあ、いざとなったら私がどうにかするから……」


    　その傍そばで陽翔と咲月が冷や汗をかきながら、不安を囁ささやき合っていた。


    　咲月の精霊があればいざとなれば空も飛べる。船はあくまで捜索のための拠点だ。


    「いざとなれば泳げばいいだろ。海の中でも慣れれば陸上と同じように動けるぜ」


    　だが、アルビダはあっけらかんと言う。


    「そういうもんか？」


    「ま、訓練はそれなりに必要らしいけどな。前に会った闘気使いは一か月かけて習得したとかなんとか……お？」


    　アルビダが眉まゆを顰ひそめて、警戒するように視線を巡らせる。


    　しかし、その表情はどこか楽しそうだ。まるで危険を楽しみたいというように舌なめずりをする。


    「さて、入ったぜ。絶艦海域ロストペンタゴンだ」


    　出港してからすでに時間も経ち、陸上も何も見えなくなっていた。目印になるものはない中で、彼女は確信したように呟つぶやく。


    　周辺が曇くもり始めて視界が霧きりで覆おおわれていったのは、それからすぐのことだった。


    「あたしもこの海域に入ったのは初めてでな。こっからはモンスターも襲おそってくるらしいから、気をつけてくれよな」


    　噂うわさをすれば影。


    　派手な水音を立てて、海上で跳ねたのは獰どう猛もうそうなヒレの付いた魚モンスターの群れだった。


    　鱗うろこが毒々しくてかっており、ヒレにも鋭利な毒針が付いている。


    　小型のサメほどの大きさがあるモンスターが牙きばを剥むいて、海から咲さ月つきへと弧を描くように飛び跳ねた。


    「──穿うがて、バチカル。焔ほのおの劫こう弾だん」


    　咲月は炎の精霊を召喚し、炎弾を正確無比にヒットさせる。魚は一瞬で焼き尽くされ、消し炭になった。


    「あー。そのモンスター、塩焼きにすると美う味まいのに」


    　アルビダが惜しそうな声で漏もらす。


    「食うのかよ……。いや、モンスターの肉は色々と取引されてるけどさ……」


    　呆あきれ口調で言う陽はる翔とにも、モンスターが跳ね上がって上空から襲いかかった。


    　陽翔は寸分違たがわず剣を掲げる。モンスターは口から刺さり、文字通り串刺しとなった。


    　剣を振ってモンスターを投げ捨て、次の獲物を待ち構えた瞬間に横からモンスターが飛びかかる。


    　それを次々に水平に斬り捨てていった。


    　だが、斬っても斬ってもモンスターたちの勢いは止まらない。


    　四方八方で無数のモンスターが縦じゆう横おう無む尽じんに飛び跳ねていた。海から獲物を狙ねらうように飛び上がり、甲かん板ぱんで跳ね、また海へと潜もぐっていく。その繰り返しで少しずつ疲ひ弊へいさせていくつもりなのだろう。


    　まるで狼おおかみの狩りのようだった。


    「数が多いな。もう夕飯には充分なぐらい斬ったぞ」


    「もう！　数多いのに、可愛かわいくない！」


    　濃い霧のせいで視界も悪いため、旭姫あさひの射撃精度にも若じやつ干かんのブレがある。外しこそしないものの、クリーンヒットが減りつつあった。


    「この霧を吹き飛ばした方がよさそうね」


    　咲さ月つきが鞭むちを構え、三体の精霊を呼び出した。


    「──吹き荒すさべ、アクゼリュス、ディオネ、シルヴェストル！　天空の晴せい照しよう」


    　風、空、嵐の精霊が周囲に衝撃波を迸ほとばしらせる。


    　船の真下の海水が円状に波立ち、それが一瞬で広がった。


    　ドームが爆発でもしたかのような風の圧力に、周囲の霧きりもモンスターも為なす術すべなく蹴け散ちらされる。


    　静寂が戻ると霧は晴れ、晴天が広がっていた。モンスターの影もない。


    　咲月は涼しげな顔で、一仕事終わったかのように一息吐つく。


    「うわ、何今の。すげーじゃん！」


    　アルビダが心底感心したような眼まな差ざしを咲月に向けた。


    「風と空と嵐の精霊を使って風のバリアを半円状に張った後に、膨ぼう張ちようさせたのよ。それで暗雲もまとめて押しのけたってわけ」


    「へー。やっぱりすげぇんだな、あんたらって。さすが危険なところに行きたいって言うだけはあるな。アタシは精霊なんて二体使し役えきするのが精一杯だし。やっぱり色々とできるんだな、魔導って」


    「複数の精霊を同時に扱あつかえるようになればなるほど、魔導の世界は広がるわ。その分、難しいけどね」


    「へー。今度、アタシも三体目に挑戦してみよっかねー」


    　周辺の霧を吹き飛ばすぐらいであれば、咲月以外にもできる芸当だろう。


    　だが、咲月はその気になれば雨も降らせるし、虹にじすらかけることもできるだろう。天候さえも覆くつがえすことができるのが【精霊の女王イノセンシア】たる由ゆ縁えんである。


    「こうも驚かれるのも新鮮ね」


    　困惑したように呟つぶやく咲月。


    　それでも二体同時に扱えるということであれば、アルビダの力量も相当なものだ。


    「これが真っ当な反応のはずだぞ。勝負だ！　ってなる方がおかしい」


    　船は青空の下、風を受けてさらに速度を上げていく。


    　しかし、ここは幾多もの船を沈めてきた絶艦海域ロストペンタゴン。


    　再び、空が暗雲に覆おおわれるのに時間はかからなかった。


    



    「さて。剣のあるポイントはだいたいこの辺りだな」


    　アルビダが精霊を出現させて、風を操作し停船させた。底が深いため、錨いかりを下ろせないらしい。ここで停泊させておくには、風で対処しなければならないのだ。


    　未だ周囲は薄暗く、太陽の光は遮さえぎられている。


    「しかし、絶艦海域とはよく言ったもんだ。風もねぇから波がほとんど立たねぇし、魚がいる気配もない。薄ら寒い場所だよ」


    　気分まで沈みそうな風景にアルビダは不満げに漏もらした。


    「まあ、あまり長居したい場所じゃないな」


    「アタシは大おお海うな原ばらを自由に操船するのが好きなんだ。できる限り、早く戻ってきてくれよ」


    「善処する」


    　三人は海の中に入るべく、甲かん板ぱんの手すりに手をかけた。


    　海水は透き通るような透明度で、晴れてさえいればエメラルドブルーに見えていたかもしれない。


    　だが今は船による波紋が浮かび上がってくるだけだ。それもすぐに消えてしまう。


    「絶艦海域ロストペンタゴンってのはこの霧きりだけじゃないってことだな」


    「陽はる翔とのダンナ。気をつけてくれよ。咲さ月つきと旭姫あさひを守ってやんな」


    　潜もぐろうとした瞬間、アルビダが引き留めるように声を掛ける。


    「黙って守られるほど大人しくはないけどな、ふたりとも。もし、船が危なくなったら逃げてくれ。俺たちだけならどうにかなるしな。たぶん」


    　そう言って陽翔は船から飛び降り、海へと着水。


    　咲月と旭姫のふたりも後に続く。


    　咲月が光の精霊を出して周辺を照らし、陽翔たちは底に向かって潜った。


    　周辺は魚もモンスターもまったくいない。微生物すら存在しないのではないかという静けさだ。


    　陽翔たちの吐き出す気き泡ほうだけが、水中を掻かき乱している。


    　──水中では息に気をつけなきゃならないんだよな……。


    　長く潜り続けていると、息切れでスリップ徐々にダメージを受けることになり、最後にはＨＰがゼロになってしまう。それを防ぐためには、一定時間毎ごとに息継ぎをする必要があった。


    　モンスターの攻撃を喰らっても痛覚が完全に伝わらないように、水中で息のできない苦しさも《リユニオン》には存在しない。


    　現実よりも遥はるかに長く潜れることもあって、油断をするといつの間にかＨＰが減っていることもある。深く潜りすぎると、ＨＰがゼロになるまでに海上へ戻れない。そうなったら詰みである。


    　自分自身の表面的な身体からだの変化に注意しながら探索しなければならなかった。


    　──もうそろそろ、底が来てもいいはずだけど。


    　視線を周りに向けながら沈んでいくと足が地に着く。ようやく海底だ。


    　しかし、辺りに剣は見えない。


    　視界が悪く、咲月が出す光でも十メートル先までしかわからず、捜索は難航する。


    　しばらく移動しながら探したが、それらしき物は見当たらなかった。


    　すると、陽はる翔との口からゴボゴボと吐き出される泡の量が多くなる。


    　──限界が近いな。一度、上がった方がいいか。


    　陽翔が指で上を指し示すと、咲さ月つきと旭姫あさひのふたりは頷うなずいた。


    　今度は浮き上がるようにして海上を目指す。


    　水面に顔を出すと思わず求めるように大きく息を吸い込んだ。


    　自然と速かった呼吸が身体からだを海面に浮かべていると少しずつ落ち着いてくる。


    「……呼吸困難になってるわけじゃないんだけどな」


    「なんとなく、やっちゃうよねー」


    　旭姫が照れながら言う。


    「でも、やっぱりそう簡単には見つからなさそうね」


    　咲月が精霊を出現させた。


    「──隔かく絶ぜつせよ、エーイーリー、アクゼリュス。深き水すい珠じゆ」


    　咲月の周囲にあった海水が、咲月から逃れるように散っていく。


    　咲月を中心に、陽翔たちを覆おおう空気の球ができあがった。


    　水を風で散らしているのか、大量の海水が周囲に飛び散っている。


    「……ダメだわ」


    　咲月が一旦、精霊を解除した。不足している場所を補うように海水がそこに入り込む。


    　陽翔たちは再び海水に塗まみれた。


    「なんでだよ。いい感じじゃなかったか？」


    「こんな強引に撒まき散らすような方法じゃ、水泡で周囲が見えないわ」


    　確かにあの状態では調査のしようがない。視界が遮さえぎられてしまう。


    「泡を作って、その強度を上げればいいのかしら……」


    　咲月がぶつぶつとどうするべきか考えている。口元まで沈んでぶくぶく言っていた。相当集中しているらしい。


    　沈んでいってしまいそうなので、陽翔は咲月の身体を支えた。


    「強度を上げればいいなら、闘気でいいんじゃないのか？」


    「それだわ。貴たか法のりかクライヴがいればどうにかなるって思ってたけど、原理的にはたぶん行けるわね」


    　再び咲月が精霊を出すと、巨大な泡が生み出され三人をすっぽりと覆う。


    　陽翔はその泡の表面に触れている咲月の手に、自分の手をそっと重ねた。


    「ちょ、ちょっと陽翔!?」


    「お前を経由して闘気送り込んだ方が都合がいいだろ」


    　泡に直接触れたら、割れてしまうかもしれない。そう考えての行動だったが、咲月は顔を真っ赤にして恥ずかしそうに俯うつむいている。


    　陽はる翔とも咲さ月つきの仕し草ぐさを見て恥ずかしくなってしまったが、後には引けない。


    　その甲か斐いあって頼りなく水の影響を受けて変形していた泡は綺き麗れいな球形となる。水が入る気配も破られる気配もない。


    「こ、これならいけるわ。でも、ちょっと維持するのは気を使うわね……」


    「同じく。闘気の量を間違ったら破裂しそうだしな」


    　ひとまず、海に潜もぐるための準備は整った。


    　だが、泡の中で膨ふくれっ面つらになっているのがひとり。


    「じー……」


    　旭姫あさひが拗すねた表情で、咲月と陽翔を見る。


    「な、なんだよ。旭姫」


    「別にー。何か仲よさそうだな、って思っただけ」


    「仕方ないんだろ。気を遣うんだよ、闘気を流し込むのは」


    「わかってますよーだ」


    　プイと顔を逸そらしてしまう。全身から不機嫌オーラを放っていた。


    「なんなんだ……。咲月、下りよう」


    「ええ」


    　咲月はゆっくりと泡を水面下に下ろしていく。


    　陽翔と旭姫は咲月の肩にそれぞれ掴つかまった。


    「これって酸素は大丈夫なのか？」


    　空気の成分はデジタルでも、すべて再現されている。そのため、酸素のない場所だと魔導以外で火を起こすことはできない。


    「精霊が海水を取り込んで酸素にしてくれてるわ」


    　魔導の万能性に舌を巻いていると、再び海底へと到着。自分たちで沈んでいくよりも遥はるかに早かった。


    　すぐに周囲を見渡して剣を探す。咲月が光の精霊を出して周囲を照らしているが、やはり見当たらない。やはり十メートルの視認性しかないのは骨が折れる。


    「ないな。担かつがれたか？」


    「まだ二回目でしょ。こんな海の底で簡単に見つかるなんてあり得ないから」


    「こうなれば根比べだな」


    　泡の中で空気が持つのであれば、今度は浮上をする必要がない。


    「時間はかかっても端から端まで探していくしかないわね」


    「そうだな。って、旭姫、どうかしたか？」


    　ふたりの言葉をよそに、旭姫は首を傾かしげながら一点の方向を見続けている。


    「うーん。自信ないけど……あっちな気がする」


    「なんでだよ」


    「なんとなく？」


    「お前、そんな曖あい昧まいな……」


    　とはいえ、旭姫あさひの勘は馬鹿にできない。〈未来視プロフエアータ〉に限らず、現実でも《ユニオン》でも助かった場面は多かったのだから。


    「いいんじゃないの。どうせ虱しらみ潰つぶしになるんだし。ダメ元よ、ダメ元」


    　咲さ月つきは泡を旭姫の向いている方向に移動させた。


    　目印になりそうなものが何もない海底で旭姫の示す方向だけを頼りに進んでいく。


    　すると──剣らしき影が視界に入った。


    「うわ」


    　陽はる翔とが普段出さないような声をあげる。


    　地面に突き刺さる剣。垂直に立っているのがうっすらと見えていた。


    「本当にあったわ……。旭姫、もしかして見えてたの？」


    「ううん。本当に、なんとなくなんだけど……なんかビビビ～って感じた気がするんだよね」


    　陽翔と咲月は思わず顔を見合わせ笑みを零こぼす。実に旭姫らしいコメントだった。


    　なんであろうとそれで面倒が省はぶけたのだから構わない。


    　陽翔たちが一歩分、剣に近づく。


    　近づくごとに剣の細部が露あらわになり、はっきりと見えてきた。


    　そこで──全員が気付く。


    「う、嘘うそだろ……」


    　思わず身み震ぶるいしてしまう。


    　あり得ないものを見るように、陽翔はその剣を凝視する。
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    　星を象かたどった鍔つばに、埋めこまれた宝玉。その大きな宝玉にちりばめられた七つの小さな宝玉。そして、海底でもなお輝かがやきを失わない刀身。


    「………」


    　咲月もまたその剣を見て絶句した。


    　なぜ、どうして。


    　そんな疑問が頭から離れない。そんな顔だ。


    「七星剣プレアデスだ！」


    　旭姫だけは、まるで久々に見たと言わんばかりに笑顔を作る。


    「お、おかしいだろ。なんでこの剣がここにあるんだよ」


    　陽翔からすれば信じられないとしか言いようがない。


    　当然だ。《リユニオン》ではほとんどのアイテムが初期化されているはず。


    　残っているのは一部のドロップアイテムだけだ。旭姫のパーティリングが奇跡的に落ちていたように……。


    　その奇跡が、またも目の前にあった。


    　──いや、待て。本当に奇跡で済ませていいのか？


    　旭姫あさひのパーティリングは何かの拍子に抜けてしまっていた。フィールドに落ちたアイテムとして扱あつかわれたから、初期化されずに残っていたのだ。確率としてはあり得ないわけじゃない。


    　しかし、今回の七星剣プレアデスは前提が違う。


    　──俺はあの日、ログアウトの瞬間、剣を手放していたか？


    　普通に装備していた気がする。落としていない。手元にあった。


    　装備品がすべて初期化されているのであれば、存在してはならないはずだ。


    　しかもそれがなぜ、こんな海底に突き立っているのか。


    「み、見てくれが同じだけって可能性も……」


    　衝撃醒さめやらぬといった様子で、咲さ月つきが震ふるえた声を出す。


    　だが、見てくれだけが同じなわけがない。


    　手に持たずとも、陽はる翔との闘気が全身で感じ取っている。


    　あれは自分の七星剣相棒である、と……。


    「陽翔。早く抜こうよ！」「あ、ああ」


    　旭姫あさひに促うながされ、陽はる翔とは深呼吸をして剣の前に立った。


    　そもそも今回の目的は、この剣を抜きとることだ。自身の闘気に耐えうる武器を手にするために。


    　柄えを握る。


    　全身を貫くような懐かしい感触だった。


    　あの頃の握り心ごこ地ちとまったく同じ。六年前だというのに、身体からだが覚えていた。


    　七星剣プレアデスもまた陽翔を受け容れるように、柄えの宝玉を微かすかに明滅させる。


    　そして、陽翔が力を入れて引き抜こうとして──異変。


    「地震!?」


    　咲さ月つきが反射的に陽翔の腕を掴つかむ。かなり大きい揺れだ。


    《リユニオン》では地震も発生する。何しろ活断層までしっかりと設定されているのだから。


    　だが、この周辺に震源となる場所があったかどうか陽翔の記憶は定かではない。


    「……ねえ。地震にしてはおかしくない？　なんか、一定方向に動いてるような……」


    　旭姫が訝いぶかしげに呟つぶやく。


    　それを意識してみると、確かに揺れの反動が来ない。一定の方向のみに圧力がかかっている。


    　そして、その速度はぐんぐんと速くなっていった。


    　身体からだに強烈な圧力がかかり、陽翔は思わず剣から手を離してしまう。


    　陽翔たちを包む泡があらぬ方向へ投げ出された。


    　目の前を、巨大な影が覆おおう。


    　全長が何十メートルにも及ぼうかという、巨大なモンスター。その頭には鋭い二本の角が生えていた。胴がとても長く、まるで蛇へび。だが、胴には左右対称に数多くの鋭利な肢あしがついており、その姿は百足むかでのようでもあった。


    「な──モンスターだったのかよ！」


    「首の後ろに剣が刺さってる！」


    　旭姫が指し示した先に、剣が突き立っているのが見える。


    　あの地面はモンスターだったのだ。


    　この海域で消える船というのも、あるいはこのモンスターが原因なのかもしれない。


    　蛇はまだ警戒するように陽翔たちを睨にらんでいた。


    「こんなモンスター、《ユニオン》にはいなかったよな？」


    「ええ。でも、噂うわさだけ聞いたことがあるわ……。海中に巨大なモンスターがいるって。目撃例が少なすぎてデマかと思ってたけど……本当にいたのね」


    　咲月がゆっくりと、その名を告げる。


    



    「死海王、エーギル──」


    



    　強さは未知数で、攻撃方法や生態、その他、様々なものが未解明。


    　危険な情報だけは多彩なモンスターだった。


    「目撃例が少ないって……見たプレイヤーはそのまま殺されるとか？」


    「それもあるけど。文字通り、ほとんど姿を見せないのよ、こいつは……」


    「レアモンスターってことか」


    「あと、龍って言われてたはずなんだけど……全然違うわね」


    「頭だけを見れば、確かに龍に見えなくもないが」


    　実際には蛇へび型のモンスターで、肢あしは百足むかで型だ。


    　生理的嫌悪感を催もよおす形状をしており、たとえ弱かったとしても率先して戦いたいと思う相手ではない。


    「ふたりとも、来るよっ！」


    　悠長に会話していられるのもここまでだった。


    　旭姫あさひの言葉を皮切りにエーギルが口を開き、その中から電撃を迸ほとばしらせる。


    　三人は咄とつ嗟さに泡から脱出し、それぞれ散って回避した。泡は電撃を受けて呆あつ気けなく破裂する。


    　電撃の余波が海水を伝わり、肌にピリピリと刺激を伝えてきた。直撃したら神経にまで影響を与えそうな危険な攻撃。


    　──とりあえず、やるしかねぇ！


    　陽はる翔とは身体からだに闘気を纏まとわせ、海底を蹴ける。


    　いつもなら雷のように速いその動きは、しかし、水中では目に見えて遅い。


    　格好の的まとに喰らい付かんとエーギルが口を開き、牙きばをちらつかせて一気に鋭い動きで襲おそいかかる。


    　──やべぇっ！


    　刹せつ那な、咲さ月つきの精霊が出現し、陽翔の眼前に巨大な鉄の板が出現。


    　エーギルは勢いそのままに鉄板に噛かみつく。


    　ギリギリで窮地を逃れた陽翔は、その顔を間近で見た。


    　まるで炎のように赤く輝かがやく右の瞳ひとみ。


    　──いや、違う。これは……。


    　瞳に赤い宝玉が埋め込まれているのだ。


    　あの旭姫の記憶をフラッシュバックさせる貴石。それに酷こく似じしたものが。


    　──どういうことだ。なんでこれが、ここに!?


    　過去、赤い貴石が見つかったのは〈無垢なる闇プルガトリオ〉を倒した後と、天てん至し塔とうでミストゴーレムを倒した後。


    　両方ともダンジョンから出た後に見つかったが、今回は間違いなくこのモンスターが持っている。


    　思わず剣を構えて、その目から宝玉を抉えぐり出そうとするものの、身体からだが陸上のようには動かず、振りかぶるのがもたついてしまう。


    　如い何かに闘気で身体能力を底上げしているとはいえ、水中における動きはあまりにも心こころ許もとなかった。


    　だというのに、エーギルの攻撃は陸上かと見み紛まがうぐらい素早いのだ。一気に身を翻ひるがえし、尾が鞭むちのようにしなる。


    　──剣で受けるぐらいならできるはず……！


    　剣に全力で闘気を込めて、尾の一撃を受け止めた。水の中だというのに、かつて体験したことがないほどの衝撃が身体を貫く。


    　たまらず、勢いよく後ろに吹き飛ばされた。


    　なんとか体勢を立て直し、剣を構えると──刀身には無数の亀裂が走っていた。


    　──あの一撃で!?


    　陽はる翔とを無力化したと悟ったのか、エーギルはその頸くびを旭姫あさひに向ける。


    　旭姫は弾丸を放っているが、やはり水中という状況が枷かせになっているのか、相手の動きを邪魔することすらできない。何より、この巨体では数発当たったところで効果はなさそうだ。


    　エーギルはおかまいなしに旭姫へと接近。


    　──ヤバい！　この状況は……！


    　旭姫の危険度が急速に高まっている。


    　咲さ月つきが魔導を展開させようとしているが、僅わずかに遅い。あれでは攻撃に間に合わない。彼女自身も水中ということで戸惑っていた。


    　そしてエーギルはワニのような大口を開け、旭姫を飲み込まんと牙きばを剥むく。


    　──旭姫！


    　エーギルが容赦なく旭姫を噛かみ砕こうとしたその瞬間──ナイフが飛来する。


    　そのナイフは回転しながら徐々に刀身を伸ばし、エーギルの口に突き刺さった。そして、突っ張り棒のように顎あごを閉じるのを阻そ害がいする。


    　──変幻の伸縮自在フリーストレツチ!?　どこから!?


    　水中での、異常なまでに正確なナイフ捌さばき。


    　こんな芸当が可能なのは──。


    　──クライヴ!?


    　ちょうどエーギルの頭の上に彼は立っていた。


    　中性的で整った顔立ちの少年。水の中だというのに黒いニットを被かぶっている。柔らかそうな金髪がそこから僅かに覗のぞいていた。赤いジャケットの襟えりと袖そで口ぐちには黒毛のファーが付いており、中には胸元が大きくＶ字に開いたシャツを着込んでいる。全体的に軽装で軽薄な雰ふん囲い気きの身なりだった。


    　服装も雰ふん囲い気きも六年前とはまるで異なるが、《ユニオン》でクライヴが変幻させていた時と同じ顔付き、大人の姿。


    　こんな状況だというのに、彼は無表情のまま、まるで街中にでも突っ立っているような自然体でそこにいる。久々の再会に、陽はる翔とも咲さ月つきも、そして、旭姫あさひもまた嬉しそうな笑みを浮かべてクライヴの姿をまじまじと眺めてしまった。


    　成長した彼の姿をとても頼もしく感じる。


    『シャッ』


    　エーギルが口の中の刃を歯で噛かみ砕いた。


    　一瞬ではあったが、それでも体勢を立て直すには充分な時間だ。


    　エーギルは食事を邪魔したクライヴを頭から振り払い、獰どう猛もうな視線を彼に向ける。


    　クライヴはどこ吹く風で二本のナイフを逆手に構え、指でちょいちょいと挑発するように手招きした。


    　そして、ノーモーションで投とう擲てき。


    　赤い宝玉の埋め込まれている方とは逆の左目へと突き刺さった。


    　──どんだけ場数踏んでるんだよ、あいつ……。


    　どんな相手でも物もの怖おじしないところは昔と変わらない。


    　だが、ナイフ捌さばきのきれは、さらに上がっているようだ。


    　苦しむエーギルをよそに、クライヴは指で上を指し示す。どうやら今のうちに逃げようと言っているらしい。


    　──七星剣プレアデスも赤い宝玉も……未練は残るがここは一時撤退だ。


    　前準備もなしに勝てる相手ではないし、そろそろ息継ぎもしなければ危険だった。


    　陽翔と旭姫は急ぎ、咲月の下まで泳ぎ、彼女の腕に掴つかまる。クライヴもまた咲月の背後から肩を掴んだ。


    　咲月が風と水の精霊を出現させると、ジェット噴射でも起こしたかのような速さで海上へと浮上する。


    　盛大な水みず柱ばしらを上げて海上に出て、そのまま空を飛んだ。


    　すぐに眼下に船を見つけて、そこへ乱暴に着陸。陽翔たちは海水を撒まき散らしながら甲かん板ぱんに尻しり餅もちをつく。


    「おいおい。どうしたんだ一体」


    　アルビダが慌あわてて、戻ってきた陽翔たちに駆け寄った。


    「まずはここから脱出しよう。アルビダ、この海域からすぐに離れてくれ」


    「よくわからんが……話は後ってことだな！」


    　アルビダは魔導で風と海の精霊の力を使って即座に船を動かした。今までなかった風が吹き荒れ、それを帆が受けてエーギルのいる海域から急速に離れていく。


    「やれやれ。とんでもない相手だったな」


    「状況がマズかったわね。水の中があそこまで戦いにくいなんて」


    　戦闘の感想もそこそこに切り上げて、陽はる翔とと咲さ月つきはクライヴのいる方へ向き直る──が、すでに彼はどこにもいなかった。


    「あれ？　クライヴ、さっきまでいたのに……」


    　旭姫あさひも不思議そうに首をキョロキョロさせている。


    「どこに行ったの、あいつ？　まさか私から手を離して海の中に沈んでるんじゃないでしょうね!?」


    　咲月が身体からだを起こして、遥はるか先の海を見た。


    　そんな会話の最中、上からひらひらと一通の手紙が舞い降りる。


    「手紙？」


    　咲月が封を開けて中の便せんを見る。


    　そこには、


    『用があるから、また今度な』


    　と、短く書かれていた。


    　三人が盛大に溜ため息いきを吐つく。


    「どこにどうやって行ったんだよ、あいつは」


    「水の中で帰還用アイテムでも使ったのかしら」


    「あいつらしいと言えば、あいつらしいが……。少しは話をしてから使えばいいのに」


    「久しぶりの再会に照れるような性た質ちじゃないのにね」


    「でも、クライヴらしいよね。こういう回りくどいの」


    　三人でホッとしたように安あん堵どの笑みを浮かべた。


    「まったく、聞きたいことが山ほどあったのにな」


    　今までどこにいたのか。


    　咲月や貴たか法のりを助けてくれたのか。


    　どうやって姿をくらませていたのか。


    　現実ではどうしていたのか。


    　他にも、聞きたいこと、話したいことはいくらでもあった。


    　しかし、いないのであればどうしようもない。


    「マイペースなのは相変わらずってことかしらね。逆に安心したわ」


    　咲月が小さく笑い、それに釣られて陽翔と旭姫も頬ほおを緩ゆるめる。


    　実際、その通り。


    　捉とらえ所のない〝スバル〟のトリックスター。


    　それが比類なき変幻センスの使い手──クライヴ=ヴィヴァリーなのだから。

  


  
    ［間章　追憶　～the side of 〝Pleiad Crisis〟 act.1～］


    



    　七年前──。


    　幾多ものボスを打倒し、急速に名声を高めてきた〝スバル〟にひとつの危機が訪れていた。


    　まだアジトを作る前、成長途上だった彼らにとって最大の試練となった事件のひとつだ。


    「謝った方がいいのかな……」


    　宿屋の一室に集まった〝スバル〟のメンバーたちが元気なく静まり返る中、咲さ月つきがぼそりと言う。


    「何を謝るってんだよ、咲月」


    　陽はる翔とが気楽そうに返した。ただひとり、ことの重大さを理解していないかのように。


    　だが、咲月は微かすかに震ふるえながら陽翔に向き直る。


    「だ、だって。私たちがボスを横取りしちゃったのがいけないんでしょ？」


    「咲月。それは違う」


    　異を唱えたのは貴たか法のりだった。


    「僕らはルールを犯したわけじゃない。ただ、彼らが倒せずに放置していたボスを倒しただけだ。横取りをしたわけじゃない」


    「で、でも……貴法くん。あの人たちは……最初に倒すんだって息巻いてたよね……」


    　希のぞみもまた咲月と同じく不安そうにしていた。


    　事の発端は、〝スバル〟がとある強力なボスを倒してしまったことに由来する。


    　そのボスモンスターは当時、比類なき実力を持っており、その配下となる五体のモンスターもまた屈強で誰も倒すことができずにいた。


    　そんな中、とあるギルドが討とう伐ばつを宣言。


    　自分たちが最初に倒すのだと、他のプレイヤーが倒せないようにダンジョンを封鎖までする念の入れようで。


    　だが、〝スバル〟とてそのモンスターと早く戦いたかったのだ。最初に討伐するという勲くん章しようには興味なかったものの、より強いモンスターを相手にセンスを試してみたかった。


    　しかし、相手ギルドとしては、超位ギルドに上がるための実績がほしかったらしい。


    　それから貴法らが話をしに言ったものの、梨なしの礫つぶてで追い返されている。


    　そして、何も起きないまま、二週間が過ぎた。


    《ユニオン》には、最初に宣言したギルドが倒すまで他のギルドやプレイヤーは手出し禁止というルールなど存在していない。早い者勝ちが基本なのだ。


    　待ちきれなかった陽翔たちはダンジョンを強行突破し、ついにはボスを打倒した。


    　そのギルドにとってみれば、少数のパーティに先を越されて面めん子つが丸つぶれということになったわけだ。


    「赤っ恥なのはわかるけど、そこまで怒らなくてもいいのにね。まったく、大人げないというか」


    　クライヴが苦笑しながら肩を竦すくめる。


    「〝ライトニング〟は、他の上位ギルドや中位ギルドに呼びかけて連合を結成して〝スバル〟打倒を掲げたわ。何百、いや、何千？　って猛も者さたちが一気に襲おそってくるのよ、勝てるわけない」


    　咲さ月つきの声は焦あせったように早口だ。


    　問題は、咲月の言ったとおり、「〝スバル〟討つべし」という機運が高まってしまったことにある。


    　新進気鋭の〝スバル〟を疎うとましく思うプレイヤーも多かったのだろう。


    　数多くのプレイヤーが賛同していた。特に上級者エキスパートと目されるプレイヤーが百人は集まっているという。


    　今いる宿屋安全地帯を出た瞬間に、経験したことのないような大規模な対人戦闘が始まるはずだ。


    「まったく。小学生相手に束たばになってかかろうなんて、大人げない連中だ」


    「ま、舐なめられてるんだろうね」


    　貴たか法のりが言うと、クライヴはあっけらかんと答える。


    《ユニオン》は統計だと高校生から大学生ぐらいが最も多いらしい。


    　小学生は少数派で、当然、年齢からも侮あなどられる傾向があった。


    「旭姫あさひ。なんか〈未来視プロフエアータ〉で切り抜ける方法とか見えてこないか？」


    「うーん。そう言われても……」


    　こと局地戦であれば、〈未来視〉は最高のパフォーマンスを発揮する。


    　だが、〈未来視〉はこういった曖あい昧まいなことを解決するには向かないようで、旭姫は首を傾かしげてばかりだった。


    「これは……引き際かねぇ」


    　クライヴが突然、陽はる翔とたちに背を向けて扉に向かう。


    「おい、どこに行くんだ。クライヴ？」


    　クライヴは首だけで振り返り、


    「一抜けた」


    「なっ……!?」


    　その言葉に、〝スバル〟の面めん子つが慌あわてて立ち上がった。


    　貴法が真っ先に真意を問う。


    「ど、どういうことだ！」


    「〝スバル〟を抜けるよ。だって、勝てるわけないし？　だったら、今のうちに降伏した方が傷は浅くなるからさ」


    「お前……見み損そこなったぞ！　クライヴ！」


    「プライドだけじゃ生きられないってことだよ、リアルもゲームもね。皆も謝ってすむならそれでいいんじゃないの？　オレはゲームオーバーになりたくないし、このまま引き籠こもって退屈に過ごすのも性に合わない」


    　咲さ月つきが鋭い目つきでクライヴを見据えた。


    「……本気なの、クライヴ」


    「オレが嘘うそ言ったことがあったかい？」


    「何度も」


    「そうだったっけ？　でも、今回は本当だ」


    　クライヴは扉に手をかけて、陽はる翔とたちに振り返る。


    



    「それにオレ、一度〝スバル〟と戦ってみたかったんだよね」


    



    　底の見えない、やけに無邪気な笑みを残し──彼は扉の外へと消えていった。

  


  
    ［第二章　大海の洗礼］


    



    　夏休みも八月に入って、現実での気温はさらに厳しくなっている。


    「あちぃ……」


    　陽はる翔とは駅に向かって歩いていた。陽ひを遮さえぎるものがない地面は熱で温められ、容赦なく周囲を暑くしている。肌を焼かれているような感覚すらあった。


    　この日は猛暑日。汗がまったく止まらず、ハンカチはすでに汗まみれだ。乾いている部分がなくなっている。これでもまだ比較的涼しい午前中だというのだから、午後はどれだけの煉れん獄ごくが待っているのか考えるだけで憂ゆう鬱うつだ。


    「科学技術は上がってるのに、なんでこうも外は暑いままなんだ……」


    　陽翔は覇気のない顔でダラダラと歩きながら、ひとり愚ぐ痴ちをこぼす。


    　空調服などの熱中症対策グッズが、これまでにいくつも生まれているが、未だに金持ちの道楽であり、一般市民に浸透するに至っていない。


    　普段、エアコンの効いた部屋の中で過ごしていることもあり、この夏の暑さは陽翔にとって地獄に等しかった。


    「《リユニオン》ならスリップダメージものだろ、これ」


    　だらだらと歩きながら、少し昔を思い出す。


    「子供の頃は、こんなこと全く気にしてなかったのになぁ」


    　皆と一緒に遊んでいた時は暑ければ海かプールか川か、そんな選択肢があったし、あるいは《ユニオン》に行って氷山に登ったりしていた。


    「まあ、咲さ月つきの呼び出しには応じないと後で怖いからな……」


    　日陰を見つけたら、できる限りその微かすかな恩おん恵けいにあずかりながら目的地へと向かう。


    　最寄り駅に到着すると、今日も改札前は人が多かった。しかし、駅構内は空調が効いており、陽射しも入らないため、まるで天国のような涼しさだ。


    「さて、もう着いてるってメッセージがあったけど……」


    　周辺を見渡すと、改札のすぐ横の柱に私服姿の咲月が見えた。


    　ところが彼女はひとりではなく、大学生風の男ふたりに言い寄られている。何事か口論しているようだった。知り合い……というようには見えない。


    　近づくと喧けん騒そうの隙すき間まを縫ぬうように、少しずつ会話が耳に届いてくる。


    「ですから。人を待ってるんですってば」


    「本当にいるの？　さっきからずっと待ってるじゃん。一緒に行こうよ」


    「ちょっと早く着きすぎただけです！」


    　男たちにしつこく誘われている。


    　どうやら喧けん嘩かというわけではなく、ナンパされているようだった。


    　幼なじみのそんな場面を目撃し、陽はる翔とは驚きすぎて呆ほうけてしまう。


    「咲さ月つきってモテるのか……？」


    　咲月が迷惑そうに断って周囲に助けを求めるよう視線を巡らせると、陽翔と目が合う。


    「あっ、陽翔！　ようやく来た！」


    　そして、ホッとしたような表情で駆け寄ってくると袖を掴つかまれた。かなり強く引き寄せられ、咲月の柔らかな身体からだが腕に当たる。


    　布越しだというのに温かみと、そして子供の時とは違う成長が感じられて、陽翔はドキリとした。


    「それじゃ！　失礼します！」


    「くそっ、せっかく好みだったのに」「そりゃあんな可愛かわいけりゃ男のひとりふたりいるよな」


    　陽翔を見て大学生のふたりはつまらなそうな顔で去っていく。


    　咲月も疲れたように息を吐ついた。渋じゆう面めんを作って苦々しそうに大学生たちの背中を睨にらんでいる。舌まで出していた。相当、腹に据えかねたらしい。


    「大人気だな」


    「不愉快だわ。人を寂しがり屋扱あつかいまでしてきて、見栄っ張りだなんて思われて！　……というか陽翔、遅い」


    「ほぼ時間ぴったりじゃねーか」


    「じっと見てたでしょ。なんで早く助けないのよ！」


    「いや、本当に今さっき来たんだって。お前こそ、なんでそんな早く来てるんだよ」


    　咲月は口を尖らせ、ぷりぷりと怒っていた。


    　どうやらナンパ光景をニヤニヤ眺めていたと思われているらしい。


    「私は買い物の用事があって、思った以上に早く済んじゃっただけよ。喫茶店に入るにも中途半端な時間だったし」


    　なおも頬ほおを膨ふくらませている。苛立ちを抑えられないようだ。袖そでを握る力が緩ゆるまない。


    「あのさ、袖が伸びるんだけど……」


    「むー」


    　人の服をダメにするのはマズいと思ったのか、名な残ごり惜しそうに袖から手を離した。


    　陽翔は若じやつ干かんの気恥ずかしさを誤ご魔ま化かそうと、そそくさと本題に入る。


    「それで今日は何の用なんだ。荷物持ちか？」


    　咲月に呼び出されたものの、それだけで何をするのかはわかっていない。聞かない陽翔も陽翔だが、咲月もそこには触れなかった。


    　本来であれば、旭姫あさひの待つ《リユニオン》にログインするべきなのだが……。


    「……私も呼び出しを受けたのよ」


    「誰に」


    「行けばわかるわ」


    　咲さ月つきが歩き出して、陽はる翔ともそれについていく。


    　駅前の喧けん騒そうから少しずつ離れていった。日の照っている場所に出ると、またも熱が身体からだに籠こもっていく。


    　だが、咲月は表情を一切変えなかった。


    「咲月、暑くないのか」


    「暑いわよ。でも、私は陽翔みたいにずっとエアコンつけてるわけじゃないから。風がある日とか夜は消してるし。そうしないと自律神経がおかしくなるからね」


    「よくそれで寝られるな。自律神経こそエアコンに合わせるべきだろ」


    「またそういうこと言って。頼るのはいいけど、体調崩しちゃ意味がないじゃない」


    「たしかに、これは熱中症になりそうだ……」


    「旭姫あさひに言ったら笑われるわよ。『陽翔、情けないー』って」


    「けど、お前も旭姫も、昔はよく熱中症寸前までいってたよな」


    「うっ……まあ、よく親には心配されたっけ……。でも、陽翔はそんなの関係なく動き回ってたじゃない。暑さなんて気にならないみたいに。なのに、なんでそんな暑くて死にそう、みたいな顔してるのよ。夏は大好きだったんじゃないの」


    「あの時の俺と今の俺は別人に違いない。じゃなきゃ、こんなに暑さを感じるのはおかしいはずだ」


    「何それ。別人って。確かにあの時とはまったく違うけど」


    　クスクスと咲月は上品に小さく笑う。


    「そう言えば希のぞみも暑さには強かったわね」


    「どうなんだろうな。ただ、プールに行きたくなくて我慢してただけなんじゃないのか」


    　六年前に思いを馳せながら歩いていると、格式の高そうなホテルの前で咲月は足を止めた。


    　地元でも有名な高級ホテルで、ネットでの評判は値段以上に高い。ロビーにはシックな雰ふん囲い気きの喫茶店が併設されている。


    「ここって……」


    「彼の父親が経営してるホテルね」


    　咲月が扉に近づくと、自動ドアが開いた。


    　ふたりが中へ入ると、しっかり効いた空調がふたりの体感温度を下げていく。


    「あー。やっぱり涼しいな。生き返るわー」


    「……みっともないから、そういうこと言わないの」


    　咲月は周囲に合わせるように落ち着き払っていた。喫茶店の客の年齢層はかなり高く、物静かな雰囲気のなか客も声を潜ひそめて会話をしている。


    　来客に気付いたウェイターが、すぐふたりに近づいてきた。


    「いらっしゃいませ。二名様でしょうか？」


    「先に予約でひとり、高校生の男子が来てると思うんですけど……」


    「こちら、お客様がお待ちです」


    　入り口からは柱の陰に隠れているテーブルへ向かうと、


    「……来たか」


    　幼なじみの御み門かど貴たか法のりがいた。黒を基調としたフォーマルな私服を着ており、喫茶店のインテリアに調和している。すっきりした顔立ちといい、纏まとっている雰ふん囲い気きといい、彼らしい育ちの良さが窺うかがえた。


    　テーブルには小さなカップが置かれている。本格的なエスプレッソだろう。


    「やっぱり貴法だったか」


    「ええ。驚いた？」


    「まあ、多少」


    　貴法とて陽はる翔とを誘いたくはないだろう。それを呼んだということは、重要な話があるということぐらい察せられる。


    　咲さ月つきと陽翔は貴法の対面に座った。貴法と現実で会うのはそれこそ六年ぶりということになるが、ゲーム内で会っているせいか懐なつかしいという感覚はない。


    「何を頼んでもいい。ここは持とう」


    「あら。気前がいいのね」


    「僕の都合で呼び出したんだ。それぐらいは構わない」


    　ふたりはメニューを広げ、しばしそれを眺める。


    　決まったと告げると、貴法がテーブルに備え付けられたベルを鳴らしてウエーターを呼びつけた。


    「じゃあ俺、カフェオレのアイスで」


    「私、マロンショコラとショートケーキとシフォンケーキ、あと苺いちごのタルト。あとはダージリンティー、ホットでお願いします」
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    　注文が続くたびに、咲月を見る貴法の眉まゆがぴくぴくと痙けい攣れんしていた。


    「お、おい？　咲月。食い過ぎなんじゃ」


    　陽翔も慌あわててそのことを指摘するが、咲月の耳には入っていない。


    　前に一緒に入った喫茶店でももしやと思ったが、咲月はスイーツに関しては相当食べる方なのかもしれない。


    　ウエーターも心なしか顔が引き攣つっている。彼は注文を聞き終えると、一礼してテーブルから離れた。


    「……君は遠慮をする女性かと思っていたが」


    「奢おごりって言ったんだから、注文させてもらうわよ。そもそも私、〝ブリルソサエティ〟に包囲されてゲームオーバーになりそうだったんですけど。そう言えば、この話ってまだ決着がついてないわよね」


    「ぐっ……。それは……」


    「これでチャラにしてあげるって言ってるの」


    「しかし、昼前にそれでいいのか。カロリーが……」


    「何か問題でも？」


    「いや……何でもない」


    　咲さ月つきに睨にらまれ、貴たか法のりは口を噤つぐむ。


    　以前の自分を見ているようで、貴法に同情を禁じ得ない陽はる翔とだった。


    「……何がおかしい、陽翔」


    「いや、別に」


    　それからすぐにテーブルの上に注文の品が並んでいく。貴法のエスプレッソと陽翔のカフェオレが隅すみに追いやられ、咲月のケーキが大半を占めていた。


    「それで貴法。私たちに聞かせたい話って何」


    　咲月がフォークでケーキを頬ほお張ばりながら、真ま面じ目めな顔で問う。


    「状況に思うところはあるが……いいだろう。僕も暇ひまではないから本題に入るぞ。話はもちろん旭姫あさひのことだ」


    「ゲームの中じゃできない話なのか？」


    　陽はる翔とが問うと、貴たか法のりが苛いら立だたしげに睨にらみつけた。


    「ここで話をしているという時点で察しろ。鈍いやつめ」


    「悪かったな」


    「……旭姫にはあまり聞かせたくない話だからな」


    　そして、貴法は仕切り直して続ける。


    「旭姫の復活があってから間もなく、プレイヤーたちがこぞって旭姫を狙ねらったことは記憶に新しいだろう」


    「そうね。ところ構わず襲おそわれたわ。〝サザンクロス〟や〝ブリルソサエティ〟もだけど、ギルドに所属してないプレイヤーたちにもね」


    「〝サザンクロス〟や〝ブリルソサエティ〟は独自の情報網を持っているからわかる。だが、一般冒険者たちへの噂うわさの広まりがあまりにも早すぎたように僕は思った。アルトガーデンを拠点にしていたプレイヤーだけではなく、別の大陸からも一斉にあの街に行ってたからな」


    　咲さ月つきとしてもあの状況には前々から微かすかな違和感を抱いていた。


    　冒険者たちが揃そろって欲望をぶちまけていたあの状況は「まるで扇せん動どうされてるみたい」だと感じた。


    「僕はそれを独自に調べていた。〝イルミナティ〟のギルドメンバーたちを動かしてな」


    「それで……何かわかったのかよ」


    「わかっていなかったら呼び出していない。さっさと言ってしまうが、裏で糸を引いていたのは、〝グノーシス〟だ」


    　その単語に咲月の目が変わった。


    「〝グノーシス〟ですって？」


    　超位ギルドのひとつ、〝グノーシス〟。


    　ギルドメンバーの数は全ギルド中最多を誇る。


    　しかし、それ以外は実活動も含めてほとんど謎なぞに包まれている。《ユニオン》の頃に発ほつ足そく以来、ずっと秘密主義を貫いていた。リーダーや幹部は、その姿を一切見せていない。


    「正直なところ、僕としてもこの結果は意外だった。〝グノーシス〟ほどのギルドが動くような案件だと思っていなかったからな。超位ギルド復権を狙う〝リエンド〟辺りかと見ていたんだが……」


    　貴法は唇くちびるを噛かんで苦々しい顔を作る。


    〝グノーシス〟は、貴法の〝イルミナティ〟よりも強大なギルドだ。同じ超位ギルドというカテゴリであっても、その差は歴然。〝サザンクロス〟や〝ブリルソサエティ〟が合併した〝ディバイン〟であっても対ギルド戦で〝グノーシス〟に勝利するのは不可能だったろう。


    　故ゆえに貴たか法のりもギルドの力を使って圧力をかけるような真ま似ねができない。


    　何よりも彼らを特殊たらしめているのは、明確な行動指針が見えないことだろう。


    　何を考えているか分からない相手に対し、迂う闊かつな行動は取れない。


    「《ユニオン》の頃から頭の中に引っかかってたけど、連中は何が目的なんだ？」


    　陽はる翔とが問うと、咲さ月つきが首を振る。


    「それもわからないわ。超位ギルドは多かれ少なかれ、目的を持って行動している。〝サザンクロス〟は力を求めて、〝ブリルソサエティ〟は自治を求めて。貴法の〝イルミナティ〟にだってあるでしょう。でも、〝グノーシス〟にはそれがないの」


    「同じ目的を持ったメンバーが集まって、その目的を達成する意志が固まって初めて強大な超位ギルドたり得る。だが、連中の場合、目的のために邁まい進しんして超位ギルドになった節ふしがない。ただ、どういうわけか人が集まっていった結果、自然と超位ギルドになった。そんな印象だ」


    「彼らの上には〝ヒュアデス〟ってギルドもあるのに、それを超えてやろうという素そ振ぶりすら見せない。プレイヤーたちに能動的に干渉するわけでもない。ボスモンスターの討とう伐ばつを率先的に行うわけでもない。組織としてどうやって成り立っているのかすら不明だわ」


    「その上、〝グノーシス〟に入った者は、同じギルドのメンバー以外と口を利きかなくなる。それが自主的なのか、強要されたものなのか、それすらわからない。あそこは抜けることがイコール粛しゆく清せい……ゲームオーバーだからな。一度入ったら、情報は何も漏もらせない。実生活にすら影響を及ぼすと言われてる」


    　なんとも不穏な情報の数々に、聞いている陽翔も眉まゆを顰ひそめる。


    「だが、実力は疑いない。陽翔が入る少し前、〝グノーシス〟に喧けん嘩かを売った〝ダッシュキャット〟という上位ギルドがあった」


    「たしか〝グノーシス〟を潰つぶすとか嘯うそぶいてたんだっけ？」


    　咲月が思い出すように尋ねる。


    「そうだな。そして、彼らは〝グノーシス〟で動いている末端のメンバーを締め上げ、ゲームオーバーにさせた。だが、その十分後……〝ダッシュキャット〟は《リユニオン》から抹消された」


    「抹消って、さすがに大袈裟じゃ……」


    　だが、陽翔の苦笑いに貴法は顔色ひとつ変えなかった。


    「〝ダッシュキャット〟のギルドホームからはプレイヤーがすべて消え失せ、ギルドに所属していたプレイヤーたちもすべていなくなっていたんだ。ログインしていなかった者ももう二度と入ることはなかった」


    「……マジかよ」


    「恐ろしいのは、この顛てん末まつを、誰ひとり目撃していないということだ」


    「ちょっと待てよ、上位ギルドって数十人はいるんだろ？　その壊滅劇を誰も見てないなんてことがあるのか？　それにゲームオーバーになっても、現実で聞けば──」


    　陽はる翔との言葉に貴たか法のりは目を伏せて、ゆっくりと首を振る。


    「どういう手段を使ったのかまではわからない。だが、〝ダッシュキャット〟が消えたのは確実で、ゲームオーバーになったプレイヤーたちは現実でも口を噤つぐんだんだ。その詳細を誰も黙して語らない」


    「……それで喧けん嘩かを売られた〝グノーシス〟が壊滅させた……って言われてるわけか」


    「そういうことだ。〝グノーシス〟が現実にも影響を持つなど、あまり考えたくはないがな」


    「本当に旭姫あさひを狙ねらってるのは〝グノーシス〟なの？　貴法……」


    　咲さ月つきが不安そうに問うと貴法は頷うなずく。


    「あの日、扇せん動どうしていた連中はただのソロプレイヤーでしかない。しかし、その裏をすべて洗った結果、全員の背後に〝グノーシス〟の末端メンバーがいた。こいつらが噂うわさの震源だったことは僕自身が確認を取っている」


    「なんで……どうして旭姫が連中に狙われなきゃならない？　旭姫を殺そうとしているのか？　それとも単に死んだ人間が生き返って、興味を引いてるだけか？」


    　陽翔が下唇くちびるを噛かみながら問う。


    　それに貴法は首を振って答えを返した。


    「それがわかれば苦労はしない。わかったのは連中にしては珍しく末端を動かして、世界に干渉してきた。それだけだ」


    「じゃあ、扇動された方からはどんな話が聞けたんだ？　直接手を下していないとしても、プレイヤーを旭姫にけしかけるなら、目的とかメリットを伝えることが必要なはずじゃ……」


    「それに一貫性がなかったから、こちらも考えをまとめきれていないんだ。〈未来視プロフエアータ〉を得ることのメリット、旭姫を売りとばすことで得られる金、旭姫を倒すことでの名声……誰ひとりとして同じ目的を持っていなかった」


    「なんだよ、それ。まるで旭姫を狙うこと自体が目的みたいに」


    　陽翔は拳こぶしを強く握ってテーブルに押しつける。ここが喫茶店の中でなければ構わずに叩たたきつけていただろう。


    「もっと詳しく知るために、さらに探りを入れなければならない。〝サザンクロス〟と〝ブリルソサエティ〟が僕の裏をかいたことにも関係がありそうなのでな」


    「なっ──あいつらの合併も、〝グノーシス〟の仕し業わざだってのか!?」


    「まだ推論の段階だ。だが、僕は十中八九そうだと踏んでいる」


    「やつら、何がしたいんだよ……！」


    「……僕からの話はここまでだ」


    　貴法が旭姫に言いたくないという気持ちはわかる。


    　巨大かつ得体の知れない陰謀の中心に自分がいることを知らせたくなかったのだろう。


    　それにネットを通せば、何かしらどこかにログは残ってしまう。


    　貴たか法のりの旭姫あさひに対する気持ちが伝わってくるようだった。


    「ついでだから、私たちの方で起こったことも話しておくわね」


    「何かあったのか。君たちの方にも」


    「クライヴに会ったわ」


    　すると、今度は貴法が目を丸くした。


    「馬鹿な。いや、ノアキス大陸とは別の大陸でか？」


    「いえ、会ったのは絶艦海域ロストペンタゴンよ」


    「まだノアキス大陸が領有してる範囲だな。そんなところに隠れて何をやってるんだ、あいつは……。そもそも、君たちはなぜそんな場所に行ったんだ」


    「陽はる翔との剣を探しに行ってたのよ。海底に眠る剣の噂うわさを聞いてね」


    　それで合が点てんがいったらしい。貴法は「ああ」と気のない返事をした。


    「クライヴのことだけじゃなくて、他にも話すべきことは多いな。噂通り剣は見つけたんだが、ちょっと厄やつ介かいなやつの背中に刺さっててな」


    「死海王エーギルよ」


    「ほう……。幻まぼろしとも言われる巨大モンスターか。竜、蛇へび、鷲わし……情報は判然としていないが」


    「竜って言われてたみたいだけど、あれはまったく違うわね。顔だけは竜っぽいけど、蛇と百足むかでをキメラにしたようなモンスターだったわ」


    「しかも、刺さっていたのは昔、俺が持ってた七星剣プレアデスだ。それとエーギルの右目には例の赤い宝玉もはめ込まれてた」


    　貴法にとって予想外の連続だったのか、絶句して目を白黒させている。


    　クライヴのことですら驚きよう愕がくの一言と言えるのに、死海王エーギルの出現、七星剣が旧世界から残存、さらには旭姫に関わる宝玉までもがすべてその場所に固まっていたのだ。


    　薄ら寒さすら感じる偶然だろう。


    「待て。クライヴはやつの性格を考えればまだわかる。エーギルがそこにいても、確率的な話には異議を唱えたいが許容範囲内だ。赤い宝玉に関しては存在自体が謎なぞだから思索しても意味がないだろう。だが、七星剣の話だけは捨て置けん」


    　貴法が厳しい目つきで陽翔を見据えた。


    「お前は《ユニオン》最後のログアウトの時、フィールドに捨てていったのか？」


    「いや。装備していたはずだ。だから不思議なんだよ。装備アイテムはすべて初期化されてるって話だからな。そもそも、俺はログアウト前にわざわざ海に刺しに行ってなんかいないし、俺がログアウトしたのは全員が見たはずだ。というか、全員で一緒にしたし」


    「では、七星剣ではないということなんじゃないのか。何しろ六年前の話だ。記憶も曖あい昧まいだろうに」


    「それでも握った時に、恐ろしいぐらい手になじんだ。あれは間違いなく七星剣俺の剣だ。エーギルに投げ出されて結局引き抜けなかったけどな」


    　貴たか法のりが確認するように咲さ月つきを見ると、咲月は嘘うそではないというように頷うなずいた。


    「私も見たけど紛まぎれもなくあの輝かがやきは七星剣プレアデスだったわ。今でも覚えてる」


    「……まったく。レアなドロップアイテムというわけでもなかろうに」


    　貴法は苛いらついたようにテーブルを指で叩たたき始める。


    　それを咲月が宥なだめるように補足した。


    「言いたいことも混乱する気持ちもわかるわ。でも、事実よ。そして、エーギルとの戦闘中に危ないところをクライヴに助けてもらったの。もっとも、すぐにいなくなったけど」


    「まったく。君たちはトラブルに事欠かないな」


    　疲れたように大きく溜ため息いきを吐つく貴法。


    　そこで疑わしげに陽はる翔とと咲月を交互に見た。


    「確認するが、そのクライヴは本物だったのか？　ノアキス大陸にいて、僕の網あみから逃れるのは至難のはず」


    　貴法は自分の作り上げたギルドの情報網には矜きよう恃じを持っているようだった。


    「クライヴ、少ししか見なかったけど強くなってたからな。昔よりも……。強くなった変幻で貴法のギルドも煙けむに巻かれてるんじゃないか？」


    　陽翔が言うと、貴法は張り合うように否定する。


    「僕だって強くなったし、情報網は超位ギルドで随一だと自じ負ふしている。正直、自分の目で見ていない以上、信じられんな」


    　やはり実際に会わないことには信用しそうにない。


    「まあ、そっちはそっちでやってくれ。僕は僕で引き続き、やるべきことをやっていく。〝グノーシス〟の件については──多少、危ない橋を渡る必要が出てくるだろうがな」


    「大丈夫なのかよ、貴法」


    「陽翔などに心配される覚えはない」


    　ふたりは小さく睨にらみ合う。


    「ほらほら。現実でまで張り合わないの。ケーキがまずくなるでしょ」


    　スイーツをぱくつきながら咲月が制止する。


    「君な……。いや、もういい。それと、この際だからもうひとつ話しておきたいことがある。旭姫あさひのことだ」


    「何かあるのか」


    「陽翔。情報網ではお前と旭姫が出会ったのは奈落の洞どう窟くつで、クラスメイトたちと潜もぐった時、奥の宝箱の中で眠っていた……間違いないな？」


    「よく知ってるな。そこまで知ってるとなると……」


    「ああ、お前のクラスメイトふたりを捕まえて少々、話を聞かせてもらった」


    《リユニオン》に入るきっかけとなったクラスメイト、田た茂もと比ひ屋や根ねのことだ。


    　貴たか法のりのことだ。真っ当な話し合いだったかどうかは不明だが。


    「その話も正直、眉まゆ唾つば物ものではあるわよね」


    　咲さ月つきが訝いぶかしげな目つきで陽はる翔とを見み遣やる。


    「嘘うそは吐ついてないぞ。まあ、あの奈落の洞どう窟くつは色々とおかしかったけどな……。入り口から角張った岩壁だったのが途中から整形されてたし、そこからモンスターの気配もいきなり消えた。ボスモンスターすらいなかったからな。デカい宝箱が鎮座してて、開けたら旭姫あさひが朝起きたみたいに出てきただけだ」


    「まあ実際に、嘘は吐ついてないのよね……。癖くせも出てないし」


    「だから、その癖ってのはなんなんだよ」


    「内緒」


    　貴法はそれを苛いら立だたしげに聞いていた。


    「なぜ陽翔のもとに出てきたんだ。再開当初から入った僕や咲月ではなく……」


    　小さく不機嫌そうな呟つぶやきに、陽翔が目を瞬しばたたかせる。


    「貴法。何か言ったか？」


    「ふん、何も言っていない。空耳だ。話を戻すが、旭姫は宝箱に入っていた。いや……入れられていたという方が正しいか？　では現実で、旭姫の身体からだはどこにあるのか……という問題だ」


    　咲月が身体をビクリと震ふるわせ、強こわ張ばった表情を貴法に向ける。


    「旭姫の身体がどこにあるのかって、あの子はお葬式で……」


    「言いたいことはわかる。僕も君と同じように骨上げをさせてもらった。だが、ひとつだけ……とても冒ぼう涜とく的な発言になるが──僕らは遺い体たいの顔を見せてもらっていない」


    　陽翔と咲月が固まった。


    　咲月は不快そうに顔を歪ゆがめ、陽翔はなんとも言えない表情をしている。


    「貴法、あなた、まさか……！　あの旭姫の遺体が──」


    「別人だった……という可能性もある」


    「いくらなんでも……！」


    「不謹慎な発言だということは自覚してる。だが、君らは旭姫の顔を見たのか？」


    　陽翔と咲月は気まずそうにお互いに顔を見合わせる。


    　ふたりは首を振った。


    「わかってほしい。彼女が現実に生きていると仮定するならば、そう推測することができてしまうんだ」


    「それは、わかるけど……！　わかるけど……！」


    　咲月は複雑な表情で貴法を睨にらみつける。


    　彼女の感情を一言で言い表すことなどできない。


    　葬式で一生分の涙を流したというのに、あれが旭姫あさひの遺い体たいじゃなかったなどと誰が認められようか。


    　旭姫の親から直じかに電話がかかってきて葬式に参加して。


    　大々的なニュースにまでなった。


    　旭姫の死を強制的に受け入れさせられたのは確かだが、それでも否定するのは無理がある。


    　だが──。


    「……貴たか法のり。その仮定で話を続けてくれ」


    　すべての判断は話を聞いてからでも遅くない。


    　貴法は頷うなずいて、説明を続けた。


    「正直なところ……あまりにも突とつ飛ぴすぎて僕にだって確証があるわけじゃない。むしろ、君らにこの考えを論理的に否定してほしいぐらいだ。そんな妄想を真剣に考えるようになった理由はふたつ」


    　貴法が二本の指を立て、ひとつを折り曲げる。


    「まずひとつは彼女が〈未来視プロフエアータ〉を使えたこと。高度な演算が必要なセンスであればこそ、人の脳が必須だからだ」


    「〈未来視〉は相手の感情から動きを超高度に演算する……だったか」


    「そうだ。〈未来視〉は旭姫以外の誰にも再現できなかった。運営のホストコンピュータですら、だ。それは当時実証されている。つまり──」


    　貴法はそこで目線を上げ、


    「今の旭姫が〈未来視〉を使える以上、彼女の脳が生きていなければおかしい」


    　それは陽はる翔とにも咲さ月つきにも理解できた。


    　咲月は〈未来視〉の世界を見た時に、ゲーム内の旭姫が旭姫であることを実感している。


    　そして、貴法はもうひとつの指を折り曲げた。


    「そして、もうひとつが──僕らが見たあの映像だ」


    「あの……近代的な施設が見えたぼやけた映像か」


    「ああ。あれはどこかの病院、あるいは研究所のようだった。会話も断片的にしか聞こえなかったが、実験だの封印だのと不穏なワードばかり」


    「未来視とか心奏って単語も聞こえたな。このふたつが揃そろえば、旭姫のことを言ってるのは間違いない」


    「あの映像が……ゲームではなく、もし現実のものであったとしたら？」


    　貴法の言葉に、陽翔は身み震ぶるいする。


    　あまりにも飛躍した推論。否定の言葉が頭の中で山ほど出てくる。


    「それは……いくらなんでもないだろ。〈未来視〉はゲームでのセンスであって、現実にまで影響を及ぼすようなものじゃない」


    「そう。現実とゲームは違う。僕も分かっている。だが、だとしたら、《ユニオン》では見たこともない、あの施設は何だったのか……もちろん、あの場で何をやっていたのかという根本的な疑問もあるが……」


    　陽はる翔とは反論ができなかった。


    　むしろ、貴たか法のりは否定してほしそうな顔をしているというのに、真っ向からそれに抗あらがうことができない。


    　少しだけ無言の時間が続いた。


    「……すまない。忘れてくれ、ふたりとも。さっきも言ったがあまりにも突とつ飛ぴすぎている。推論に推論を重ねた取るに足らない仮定だからな」


    　良心の呵か責しやくに耐えかねたのか、そう言って貴法は誤ご魔ま化かすようにエスプレッソに口をつける。


    　陽翔も咲さ月つきも口を挟むことができない。


    　喫茶店の中のささやかな物音だけが、この空間に流れていく。


    「ぼっちゃま」


    　テーブルの横に、突然、執事服を着込んだ初老の男性がやってくる。昔からいる貴法お付きの執事だ。六年前とまるで変わってないように見える。優しげな瞳ひとみに、髪は白髪で好こう々こう爺やのようだが、顔つきと体つきは精せい悍かんで未だ健在だ。


    　彼は「お久しゅうございます」と丁てい寧ねいに陽翔と咲月に向かって挨あい拶さつした。


    「なんだ。もう稽けい古この時間か？　まだ早いだろう」


    「いえ。依頼された件、わかりましたのでご報告を、と。希のぞみ様の行方ゆくえが判明致しました」


    「なっ……!?」


    　不意に言われ、貴法は頬ほおを赤くする。


    　そして、見る見るうちに表情が怒りに染まっていった。


    「なぜここで言う！」


    「いえ。旧来のご友人がご一緒だったので問題ないかと」


    「問題大ありだ！」


    　陽翔と咲月はどういうことかと同時に貴法を見た。


    　貴法はばつの悪い顔で呟つぶやく。


    「……僕は旭姫あさひの望みである〝スバル〟の復活に動いているだけだ。別に君らのために動いているわけじゃない。そ、それで希はどうだったんだ？」


    　言い訳をするように、貴法は執事に先を促うながした。


    「朗報ですぞ。どうやら半年ほど前に、この街へ戻ってきているようですな」


    　その言葉に陽翔と咲月の表情が明るくなる。心なしか貴法の頬にも安あん堵どしたようにえくぼが浮かんだ。


    「住んでいるのは昔と違う家のようですが、こちらは一両日中に判明するでしょう」


    「わかった。間違っても彼女とトラブルを起こすなよ」


    「ええ。ただ、その……《リユニオン》にログインしているかどうかはわかりません。お望みであれば、そこも含めて調査を致しますが」


    「頼む。もう下がっていいぞ」


    「はい。では、ごゆっくり」


    　執事は一礼して、テーブルから離れていった。


    　そして、貴たか法のりの見えないところでこちらに向かってウインクする。


    　どうやら気を利きかせてくれたらしい。昔も喧けん嘩かを仲裁してくれたりしたが、相変わらず記憶と変わらない優しい人だった。


    「……まあ、そういうわけだ。しかし、希のぞみがこっちに戻ってきてるとは意外だったな」


    「でも、私たちに会いに来てないってことは……そういうことなのかしら」


    「僕らとまた縁を持ちたくないと思っているか、連絡しようと思ってても何となく気恥ずかしくて来ることができないか、だな。昔の性格のままであれば後者だろうが……」


    「どっちにしろ、高校に通ってるのだとすれば私の学校か、貴法の学校か、陽はる翔との学校にいる可能性が高そうね」


    　貴法はエスプレッソを一口含んでから続ける。


    「早晩、その辺りも判明するだろう。希のことはそれまで待っていろ」


    　陽翔と咲さ月つきは揃そろって頷うなずいた。こういう時、貴法は頼りになる。


    「それで君たちはエーギルを倒しに行くのか？」


    「ひとまずはそうしようと思ってる。剣が必要なことは確かだし、旭姫あさひの記憶に通じるあの赤い宝玉がある以上、避けては通れないしな」


    「……あの石は本当に大丈夫なのか？　旭姫にとって問題はないのか？」


    「今は本当に情報がないからな……。だけど、あの石には何かある。じゃあ、ぶつかってみるしかないだろ」


    「旭姫に何かあったら──わかっているだろうな」


    「そうならないように注意するさ。ま、困った時ぐらいは助けに来てくれよ。俺じゃなくて、旭姫をな」


    「言われるまでもない」


    　それでひとまず話は終わる。


    　ここから貴法とはまた別の道だ。現実でも《リユニオン》の方でも。


    「すいませーん。追加で注文をお願いします。このザッハトルテとミルクレープもお願いします」


    「君はそろそろ遠慮したまえよ……」


    　貴たか法のりは彼女の旺おう盛せいな食欲に呆あきれたような、感心したような、そんな苦笑を浮かべた。


    



    　　　　　▽　　　　　▽　　　　　▽


    



    　帰宅してから《リユニオン》にログインすると、岩肌に囲まれた部屋に出た。


    　洞どう窟くつの中に作られた〝スバル〟のアジトだ。


    「おかえりー」


    　ここに住み始めた旭姫あさひがベッドに寝そべったまま出迎えてくれる。いつの間にか布ふ団とんやコップや皿など、生活用具一式が揃そろっていた。


    「いつの間に……」


    「この前、港町に行った時にちょちょいっとね」


    　宿屋と違って、ここには住居としての機能は存在していない。


    　陽はる翔とは周囲を見渡しながら、寂しい作りだなと感じた。仲間が揃っていれば気にならなかったが、ひとりでいると人恋しくなりそうだ。


    「もう少し便利にしないとな」


    　旭姫がここで過ごす以上、生活には不自由をさせたくない。宿屋には生活するために必要なものがすべて揃っているし、人の気配も感じることができるが、リスクという点ではやはりアジトの方がいいだろう。


    「そこの池で汲くんでくればいいんだけど、水が出る蛇口とかほしいよね」


    「……貴法に言えばなんとかしてくれそうだけどな」


    　あるいは咲さ月つきの精霊を常駐させるか。


    　池をジッと見ているうちにあの戦闘のことが思い出される。


    「しかし、水中があんなに戦いにくいとはな」


    「まともに動けなかったもんねー」


    　闘気による身体強化がまるで効果を発揮しなかった。あまりにも身体からだが重く、遅く、あれではただのカモでしかない。


    　陸上と同じ感覚ではダメなのだ。水中での動き方や剣の振り方を考える必要がある。


    「戦い方を覚えよう。たぶん上う手まいやり方があるはずだ」


    「うんっ！　がんばろー！」


    　ふたりで気合いを入れていると、


    「ふたりしてどうしたのよ」


    　咲月もすぐにアジトの中へとログインしてきた。


    「いや、エーギルと戦う前に水中で戦う方法を模索するべきだなって思ってさ」


    「ああ、そうね。一応、陸上と同じように戦う魔導は幾つかアイディアを思いついたんだけど、結構な大魔導になるから時間を稼かせいでほしいのよね。それまでは主戦場が水中になるし、その案には賛成よ」


    「了解。頼んだぜ」


    　陽はる翔とは詳細については何も聞かなかった。


    　咲さ月つきがやれるというならやれるのだ。あとは環境が整うまでエーギルと戦い、耐えるだけである。


    　あとはエーギルの攻撃方法への対応策だろう。


    「エーギルは確認されている中では最強クラスのモンスターだけど、かといって今の私たちが勝てないほど強いわけじゃないわ。でも、水の中だけでいえば、危険度は〈無垢なる闇プルガトリオ〉よりも上かもしれない」


    「陸上なら負ける気はしないんだけどな」


    「陸でも油断は禁物よ。ＨＰをレッドゾーンにしたら攻撃手段が変わるってこともあり得るし、陸ではもっと厄やつ介かいって可能性もあるからね」


    「わかってるって。だから〝スバル〟は最善を尽くすんだろ」


    　常に勝ち続けてきた〝スバル〟だが、まったく苦戦をしなかったわけではない。


    　溢あふれるセンスでゴリ押しすることも多かったが、一部のボスモンスターの強さはさらにその上を行く。本来であればそのレベルのモンスターは、超位ギルドが全メンバーの力を結集し、数あま多たの犠ぎ牲せいを出してようやく勝てるものなのだ。


    　敵に対して、戦闘前、戦闘中に限らず情報を収集し、各々のセンスを研ぎ澄ませることで敵がどんな予想外の行動を起こしても対処できるようになる。


    　準備を怠おこたるべからず。油断するべからず。それは〝スバル〟の中で、自然と醸成されてきた暗黙のルールだった。


    「じゃ、まずは水中の戦闘に慣れないとね。とりあえず、行きましょう」


    　咲月が部屋の外に出て、池のある空洞部分に出る。


    　そして、咲月はそのまま池の中へと飛び込んだ。


    「この中なら試すのにはうってつけでしょ」


    「よーし！　じゃあ、あたしも！　きゃっほう！」


    　旭姫あさひの飛び込む音が響いてから、陽翔も池に入る。


    　中心に向かえば向かうほど深くなっているこの池には大小様々な魚が棲すみ着いており、生命の循環も起こっていた。ただ、幸いなことにモンスターは棲み着いていない。


    　陽翔は水の中に立つように浮かびながら、身体からだに闘気を込める。しかし、あまりピンと来ず、首を傾かしげた。


    「どうしたもんか。闘気で身体のパワーを上げてもあんまり効果を感じないぞ。全部、水でエネルギーを減衰させられてるような気がするんだよな」


    「心奏じゃ何もできないよ。慣れるしかないのかなぁ」


    　陽はる翔とと旭姫あさひが、あーでもないこーでもないと水の中で動いているが、ばしゃばしゃと水音が鳴るだけで、はしゃいでるようにしか見えない。


    「出てきなさい」


    　咲さ月つきが水中で軽く鞭むちを振るうと精霊が出現した。


    「──纏まとえ、エーイーリー。泡沫うたかたの鎧よろい」


    　精霊から生まれた泡が、咲月の身体からだを覆おおっていく。


    　そのまま水中に深く深く潜もぐっていった。陽翔と咲月もそれを追いかけるように水の中へ。


    　そして、咲月が手を振って再び精霊に指示を下すと──まるで彼女の身体がロケットのように加速した。水が掻かき乱され、軌跡に泡が生まれて水面へと立ち上っていく。


    　咲月はさらに池の中を縦じゆう横おう無む尽じんに動き回った。速度は空を飛行しているのと同等で、目で捉とらえることすら難しい。陽翔たちの脇を駆け抜けると強烈な水流が巻き起こる。


    「おー、咲月、すごーい！」


    　そのまま咲月の曲芸のような遊泳を見守る。


    　彼女はしばらくしてから水中でゆっくりと動きを緩ゆるめ、納得したように頷うなずいて水上に戻った。陽翔たちもそれに倣ならう。


    「すごいな、それ。水の精霊か？」


    「それだけじゃないけどね。昨日からずっと考えてたんだけど、どうにかできたわ。泡で水の抵抗を減らして水の中を滑らせるようにしてるの。ただ、現状だと私にしか纏わせられないんだけど……」


    「俺や旭姫に纏わせるのは無理か？」


    「あなたたちの動きに合わせないといけないからね。旭姫の〈未来視プロフエアータ〉と連動させればいけるかもしれないけど、自由に使えないんじゃどうしようもないわ」


    　旭姫がばつの悪そうな表情を浮かべる。


    「〈未来視〉、なんで自由に使えなくなってるんだろ……」


    　使えないのは仕方ない。不安定な力に頼るほど危険なことはないのだ。


    　そうだとすれば、やはり陽翔と旭姫は水の中で動けるように訓練をするしかない。


    　ただ、そのための発想がなかなか浮かんでこなかった。


    「昔ならこうすりゃいい、ってすぐ思い付いてたけど、今だとそう簡単に閃ひらめかないな」


    「子供の頃の発想って常識に縛られないからね。それが当時のあなたのセンスにも表われてたんだと思うけど。そこも含めて、まだ力が戻りきってないってことよ」


    「発想力って戻ってくるもんなのかなぁ……」


    　陽翔と咲月の会話をよそに、


    「そうだ！」


    　旭姫あさひが何事か思い付いたのか大声を上げる。


    　そして、名案だと言わんばかりに得意げな笑みを浮かべた。


    「やっぱりここは本職に学ぶべきだよ。取っかかりがあれば、すぐにできそうじゃない？」


    「本職って……誰だよ」


    「ほら。女海かい賊ぞくのアルビダ！　海のことは何でも詳しそうじゃない？」


    「ああ、アルビダか。……でも、別にあの人は海賊ルックをしてるだけで海賊ってわけじゃ……」


    　だが、そんなことは知らないとばかりに旭姫はすでに池から上がっていた。


    「ほらほら。早く行こうよ！　善は急げー！」


    　陽はる翔とは咲さ月つきと一緒に、仕方なさそうに溜ため息いきを吐つく。


    　ただ、確かにここでうだうだ悩んでいても仕方ない。


    　時間を浪費するよりかは海の専門家に聞くべきだろう。


    



    　昼下がりの港町の浜辺。


    　そこに海賊ルックのアルビダと、その前に陽翔と旭姫、咲月が並んでいた。


    「いきなり頼みがあるって言われたから漁を引き揚げてきたけど……」


    　どうやら旭姫がアルビダと連絡先を交換していたらしい。


    　困ったような表情を浮かべてはいるが、こうして来てくれているあたり面倒見はいいのだろう。


    「にしても、水中での動きねぇ。確かにあたしは慣れてるけど、どう説明したもんかなぁ」


    「水の中で、いつもどんなことを意識してる？」


    　陽翔が尋ねると、アルビダは一度口を引き結んでから最適な言葉を探すように説明を始めた。


    「すごい単純なことだけど、水に逆らわないことだな。身体からだだけを動かせば、水の抵抗は受けるよ」


    「そりゃそうだ。俺が聞きたいのは、その水の抵抗をどうすれば減らせるかなんだけど……」


    　魔導の観点から見ると、咲月が言うように水を滑らせるという感覚になるのだろうが、その感覚が闘気だとしっくりこない。


    　闘気を放出するだけではどうにもならないのだ。今はただ水の抵抗を無理矢理抑えることしかできない。


    「昔は水の中で戦うなんて、あまりしなかったからな。遊ぶ時ぐらいだったし」


    「まあ、あとは水の中の流れを利用するってところか。相手の動きを読んで、その動きから生まれた水流に乗って動く感じさ。あとはどれだけ相手の動きを読めるかにかかってるってところじゃないかね」


    「動きを読む、か」


    「水の中じゃ筋肉以外のエネルギーを使わないと急には動けないからね。相手の動きを読んで、最悪の事態だけは避けるんだ。それにあの巨大なエーギルが敵なら、俊しゆん敏びんに動かれるだけで水流が発生する。それに惑まどわされたり、動きを阻そ害がいされたりせずに、利用するのが水中での戦い方だな」


    　そのためには陸上で動く意識を完全に取っ払う必要があった。陸上でなら避けられるという意識があるとどうしても遅れてしまうのだ。


    　余裕を持って避けることができれば、敵が次の攻撃に移るタイミングを遅らせることに繋つながる。


    　そのセーフティとリスクのボーダーを上う手まく設定して動くというのが、水中に慣れる一歩となるだろう。


    　ただ、それは基本中の基本である。


    　陽はる翔とも昔、空中で戦闘時は咲さ月つきの精霊が作り出した風やモンスターによって発生した風に乗る機動をしていた。


    「……ん？　待てよ」


    　空中にだって空気抵抗はある。それは水の抵抗とは違うが──。


    「そういうことか」


    　陽翔は浜辺から海へ潜もぐった。


    　闘気を放出。しかし、身体からだに纏まとうのではなく、内に溜ため込むように増幅させる。


    　──闘気を背後に流すようにして……動く！


    　陽翔が水を蹴けると、とてつもない速さで一直線に突き進んだ。


    　今度は下側を蹴って上へと浮上する。水面から水みず柱ばしらを上げながら空中へと躍り出た。


    「空気と同じだ！　闘気で気流をつくればいいんだ！」


    　今度は空気を蹴って、水の中へと沈んでいく。衝撃で盛大な水柱が上がった。


    「……すげぇな、陽翔のダンナ。アタシ、何も言ってねーのに」


    　アルビダが目を丸くして、感心したように小さく呟つぶやく。


    「闘気に関しては本当に天才だからね、陽翔は」


    　旭姫あさひはまるで自分のことを自慢するように得意げだ。


    「闘気のセンスは水とは相性悪くないとは聞いてたけど、あっさりいったな」


    「そうなの？」


    「闘気は外に放出してゴリ押しするイメージだけど、剛じゃなくて柔っていうの？　柳のように動くことができるって話でさ。昔、パーティを組んだやつがそんなこと言ってた。つっても、そいつでも水の中でそれなりに動けるようになるのに一か月かかったって言ってたしなぁ」


    　アルビダは目を瞠みはったまま、そこら中で水柱を立てる陽翔を追っていた。


    「あれで全盛期じゃないんだって？　《ユニオン》の時はどれだけ化け物だったんだよ……」


    「うーん。陽はる翔との本当の強さは闘気の強さとかじゃなくて、その場の機転とか発想力だったからなー。〝スバル〟の誰もが考えられないようなことを平気でやっちゃうから」


    　昔だったらもっとスムーズにできたかもしれない。


    　とはいえ陸上と同じとまではいかないが、それでも海中で戦うための目め処どはついた。


    　水から飛び出てアルビダの前に着地すると、彼女はいいものを見たとでも言わんばかりに拍手をする。


    「陽翔のダンナは問題なさそうじゃないか」


    「感覚を思い出したからな。その感覚を掴つかむのに、えらく時間がかかる。昔は取っかかりなんてすぐに思い付いたもんなんだけどな」


    「今でも充分、ヤバいよ、あんたは」


    　陽翔に太鼓判を押したアルビダが今度は旭姫あさひに気を回す。


    「旭姫はもう慣れてもらうしかないね。一応、水中用の装備が幾つかあるから、アイテムで補おぎなえばいいだろう。ガスの噴出で加速するようなやつもあるし、息継ぎの時間を五倍に延ばすものもあるしな」


    　未知のアイテムの話に旭姫の目が生き生きと輝かがやいた。


    「何だか面白そう！　前はそんなのなかったもんね」


    「へえ。今の《リユニオン》にはそういうのもあるんだ。やっぱり水中のクエストが多くできて、そういうことを考えるプレイヤーもいるのね」


    　咲さ月つきも興味深そうにその話を聞いている。


    　だが、それだけでは不十分だ。


    「でも、旭姫の水中での攻撃はどうしようか？　ダメージを与えられないなら、戦闘に参加できないじゃない？」


    　そんな咲月の指摘に、陽翔が考えこみながら答える。


    「問題ないんじゃないか？　銃と弾で充分対応できるはずだ。咲月が使う泡うた沫かたの鎧よろいって、対象の動きに合わせないといけないからって理由で、自分以外に使えないんだろ？」


    「あ、そうか。弾丸なら一定の速度で動くし、魔導を込めなきゃ変な軌道はしないから、纏まとわせることは可能ね。水の中だと魔導がどう発生するか未知数な精霊もいるから、色々と試してみなきゃいけないわね」


    「弾丸のスピードがわかれば、あとは完全に咲月の領分だろ。それに合わせて泡沫の鎧を追つい随ずいさせりゃいいし」


    「そうね。闘気を込めた弾にも、多分できると思うわ」


    　ひとまずの方針は決まった。


    　しかし、まだ戦うための準備が最低限整っただけだ。


    　ここから数多くの作戦を立てなければならない。


    「エーギルのメインとなる攻撃は雷撃になるのかしら。避雷針を使えば多少は誘導できるんじゃない？」


    「闘気を纏まとえばどうにか防げそうだが……いちいち防御するのも面倒だし、雷撃を吸収するか、跳ね返したいところだな」


    「どっちも無意味じゃないかしら。雷かみなりの耐性はあるだろうから跳ね返しても効果はないし、陽はる翔とが雷撃を吸収したらあなたの攻撃に雷の属性がついて無効化されるようになるかもよ」


    「そういや、そうだな。だとすれば、やっぱり──」


    　作戦が立案されては修正され、どんどんと方針が定まっていく。


    　昔は陽翔が直感的にアイディアを出し、貴たか法のりと咲さ月つきが天理や魔導の両面で可能性を模索しながら如い何かに効率的に最大ダメージを叩たたき出すかを会議していた。


    　そこにクライヴが変幻で調整を提案したり、希のぞみにも意見を聞いたりして、精度を上げていく。


    　考えていたのは、常に先──未来の勝利への道筋だ。


    「なるほど。〝スバル〟ってのはすごいな。苦戦するものだと思ってたけど、あっという間に壁を壊しちまいそうじゃないか」


    「えへへ。皆でやればできないことはない。それが〝スバル〟だからね！」


    　そんな旭姫あさひの言葉に、アルビダは納得したように小さく笑った。


    



    　どうにか水中での戦いに目め処どを付けてから、この日もアルビダの船で海洋へと出航する。


    　太陽の光が海面をキラキラと照らして、宝石が舞っているようだった。


    　前回と同じような出航だったが、咲月はなにか気になることがあるようで、船の周囲を注意深く観察しながら難しい顔で考え込んでいる。


    「咲月、さっきからどうかしたのか？」


    「う、ううん。なんでもない。……ちょっと精霊がね。でも、気にするようなことでもないわ。私の感覚がおかしいのかもしれないし」


    「それならいいけど。センスがおかしくなってるとかじゃないよな？」


    「そういうのじゃ全然ないわ。安心して」


    「そうそう。細かいこと気にしても肌が荒れるだけだぜ」


    　アルビダまでもが気楽そうに、しっくりきてなさそうな咲月を笑いとばす。


    　そんな咲月とは対照的に、


    「綺き麗れいだよねー」


    　旭姫が甲かん板ぱんの手すりから身をのりだして地平線に見み惚とれている。未知のものが目の前にあるかのようなわくわくした顔だ。


    「海なんてそんなありがたがるもんか？　昨日来たばかりだろ」


    「そんなことないよ。この海は昨日の海とは見え方が違うし！」


    　陽はる翔とからすれば同じ海だと思うが、旭姫あさひからすると違うらしい。


    「旭姫はいい目をしてるな」


    　アルビダが満足したような顔で舵かじを取っている。
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    「海は常に見せる顔が違う。一見同じに見えても、温度や風の強さでまったく異なった表情を見せる。絶えず変わり続けるから、決して見飽きることがない。退屈からはもっとも縁遠い存在さ。そんな海がアタシは好きなんだよ」


    「そうだよね！　どんどん変わっていくのって見てて楽しいもん！」


    「はっはっは、やっぱり旭姫はわかってるな」


    「えっへっへー。あたし、船長になれるかも！」


    「おう。なれるなれる。アタシのお古の装備、今度やるよ。武器は曲刀になるけどな」


    　陽翔が海かい賊ぞくルックに身を包んだ旭姫を想像すると、まるで似合っていなかった。どれだけキメ顔を想像してもコスプレ感が拭ぬぐえない。


    「色々終わったら、船を買うのもいいね。目指せ、七つの海制覇！」


    　楽しそうに腕を上げる旭姫。


    「ま、終わったらな」


    　色々が何を指すのか、陽翔にも分かってはいない。


    　七星剣プレアデスを取ったらなのか。


    〝スバル〟が復活したらなのか。


    　旭姫あさひが現実に戻れたらなのか。


    　いつまでこうしていられるのかわからないが、旭姫の謎なぞは彼女のためにも絶対に解き明かす必要がある。


    　貴たか法のりの言う通り、〝グノーシス〟が狙ねらっているのであれば、今後も油断はできないだろう。


    　それでも陽はる翔とのやるべきは旭姫を守ることだけだ。


    　そのためにも──七星剣プレアデスは、絶対に必要になる。


    「……海が、昏くらくなってきたね」


    　旭姫が先ほどとは一転、警戒するように周囲を見渡す。


    「ああ、ここからは何が起こるかわからない。要注意だぜ」


    　アルビダも操船に気を遣うようになっていた。


    　綺き麗れいだった海は少しずつ陰かげっていき、ほの暗い雰ふん囲い気きへと化していった。どうやら絶艦海域ロストペンタゴンに入ったらしい。


    　前回と違いモンスターは出てこないが、海とは思えない静けさが不安に拍車をかける。


    　しばらくの間、無音の航行が続いた。


    「──さあ、着いたぜ。ここが前回のポイントだ」


    　陽翔が船から海を覗のぞくと、旭姫と咲さ月つきも甲かん板ぱんの手すりに手をかけた。


    「それじゃアルビダ、行ってくる。危なくなったら逃げてもらってもいいけど、何かあったら連絡をくれ」


    「おうよ。無事を祈ってるぜ」


    　アルビダに見送られて三人は船から海面へと飛び込んだ。


    　咲月に巨大な泡を作ってもらうことなく、海の底へと下りていく。


    　パーティリングを起動して、連絡を取り合った。


    「昨日はこの座標だったはずだが、いないな」


    「生物だしねー。移動もするんじゃないかな」


    「それに元々レアモンスターだし、今はいないって可能性もあるんじゃないかしら？」


    　通常のモンスターは活動してない時間帯だと寝ていることが多い。睡眠時間はモンスターによってまちまちだ。二十時間寝ているようなモンスターもいるし、四時間程度しか寝ていないモンスターもいる。寝る姿も立ったまま、木の上にぶら下がる等々、多岐にわたる。


    　寝ている時に奇襲を掛けると一方的に攻撃して勝てることもあり、活動時間の調査はプレイヤーにとって必須事項と言えた。


    　だが、活動していない時間に、そもそもこの世界に存在していないモンスターもレアではあるが存在している。


    　そのタイプだと、どこを捜してもいないのだ。プレイヤーが観測していると消えないのだが、ふとした瞬間に地面に潜もぐっていったり、空高く昇っていったりして視線から外れると、その存在がすっと世界から消失する。


    　エーギルも似たような特性を持っているのかもしれない。


    　陽はる翔とたちは息継ぎのために一旦浮上してから、再び潜っていった。


    　時間だけが無情に過ぎていく。


    「まったく見つからないな……。さすがにモンスターの出現を操作するセンスは持ってないしなぁ」


    「希のぞみがいれば、もしかしたらって感じね」


    　希の夢境の力はとてもピーキーで扱あつかいづらいところはあるが、ことモンスターの特性操作に関しては希自身が抜きん出ていた。


    「そもそも出現の条件がわからないよな。時間は昨日と同じはずだし、天候も大して変わらないし……。一週間に一度しかポップしないとかか？　だとしたら、まったくの徒労だぞ」


    　だが、咲さ月つきはゆっくりと首を振る。


    「昨日、家でエーギルの目撃情報をまとめてたけど、法則性はあんまりなさそうだったわ。そもそも、情報の数自体が少ないから統計として成り立ってるかどうか怪しいのよね。しかも、猛もう禽きん類だったとか、竜だったとか、鮫さめだったとか、そんなのまであったし」


    「昨日姿を見た限りじゃ、蛇へびに百足むかでの肢あしがついたような感じだったけどなぁ」


    　変態能力を持っている可能性はあるが、それにしたって統一性がなさ過ぎだった。


    「うーん……。一度、船に上がるか」


    　陽翔たちは海面に浮上し、船から降ろされた縄ばしごを使って甲かん板ぱんに戻る。


    　アルビダは舵かじの前で上を見上げながら難しい表情を浮かべていた。


    「アルビダ？　どうしたんだ」


    　彼女の視線を追う。


    　帆を張った上にある見張り台に乗り出して、誰かがいた。


    　眼を凝こらすとひとりの少年が見える。


    　彼は手持ち無ぶ沙さ汰たそうに足を組んでいた。


    「え……」


    　三人は目を見開く。


    「クライヴ？」


    　咲月がそう呟つぶやくと、そこにいた少年はおもむろに見張り台の縁ふちに立ち、空中にその身を躍おどらせた。


    　くるくると回転しながら甲板へと着地する。


    



    「よっ、昨日振りだな。お三方。オレの力が必要かい？」


    



    　間違いなくクライヴだった。


    「お、おう」


    　簡単な返答でも口くち籠ごもってしまう。


    　六年前と同じ口調で、少し低くなったものの聞き覚えがある爽さわやかな声。


    　クライヴは六年前の溝を感じさせない様子で、陽はる翔とたちに近寄ってくる。


    「どうしたんだよ。雷かみなりにでも打たれたような顔をして」


    「いや、いきなりすぎて困惑してる。そっか。クライヴなんだよな」


    「おいおい。オレじゃなかったら誰に見えるってのさ」


    　肩を竦すくめるクライヴに、旭姫あさひが詰め寄るように突進した。


    「わー！　クライヴだ！　元気だった!?　元気だった!?」


    「旭姫ほどじゃないけど元気だったさ」


    「もー！　今まで何してたの!!」


    「色々だね。色々」


    　クライヴは旭姫を見てもまったく驚いていなかった。


    　旭姫がベタベタと触っていても笑みを浮かべながら対応している。


    「クライヴ、旭姫のことは……」


    「噂うわさで見聞きしてたからね。大体のことは知ってるよ。自分の目で見るまで半信半疑だったけど、会って確信したよ。本物の旭姫だって。悪かったね、すぐに会いに来られなくて」


    「い、いや。別に、こっちこそ……」


    　六年前と同じように言葉が出てこない。


    　もっと気安い間柄だったのに、まったく会ってこなかったこともあって、会話が上う手まく続けられなかった。


    　だが、クライヴ自身はまるでそんなことを気にしていないようだった。容よう姿しさえ変幻で化けていた姿そのままで、まさに六年前からやってきたような印象を受ける。


    　そして、クライヴの視線が咲さ月つきに合った。


    「久々の再会だってのに、浮かない顔しないでほしいもんだね。咲月」


    「そ、そんな顔してないし！　あんたが唐突に出すぎなのよ！　昨日も！　今日も！」


    　咲月はふん！　と顔を逸そらしてしまう。


    　だが、ちらちらとばつが悪そうに横目でクライヴを見ていた。


    「ごめんごめん。昨日も伝えたけどやることがあったからさ」


    　クライヴはポケットから禍まが々まがしい黒い髑髏どくろを取り出した。


    「なに、その気き味みが悪いの……」


    「エーギルを倒すんだろ。このアイテムがあればある程度、敵の出現を制御できるぜ」


    「もしかして、それを捜しに行ってたの？」


    「ま、そういうことだ。エーギルはオレもちょっと追っててね」


    　陽はる翔とは小さく溜ため息いきを吐つく。


    「何もひとりで捜さなくてもいいだろうに。俺たちに言えばいいだろ」


    「わかってもらえるかと思ってさ」


    「あのなぁ……。再会の方が先だろ、普通は」


    「普通なんてつまらないじゃないか。オレはオレのペースでしかやれないんだよ。知ってるだろ？」


    　昔、クライヴがよく言っていた台詞せりふだった。懐なつかしくなって思わず頬ほおが緩ゆるむ。


    「でも、昨日はともかく、この六年間何してたの？」


    　咲さ月つきが疑問を投げると、クライヴはばつの悪い顔を作った。


    「ま、あの事件が起こって以来、疎そ遠えんになっちゃったからな。あれからオレの方でも色々あって連絡も取れなくなってね。それで《リユニオン》のサービス開始を聞いて、せっかくだからって入ってみたわけ」


    「最初からいたのかよ。だったら〝スバル〟の情報は入ってたんじゃないのか？」


    「まあね。そこで旭姫あさひのことも聞いたよ。最初は信じられなかったし、簡単に会いに行くのも面白くないだろ？　ここぞって時に登場しないとな」


    「……お前らしいよ」


    　苦笑する陽翔。


    　そして、クライヴは甲かん板ぱんにくつろぐように座り、足を投げ出した。


    「その髑髏どくろで喚よび出すんじゃないのか？」


    「そうだけど、いつでもってわけにはいかないのさ。エーギルは死を司つかさどるモンスターらしくてね。生と死が鬩せめぎ合う時間じゃないと出てこない。日によって違うんだよ。しかも、その時間ですらほとんど出てこない、統計泣かせなモンスターってわけさ」


    「ってことは、今捜すのは完全に無駄足か」


    「そういうこと。ゆっくり行こうぜ。時間が来たらこれを使えば確実に出てくるからな」


    　四人は円になるようにして座り込む。


    「だったら、一度街に戻るか？　積もる話もあるからさ」


    「そうね。私も聞きたいことがあるし」


    　しかし、クライヴはゆっくりと首を振る。


    「再会の乾杯は、これが終わった後にしたいね。憂うれいはない方がいいさ」


    「そりゃそうだが……」


    　結局、暗い空の下、船で漂ただようことになった。


    　陽翔たちはしばし船上でクライヴが動くのを待つ。


    「………」


    　クライヴはあまり自分から会話をしようとしなかった。質問をすれば答えるが、昔に比べるとどことなく落ち着いたように見える。


    　先ほどまでは六年前と変わらないように思っていたのに、昔に比べると言わなくてもいいことを言ってこない。どこか人をからかうような態度も鳴りを潜ひそめており、久々という気まずさもあって陽はる翔とも調子が狂っていた。


    「そ、そう言えば、悪かったな。結局、約束を果たせてないよな」


    　いつか現実で直接会おうという約束。


    　あの日、旭姫あさひがゲームオーバーになって以来、クライヴとは連絡すらとっていなかった。


    　当然、約束を果たせるわけもない。


    「約束？」


    　クライヴが訝いぶかしげな顔をする。


    「忘れちまったのかよ。まあ、昔の話だし、仕方ないけど……」


    「結構、その場その場のノリで生きてるからね。昔のことを細こま々ごまとは覚えてないんだ」


    　陽翔は少し寂しさを覚えたが、それも仕方のない話だ。


    　陽翔自身、旭姫との約束を忘れていたのだから、それを指摘する資格はなかった。


    　一度、縁を切ってしまったのは陽翔たちであって、クライヴに罪はない。


    　こうして遠き地の仲間に再び出会えただけでも僥ぎよう倖こうというものだ。


    　どこか違和感を覚えてしまう雰ふん囲い気きも、そう感じる原因は自分のほうにあるのだろう。昔と同じ感覚でいるからそう思うのだ。同じようにやろうとしても無理に決まっている。六年前とは違うのだから。


    「──さて。そろそろ時間だな」


    　クライヴがおもむろに立ち上がり、髑髏どくろを手に掲げた。


    　それを海へと放り投げる。


    　ぽちゃんと静かな音を立てて沈んでいった。


    「本当に出るのか？」


    「まあ見てなって。陽翔」


    　不意に陽ひが陰かげってくる。


    　暗雲が立ち籠こめ、稲光が発生し始めた。風も少しずつ荒あれてきて、波が高くなっている。


    「まったく。船に優しくない海域だ……！」


    　アルビダが険しい顔で舵かじを取った。


    「よし。行こう。もう出てきてるはずだ」


    　クライヴが船から海中へとダイブする。


    　陽翔たちも続けて飛び込んだ。


    　海面の荒れに比して、海中は不自然なほど静かだった。他に生物など何もいないというように。


    　だが、その中で一ひと際きわ大きな気配がある。


    　海の底に足が着いたところで、その姿が見えた。


    　すでに海中を漂ただよっており、敵意をこちらに向けている。


    　巨大な蛇へび──死海王エーギル。


    　昨日と同じく首の少し下に剣が刺さっており、右の瞳ひとみが煌こう々こうと燃えるように赤かった。


    「さて」


    　陽はる翔とが剣を構え、その横でクライヴが二本のナイフをそれぞれ逆手に持つ。


    　その後ろで旭姫あさひが銃を、咲さ月つきが鞭むちを構えた。


    　久々に会って気まずかったとはいえ、やはりクライヴがいると違う。陽翔の心持ちも変わっていた。


    　少しずつ、〝スバル〟が元に戻っているような、そんな感覚がある。


    〝スバル〟で先陣を切るのはいつも陽翔で、


    「行くぜ！」


    「オーケイ！」


    　その後に続くのがクライヴだ。


    　ふたりはエーギルに向かって、水中に気き泡ほうを作りながら弾丸のように突き進む。エーギルを挟み込むような配置についた。


    「せいっ！」


    　陽翔が闘気を後ろに放出するように剣を振る。水の中だということを感じさせない鋭い一いつ閃せんは、しかし、強きよう靱じんな鱗うろこを少し傷つけるだけで終わる。


    　エーギル自身の防御力が高いのだろうが、陽翔の方にも原因がある。全力を込めれば剣が壊れてしまうため、手加減せざるを得ないのだ。


    「〈イミテーションバースト〉」


    　クライヴの持つナイフが水中を踊る。


    　彼はナイフを全身に何本も隠し持っている。それをさらに複製し、エーギルの周囲を囲うように飛ばした。


    　そのナイフはクライヴが指を動かすと軌道を変化させる。すべてのナイフには鋼こう糸しが伸びており、それで微細な操作を行っているのだ。


    　鋼糸が無数の肢あしに絡まり、エーギルの動きが制限される。


    「ここっ！」


    　旭姫が構え、発砲した。


    　水の中でも弾丸はいつもと同じように飛んでいく。咲月の魔導が込められた弾は水の影響を受けることなく、滑るようにエーギルへと向かった。


    　ナイフとナイフの隙すき間まを針の穴を通すように縫ぬい、弾はエーギルの体内を抉えぐり、爆発する。


    　これは陽はる翔との闘気によるものだ。圧縮された闘気が爆発を起こすそれは、まさに榴りゆう弾だん。


    　だが、それもすべて旭姫あさひの射撃の腕あってこそだ。


    「──抉えぐれ、ハーデス。闇やみの螺ら旋せん」


    　咲さ月つきが闇の精霊を出現させて鞭むちを振るうと、ドリルのような先端鋭い黒の竜巻が現れて海中を掻かき乱す。


    　旭姫が開けた穴を押し広げるようにエーギルの鱗うろこを抉り、剥はがし、破壊していった。


    「ヒュウ。相変わらず咲月の魔導は怖いねぇ」


    「黙って！　畳たたみかけるわよ！」


    　陽翔は咲月が剥がしてくれた鱗を狙ねらって、剣を突き立てる。


    　そして、そのまま闘気を流し込み、内部から斬り裂さいた。
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    　エーギルが海を震ふるえさせているような強烈な悲鳴をあげる。


    　そして、周囲の敵を振り払うように全方位に向けて雷撃を放った。


    　陽翔たちはエーギルから離れて回避する。


    『ジャ[image: ]！』


    　さらにエーギルは自身の周囲に幾つもの渦うずを発生させた。


    「こんなこともできるのかよ、こいつ……！」


    「まったく。迂う闊かつに近づけないね、これじゃあ」


    　陽翔が疲れたような顔になり、クライヴが肩を竦すくめる。


    「手はあるわ」


    　咲月が二体の精霊を使し役えき。氷と鋼はがねだ。


    「──凍こおれ、エーイーリー、シェリダー。白き氷ひよう蝕しよく」


    　周囲が少しずつ冷えていく。


    　エーギルの渦が少しずつ弱まっていった。周りの海水が凝固しつつあるのだ。


    「陽翔、旭姫、クライヴ。こいつを海面上に追い立てられない？」


    　意図を察した三人は、自信満々に頷うなずいた。


    　陽翔はすぐにエーギルの真下に移動する。


    「はあっ！」


    　闘気を込め、海の底に拳こぶしを叩たたきつけた。


    　裂れつ帛ぱくの波動が大爆発を引き起こし、海底の石や砂を巻き上げ、上昇する水流をもたらす。


    　エーギルは水流の束縛を嫌ったか、身体からだを捻ひねって浮上した。


    「旭姫！」


    「あれだね！」


    　クライヴがナイフをエーギルに向かって投とう擲てき。


    　続けて旭姫あさひがナイフに向かって発砲。


    　弾丸は柄えを弾はじき、その勢いをナイフに乗せた。まるでジェットエンジンを積んだかのようにナイフが加速する。


    　クライヴは鋼こう糸しを巧たくみに操り、ナイフをエーギルの身体からだ中に巡らせた。ナイフについた鋼糸はそのままエーギルを締め付ける。


    「このまま付き合ってもらおうか。──陽はる翔とッ！」


    「おうよ！」


    　陽翔が闘気の弾をクライヴに向かって飛ばすと、クライヴはその弾に足を乗せて上へと向かっていった。


    　咲さ月つきが即座にクライヴを追いかけ、陽翔と旭姫も巻き添えを喰らわないよう浮上を急ぐ。


    「そうれっ！」


    　クライヴがエーギルを海面の上へと打ち上げた。まるで魚を一本釣りでもしたかのような光景だ。


    「海中じゃなければ違和感なく動けるぜ！」


    　陽翔も次いで海面へ浮上し、闘気を込めた拳こぶしをエーギルにぶち込み、さらに空の上へ。


    　全員が海面の上へ出た瞬間、咲月が鞭むちを構えた。


    「──絶対零下、ネレウス、エーイーリー、シェリダー！」


    　精霊たちが強く輝かがやき出す。


    「〈雪界海洋スターダスト・オーシヤン〉！」


    　強烈な吹雪と凄すさまじい凍てつく波動が、海を凍結させていく。


    　周囲一面の海がすべて凝固してしまった。波が形を保ったまま固まる景色は、いっそ幻想的ですらある。


    「おっそろしい魔導だねぇ」


    　クライヴが感心したような声をあげた。


    　エーギルが凍こおった海の上に着氷する。


    『ジャ[image: ]！　ジャ[image: ]！』


    　エーギルは海の中に潜もぐろうとしてももはや叶かなわない。


    　しかし、鋭利な肢あしで氷を削り、潜ろうとしている。数秒も経たてば穴を開けられてしまうかもしれない。海を凍らせたといっても、海底まで凝固させたわけではないのだ。


    　負けじと咲月も鞭を振るう。氷上からエーギルの胴体へと氷が侵しん蝕しよくし、その身体を束縛していった。


    「陽翔！　剣を！」


    「急がないとっ！」


    　咲さ月つきと旭姫あさひが叫び、陽はる翔とは跳躍してエーギルの背中へと着地。


    　刺さっている七星剣プレアデスを掴つかむ。


    　七星剣の宝玉が、待ち望んでいた主あるじを求めるように明滅した。


    「頼むぜ、俺の──」


    　その瞬間──。


    　背中に不穏な気配。


    　振り向くことができたのは、ただただ嫌いやな予感がしたからだ。


    　背後にいたのはクライヴで。


    　──なんで、こいつがこんな殺気を……。


    



    　気付いた時にはもう遅い。
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    　背中にナイフが深々と突き刺さっていた。


    　完全に死角から急所を一突き。闘気の防御も間に合わず、刃やいばは完全に心臓を貫いている。陽翔のＨＰゲージは一気にゼロに縮もうとしていた。


    　クライヴは毒々しい笑みを浮かべて、陽翔に冷めた目を向ける。


    「え──」


    　咲月が絶句し、


    「は、陽翔……!?　クライヴ!?」


    　旭姫が悲痛な顔で、絶望的な声をあげる。


    　今、目の前の光景を信じることができないというように。


    　仲間が仲間に刺されたのだ。


    　そんなこと、あり得ない。


    　だけど、今眼前で繰り広げられたことは疑いようもなく事実で──。


    「あ……あ……」


    　言葉が紡つむげない。


    　感情が制御できない。


    　脳のシナプスが暴走し始める。


    　思い出してしまう。


    　かつて、陽翔が〈無垢なる闇プルガトリオ〉に殺されそうになった時のことを。


    「いや──」


    



    　旭姫の心が。


    



    　旭姫あさひの意志が。


    



    　砕けていく。


    



    　救ったはずの命を、再び救えなかったことに。


    　心が絶望の色に染まっていく。


    



    「いやああああああああああああああああああああああああああああああっ！」


    



    　旭姫の光を失った瞳ひとみを目に焼き付けながら──陽はる翔とは意識を失った。

  


  
    ［間章　追憶　～the side of 〝Pleiad Crisis〟 act.2～］


    



    　街から近い山岳地帯で〝スバル〟は追われていた。


    　貴たか法のりの機転でどうにか街から脱出できた陽はる翔とたちだったが、それでも追っ手である百人の上級者エキスパートたちの攻撃によって少しずつ追い込まれている。


    　彼らのセンスは戦闘だけに留とどまらなかった。追跡、伏兵、強襲──様々な手管を使いながら、追撃の手を緩ゆるめない。


    　陽翔たちは今、岩の陰に息を潜ひそめて機を覗うかがっている。咲さ月つきの魔導と貴法の天理で風景を偽装し、気配を遮断しているが、長く持つとは思えない。これは本来、変幻の領分だということを全員が感じ取っていた。


    　そう。彼らの中にクライヴはいない。


    「クライヴがいれば、もう少し楽だったかもな」


    「言うな。あいつは僕たちを裏切った。それがすべてだ」


    　貴法が厳しい目つきで陽翔を睨にらむ。


    　──本当に裏切ったのかよ、クライヴ……。


    　陽翔にはまだ信じられなかった。


    　クライヴは変わったやつだ。それは間違いない。


    　だが、クライヴは〝スバル〟を何より大切に思っていた。何でも煙けむにまくあの少年が、〝スバル〟のことだけは茶化さなかったのだ。


    



    　──あれはクライヴの誕生日に、皆みんなでサプライズを仕掛けたときのこと。


    　皆の混合センスで、お祝いの花火をつくろうとしたのだ。


    　だが、打ち上げ直前にクライヴにばれた上、花火が暴発。アジトが半壊し、責任をなすりつけあって陽翔と貴法が大喧げん嘩かになった。当のクライヴは心底楽しそうに大笑いしていたのだが……その日のログアウト間際、クライヴが陽翔に話しかけてきた。


    『初めて会ったとき、陽翔が賭かけをもちかけてきたろ？　勝ったら友だちになってくれってやつ』


    『結局あのボスは皆で倒しちゃって、賭はうやむやになったけど……。たぶんオレが勝っても、こっちからお願いしたと思う。オレと、友だちになってくれって』


    『ゲームの中だけの付き合いだけどさ──〝スバル〟があるから、今のオレがいるんだ。皆と出会えて、本当によかったよ』


    　珍めずらしくはにかんだ笑みを浮かべて、クライヴはそう言ったのだ。


    



    　──クライヴ……。


    「どこだ!?」「ガキ共にはいい加減、お灸きゆうを据えてやる」「子どもだからってやり過ぎたのよ」


    　荒々しい怒声に、意識が引き戻される。


    　追っ手は目と鼻の先にいて、好き勝手言っているのが聞こえてきた。


    　陽はる翔ととしては今すぐ飛びかかりたい気分だった。


    　子供だからなんだ。その子供を徒党を組んで潰つぶそうというお前らはやりすぎではないのかと問い質ただしたくなる。


    「ダメだよ、陽翔」


    　それを悟られたのだろう。旭姫あさひが手を握って真剣な顔で忠告した。


    「今、出ていったらぼこぼこにやられちゃうだけだから」


    「〈未来視プロフエアータ〉で見たのか？」


    「ううん。見なくてもわかるよ」


    　陽翔は小さく溜ため息いきを吐ついて、闘気を抑える。


    　我慢をするように歯を食いしばった。


    「魔導で吹き飛ばせば……」


    「咲さ月つき。相手は上級者エキスパートたちだ。一撃ではそうそう倒せない。戦いが長く続けば、その分、君は不利になる」


    「咲月ちゃん、堪こらえて。絶対に勝てない……。すぐに皆、やられちゃう」


    　咲月もまた貴たか法のりと希のぞみに止められる。


    　少しずつ包囲も狭まっているのがわかっているのに何もできない。


    　それがあまりにも歯は痒がゆかった。


    「ねぇ。皆……」


    　そこで希が珍しく率先して提案する。


    「ログアウトしよ……？　しばらく《ユニオン》に入らなければ、きっとほとぼりも冷めていくよ……」


    　争いごとの嫌いな希らしい意見だった。


    　その考えは全員の中にあっただろう。


    　だが、陽翔は頷うなずかなかった。


    「逃げるみたいで、イヤだな、それは」


    　陽翔が顰しかめっ面つらでそう呟つぶやくと、希が泣きそうな顔になる。


    「で、でも陽翔くん。今だって逃げてるんだから……。変わらないよ」


    「違う。俺たちはあいつらを倒せる隙すきを待っているだけだ」


    「じゃあ、そんな隙はいつできるの……？　どれだけ待てば、勝てるようになるの……？　あと少ししたら、ここもバレちゃうんだよね？」


    　正論をぶつけられ、陽翔は黙り込む。


    　現状、勝ち筋が見当たらないのは確かだった。


    　誰も希のぞみの言葉に答えを返せない。


    「……意地を張ってゲームオーバーになるよりかは、それが……正しいのか」


    　貴たか法のりが希に同意見となりつつあった。


    　だが、旭姫あさひが首を振る。


    「ほとぼりは冷めないよ。ここでログアウトしても、あたしたちはずっと逃げ続けることになる」


    「あ、旭姫ちゃん。なんで……？」


    「上う手まく、その、言えないんだけど。そうなる気がするの」


    　〈未来視プロフエアータ〉ではなく、いつもの勘によるものだろうか。


    　だが、幼なじみたちはそれを無視することができなかった。


    「……逃げ続けるか、ゲームオーバーしかないの？」


    　咲さ月つきが絶望に染まった声を出したところで──。


    　数本のナイフが、〝スバル〟の面々を囲むように地面に突き立った。


    



    「その通り。君らはオレたちから逃げ続けるしかないんだ」


    



    　冷ややかな笑みを浮かべた少年、クライヴ=ヴィヴァリーがそこにいた。

  


  
    ［第三章　真ナル現実］


    



    　身体からだが重い。


    　海の底にいるみたいだった。


    　たゆたう波があるわけでもなく、ただただ沈み続けている感覚。


    　意識もはっきりとしなかった。


    　光もなく、目印もなく、闇やみだけが支配している中で蹲うずくまっているような。


    　ずっとずっと、そうしている気すらした。


    「う、あ……」


    　終わりは唐突にやってくる。


    　黒が塗り潰つぶされて、光のような白へと変色していった。


    　白がフェードするように、少しずつ周囲の光景が変化していく。


    　重い目ま蓋ぶたを開いて、まず見えたのは白い天井だった。


    　──どこだ、ここは？


    　陽はる翔とは起きようと身体を動かそうとする──だが、動かなかった。縛られているというわけではなく、ただ力を入れることができない。


    　筋肉が身体の動かし方を忘れているというように。


    　未いまだ頭はぼんやりしているし、思考も纏まとまらなかった。


    　──ゲーム内で麻痺スタンでも喰らったみたいだ……。


    　その上、とにかく眠い。今すぐにでも目蓋を閉じたい誘惑に駆られるが、状況を確認するのが先だった。


    　陽翔は上半身を起こすのを諦あきらめて、未だ完全に開けない狭い視界のまま辺りを見渡す。


    　横たわった自分の身体を見ると、白いシーツが被かぶせられていた。背中の感触は堅かったが、どうやらベッドに寝かされているらしい。


    　ここは病室だということを朧おぼろ気げに理解する。入院を経験したことはないが、叔お父じを見舞った時に入った部屋にそっくりだった。鼻が機能を取り戻しているのか、漂ただよう病院独特の匂いにも覚えがある。


    　窓から入る光の具合から、今は昼過ぎのようだ。廊下での看護師たちや入院患かん者じやたちの会話が、エアコンの稼か働どう音と共に少しずつ耳に入ってくる。


    　横に視線を移すと、見たこともない様々な医療器具らしきものが置かれていた。どんな使い方をするのかすらわからない。


    　そして──その器具の隣となりに、見慣れた少女が上半身をベッドに俯うつぶせて眠っていた。


    　旭姫あさひだ。《リユニオン》で着ている冒険者風の軽装ではなく、普段着と思おぼしき洋服を着用している。


    「あ、あ……」


    　旭姫あさひ。そう言葉にしようとしても、上う手まく口が動かなかった。


    　唇くちびるを開く閉じる、しかもゆっくりにしかできない。


    　喉のども錆さび付いてしまったようで、まともに声を出せなかった。


    　──いったい、何がどうなってるんだ。


    「……ん」


    　陽はる翔との呻うめき声が耳に入ったのか、旭姫がもぞもぞと起き始める。


    　そして、寝ぼけ眼まなこで陽翔を見て──目を強く擦こすった。


    「陽翔……？　起き、たの……？」


    「お、う……」


    　返事にもなっていない返事をして、旭姫の質問に答える。


    　すると、旭姫は信じられないように何度も何度も瞬まばたきし、そして大きく目を見開いた。


    「ほ、本当に？　起きてる……？　陽翔が……目を、開けてる？」


    　陽翔の目はしっかりと旭姫を捉とらえている。


    　旭姫もまた陽翔をまじまじと見ていた。


    　その目め尻じりから、自然に、一筋の涙が頬ほおを伝う。


    　──え？


    　旭姫の表情が少しずつ変化し──涙るい腺せんは決けつ壊かいした。


    「陽翔ぉ！　はるとぉ！」


    　旭姫が抱き付いてくる。


    　──いきなりなんだ!?


    　滝のような涙は止まることなく陽翔の寝間着を濡ぬらしていく。


    　旭姫の声は次第に嗚お咽えつへと変わっていった。


    「空く閑がさん、どうし──」


    　旭姫の泣き声が聞こえたのか、見慣れた人たちが病室に入ってきた。陽翔の父親と母親と妹──家族たちだ。


    　三人とも驚きよう愕がくしたように口を開けて陽翔を見ている。その身体からだが小刻みに震ふるえ、母親が持っていた花瓶を落とした。


    「陽翔！　お、起きたのか……？」「ああっ……、神様……」「ハルちゃん！」


    　ベッドに駆け寄ってくる家族たち。彼らもまた瞳ひとみに涙を浮かべて、これ以上ないぐらい喜んでいた。


    「先生！　五〇八号室の天羽あもう陽翔さんが！　目を覚ましました！」


    　そして、傍そばにいたのであろう看護師が大慌あわてで医者を呼んでいる。


    　俄にわかに病室内が騒さわがしくなる。


    　──なんだ、これは？


    　何が起こっているのか、まったく把握できない。


    　声をほとんど出せないため、返答も何もできず、もどかしかった。


    　ただ。


    　意識だけははっきりしつつある。


    　なので、必死に今の状況を考えた。


    　自分が寝ていて、その目覚めに皆が喜んでいる。それは見ればわかる。だけど、なぜ、そんなことになっているのか。


    　そもそも自分に何が起こったのか。なぜ自分は病院にいるのか。


    　記憶の海を探るように思いを巡らせた。


    　──俺は確か、海に潜もぐってて……。


    《リユニオン》の中、エーギルを打倒して、剣を手に入れるために戦っていたはず。


    　ふと背中に妙な違和感を覚え──そこで思い出す。


    　──そうだ。俺はエーギルから七星剣プレアデスを抜こうとして……クライヴに刺されたんだ。


    　混乱の極きわみに達する。


    　なんでクライヴがあんなことを？


    　どうして俺は現実の病室にいる？


    　そして、なにより。


    



    　──なぜ旭姫あさひがここリアルにいる!?


    



    　家族たちがいるということは、ここは《リユニオン》の中ではない。現実であることは明らかだ。


    　しかし、陽はる翔とにはログアウトした記憶も、ゲームオーバーのアナウンスを受けた記憶もない。


    　なのに陽翔はここにいて、隣となりでは旭姫が確かな肉感リアリテイをもって微笑ほほえんでいる。


    　陽翔の動揺をよそに、家族たちの祝福ムードは一向に収まらなかった。


    「諦あきらめないでよかった……！」「起きるってずっと信じてたのよ……！」「会いたかったようハルちゃん……」


    　家族たちが、皆が、泣いて喜んでいる。


    「正直なところ、厳しいと思っておりましたが……」「奇跡が起きましたね、先生」


    　看護師や医者たちもやってきて、彼らも口々に驚きを口にした。


    　もしや、と考えを巡らせる。


    　あの時、クライヴに刺されたことで、意識不明の重体になったのではないか？


    　ゲームオーバーになった旭姫あさひが死亡したように、またもやゲームと現実のシンクロが発生したと考えれば……確率的な話はどうあれ、類似した事態が起きたとすれば、この状況にも説明がつくかもしれない。


    　しかし、壁に掛けられたカレンダーを見ると八月のページとなっていた。


    　妹の姿を見ても身長や顔つきが変わっているようには見えず、年月の経過をまるで感じない。今日が何日かは不明だが、あれから二週間と経たってなさそうだ。


    「陽はる翔と、よかった」


    　旭姫はまだ泣き続けていた。


    　……おかしい。


    　なぜ、死んだはずの旭姫がここにいることに、家族は誰も疑問を持っていないのか──。


    　旭姫はゲームから出ることができなかったはずなのだ。


    　陽翔が寝ている間に旭姫がどこかから助けられたのだとすれば、それなりの時間が経っていなければ不自然だ。


    　もどかしいのに、それを言葉に出すことができない。口を動かせないことの歯は痒がゆさを、初めて思い知らさせた。


    「これから一緒に六年間を取り戻そうね！　陽翔！」


    　旭姫はようやく泣き止やみ、陽翔に向かって力強く言った。陽翔を元気づける、精一杯の笑みを湛たたえて。


    　──六年間？　どういう意味だ？


    　何もかも理解不能のまま、周囲だけが慌あわただしく動きだす。


    　そして、猛もう烈れつな眠気は限界を迎え、陽翔はそのまま泥のように眠った。


    



    　　　　　▼　　　　　▼　　　　　▼


    



    　また目が覚めると、やはり病室の中だった。医師たちから一方的に聞かされる話を総合するに、どうやらあれから一日経っているようで今は午前中だった。


    〝夢〟だった……という一いち縷るの望みが、完全に断たれている。


    　陽翔の混乱などお構いなしにこの日はベッドに寝たまま検査尽くしとなり、採血が終わったところだ。


    「今のところ経過は順調そうだね。はっきりとしたことは言えないけど後こう遺い症しようもないと思うよ」


    「そう……ですか」


    　急速に回復もしてるらしく、ゆっくりではあるが口が回るようになっていた。


    　これには「夢の中で喋しやべる訓練でもしてたのかな？」と、医師が一番驚いていた。


    「あれだけ寝ていたのに凄すごいことだよ。類似症例ではもっと時間がかかるから」


    　──自分が《リユニオン》で殺されてから数年経たっているということか？


    　そうであれば、もう陽はる翔とたちは大学生か社会人になっているということになる。


    　だが、それにしては昨日見た旭姫あさひはそうは見えなかった。旭姫が変わっていないのだとしても、成長盛りのはずの妹だってもう中学生か高校生のはずなのに、外見が小学生のまま変わっていない。やはりそれは考えにくい。


    　考えれば考えるほど混乱してくる。


    「っ……！」


    　頭がズキンと痛み、陽翔の表情が歪ゆがむ。


    「だ、大丈夫かい？」


    「え、ええ……」


    「今はゆっくり過ごしなさい。余計なことは考えずにね」


    　そして医師が去り、それと入れ替わりに旭姫が病室に入ってくる。


    　その手には色とりどりの花束が握られていた。


    「今日もお見舞いに来たよ、陽翔！　うちのお母さんも、後で来るかもって。それに──」


    「旭姫、お前は……どうして……、俺は……こんなところに……」


    　嬉しそうに語る旭姫の言葉を遮さえぎるように声を出した。そうしないと、何かがパンクしそうだった。のろのろとした声に、自分でイライラとしてくる。


    　すると旭姫が陽翔のベッドに近づき、安心させるように手を握った。温かい手。デジタルではない、本物の温ぬくもりだ。


    　陽翔の表情が不安に見えたのかもしれない。


    　旭姫は心配そうに陽翔の目を見る。


    「陽翔、六年前のこと、覚えてないの？」


    「六、年前……？」


    　昨日、旭姫の残した言葉だ。


    　陽翔の記憶では、ゲーム内でゲームオーバーになった旭姫が、現実でも死亡した年。


    　忘れたことはない。


    　ずっとずっと心の中で後悔という名の根が張られている。


    　だが、あの日死んだはずの旭姫は今、目の前にいるのだ。


    　未いまだにこの状況を陽翔は受け入れることができていない。


    　ここはゲームではないのだ。


    　かといって夢……と言うには現実感がありすぎる。


    　旭姫は少し寂しそうな表情を浮かべて、切ない瞳ひとみで陽翔を正視した。


    



    「陽翔は《ユニオン》でゲームオーバーになって、意識不明の重体になったんだよ」


    



    「──え」


    「〈無垢なる闇プルガトリオ〉からの攻撃が来て、希のぞみを庇かばって」


    「……ちょっと待て。待ってくれ」


    　まったく予想だにしない方向へと話が進む。


    　旭姫あさひの話は六年前へとシフトした。


    　忘れることのないあの戦い。


    　戦いを有利に進めていた最中、〈無垢なる闇〉がルーチンを変えて、安全地帯にいるプレイヤーにターゲッティングを移行し、周囲に浮かせた剣の群れをすべて無防備な希に飛ばしたのだ。


    　陽翔は希の前に立って剣を弾はじいたが、体勢を崩し、そこを──〈無垢なる闇〉に狙ねらわれた。あの時の旭姫の警告は今でも耳に残っている。


    『陽翔ッ、正面から遠距離砲！　危ないッ！』


    　口から闇の塊かたまりが吐き出され──それを旭姫が庇い、死亡。


    　それが陽翔の記憶だ。


    「陽翔が〈無垢なる闇〉の攻撃を受けて、ゲームオーバーになって……」


    　攻撃を受けてゲームオーバーになったのは旭姫で、


    「それから、すぐに連絡が来て、陽翔が意識不明の重体になったって……」


    　六年前に来た連絡は旭姫の訃ふ報ほうだった。


    　──なんなんだよ、これ……！


    　もし、身体からだが自由に動くなら、捨て鉢になってサイドテーブルをひっくり返していただろう。


    　混乱は収まることなく、むしろ深まっていた。


    　旭姫の語る話と、陽翔の記憶で、大元の部分が異なっている。


    　ほぼそっくりそのまま旭姫と陽翔の役回りが入れ替わっているのだ。違うのは死んだのではなく、意識不明になった部分だけである。


    　──何がどうなれば、こんな事態になる……!?


    　夢でなければ、何も片付けることができなかった。


    　何もかもがおかしい。


    「《リユニオン》は……？」


    「《リユニオン》……何それ？」


    　旭姫は首を傾かしげた。


    　何も知らない未知の単語を聞いたような顔をしている。


    「《ユニオン》ならサービスを停止して終わっちゃってるよ。運営の人たちから逮捕者も出ちゃうし、世論的にも色々あって……今は、ＶＲＭＭＯ自体が行政から禁止されてるんだ」


    「禁止……」


    「うん。安全に不備があったとか、システム的に異常があったとかで。陽はる翔とがこんなことになっちゃったんだもん。それも仕方ないよね」


    　世の中の流れも変わっている。


    　陽翔の記憶では、《ユニオン》はサービスを停止した。


    　だが、ＶＲの流れは止まっていない。禁止になどなっていないのだ。あれから雨後の筍たけのこのように《ユニオン》の後あと釜がまを狙ねらったゲームが発売されている。《ユニオン》を超えるゲームが出たという話は聞いていないが。


    　その流れがあったからこそ、ユニオンダウンから六年後に《リユニオン》として復活できたはずだ。


    　第一、旭姫あさひのゲーム中の死亡と、現実での死亡についての関連性は認められていない。


    　死亡と意識不明……どちらも重大な事態ではあるが、どちらかで言えば死亡の方が反響は大きいはず。


    　だというのに、旭姫が死亡したときは《ユニオン》は《リユニオン》として復活し、陽翔が意識不明になったときは復活しないままとはどういうことなのか。


    「俺は……旭姫と、《リユニオン》で……」


    　そう。死んだはずの旭姫と出会っていたはずなのだ。


    　だが、こんな世界をずっと見せられてしまうと、とある推測が浮かんできてしまう。


    　あまりにも単純で、あまりにも明快な答え。


    　旭姫が死んでしまった記憶。


    　陽翔が過ごしてきた、あの暗あん澹たんとした六年間。


    　そして《リユニオン》での再会。


    　あれこそが〝夢〟だったんじゃないかと──。


    



    　　　　　▼　　　　　▼　　　　　▼


    



    　次の日には貴たか法のりや咲さ月つきもお見舞いにやってきた。


    　子供の姿ではなく六年経たった今の姿だ。服装の傾向は以前見たものと似た面おも影かげがある。貴法は黒ではないものの濃茶色であり、咲月は薄い黄色のワンピースを着ていた。


    「まったく……。ずっと気を揉もんでいたんだぞ。だが……よかった」


    「本当よ……！　よかった……。もう目覚めないんじゃないかって……！　ひぐっ……」


    　貴法も咲月も、陽翔の目覚めを心から喜んでくれる。


    　涙ぐむ咲月はまだしも、貴法は《リユニオン》での刺とげ々とげしさがあまりない。


    　憎まれ口は叩たたくが、仲なか違たがいする前と同じ反応といったところだ。


    　ふたりもまた、今の状況をまったく疑っていなかった。


    「お前ら……《リユニオン》は？」


    　すると、貴たか法のりと咲さ月つきは驚いたように瞳ひとみを瞬またたかせる。


    「なんだそれは。あんな目に遭ってまだ《ユニオン》に戻りたいのか？　根っからのゲーム馬鹿だな。お前は」


    　陽はる翔との恐る恐る発した質問に、貴法は苦笑で返す。


    「今はゆっくりする時よ。無理はしないの。退院したら何にでも付き合ってあげるから」


    　咲月もまた《リユニオン》に、聞き覚えはないようだった。


    　ふたりも、陽翔が六年間寝ていたという事実を受け入れている。


    「昨日も言ってたよね、陽翔。《リユニオン》って」


    　そして陽翔の家族同様、旭姫あさひが生きていることを疑問に思っていない。


    　では、他のメンバーは……？


    「希のぞみは……？」


    「彼女は転校しちゃったわ。今も連絡は取り合ってるけどね。陽翔のこと、ずっと心配してたよ。傍そばにいられなくてごめんなさいって」


    　希の転校は変わっていないらしいが、連絡を取り合ってるという時点で記憶と違う。


    「それとクライヴからは、何回かメッセージが来てるわ。見る？」


    　咲月がコンピュータ端末、Ｗｉｔｈウイズのディスプレイを陽翔に向けた。


    　クライヴと聞いて、一瞬、心臓がずきりと痛む。おそるおそるメッセージを見ると、そこには心から陽翔を心配しているという文面が、彼らしいもってまわった表現で書かれていた。


    　この世界では幼なじみの絆きずなが切れていないのだ。


    　メッセージのやりとりはどれも楽しそうで、彼らが年相応の青春を送っているのがわかる。


    「今、皆一緒の高校に行ってるんだ」


    　旭姫がさも楽しそうに笑顔で語った。


    　子供の時と同じ、純粋な笑顔。


    　望んでも手に入らなかったはずの、現実での笑顔だ。


    「でもな。なにか足りないんだよ。やっぱり陽翔、馬鹿をやるお前がいないと」


    「平和ではあるけど、物足りないのよね」


    「中学での文化祭の時だったけど、ほとんど盛り上がらなくてな──」


    「修学旅行でもずっと、陽翔がいたらどんな風になったんだろうって──」


    　貴法と咲月が、この六年間にあったことを次々と語っていく。


    　だが、陽翔にとっては別世界の話にしか聞こえない。


    　鈍い動きで愛想笑いを浮かべるだけで、黙って聞くしかなかった。


    　だけど。


    　彼らが過去を語るたびに、それが真実なのだという思いが強くなっていく。


    　彼らは歴史を紡つむいできていた。


    　確固たる時間を積み重ねて。


    　やはり、ここは陽はる翔との知ってる世界ではない。


    　──なぜ、こんなことになってる？


    　手をつねる。痛い。この世界は紛まぎれもなく本物なのだ。ＶＲではない。


    　世界が一夜にして変へん貌ぼうしてしまうなんて、デジタルでない限りあり得ない。


    　だが、考えても混乱に拍車がかかるばかりで、すべて夢だったか、自分の認識がおかしい以外の答えが出なかった。


    　悩み続けているうちに、あっという間にお見舞いの時間が終わる。


    「それじゃあな、陽翔。また明日も来る。何かほしいものがあれば言ってくれれば都合するぞ」


    「あ、あと昔聴いてた音楽とか持ってくるね」


    　貴たか法のりと咲さ月つきが陽翔の前から去っていく。


    「陽翔。それじゃあ、また明日ね！」


    　旭姫あさひも彼らに続いて、病室から出て行こうとしていた。


    「……旭姫」


    　その背中に、陽翔は思わず声を掛けてしまう。


    　旭姫は笑顔で振り返った。


    「ん？　どうしたの？」


    「……お前は、本当にあの旭姫なのか？」


    「何言ってるの、陽翔ってば。あたしが旭姫じゃなかったらおかしいよ」


    　違う。


    　何もかもが違う。


    　だが、陽翔はその先を言うことができない。


    　死んだのはお前のはずだ……そんなことを言えるはずがない。


    　ここでは、ゲームオーバーになったのが陽翔であり、その後六年間寝ていたのは確固たる事実なのだ。


    　そして皆、もう陽翔の記憶とは、まったく違う生活を営んでいる。


    　この世界において明らかに異分子おかしいのは、自分なのだ。


    　何を言っても、記憶が疑わしい、混乱していると返され……。


    　話を聞けば聞くほど、自我がボロボロと削られていく気がした。


    「いや、なんでも……ない」


    　陽翔が諦あきらめたように俯うつむく。


    　すると旭姫が陽翔に寄ってきて、手に手を重ねた。その温ぬくもりで混乱が少し収まり、落ち着くように解ほどけていく。


    　旭姫あさひは陽はる翔との顔を覗のぞき込み、優しく微笑ほほえんだ。


    　心からの愛情がこもった、幼なじみだけに向ける顔。


    「大丈夫。焦あせらないで。あたしたちはもう一方通行じゃない。ちゃんと意思の疎通が取れるもん」


    「旭姫……」


    「これからずっとあたしたちは一緒だから。《ユニオン》はなくなっても、〝スバル〟はずっと不滅だからね！」


    　最後にとびっきりの笑顔を見せて、旭姫は踵きびすを返した。


    



    　夜になって病院内が冷え冷えとした静寂に包まれる。デジタル時計は十二時を示していた。聞こえるのは空調の作動音だけだ。


    「……なんなんだ」


    　陽翔は目覚めてから何回目かもわからない溜ため息いきを吐つく。


    　浦島太郎になった気分……とはまた違う。まるで異世界転生でもしてしまったような……世界に置いていかれてしまった感覚がある。


    「でも、旭姫も……こんな気持ちだったのかな」


    　突然、《リユニオン》に現れた旭姫。


    　何もわからないままに、周りから六年経たったと聞かされ続けたのだ。他でもない仲間たちから。


    　もしかしたら、旭姫もこんな心情で日々を過ごしていたのかもしれない。


    　そこまで考えて──陽翔はゆっくりと首を振った。


    「もう旭姫はここで普通に生きてるんだ。それですべて解決じゃないか。俺がこの世界を受け容れれば、それで」


    　就寝時間はとっくに過ぎているが、陽翔は眠れずにいる。


    　寝ても覚めても、現実は変わらない。そのことが陽翔に眠ることを怯おびえさせていた。


    　明日、目が覚めても、世界は元に戻らないのだ。


    「俺が……夢を見ていただけなんだ……」


    　自分に言い聞かせるように呟つぶやいた。


    　そう考えれば辻つじ褄つまが合うのだから、それが一番手っ取り早い。


    　旭姫が死んだのも。


    《リユニオン》で再会したのも。


    　眠りについていた時に見ていた、長い長い夢。


    　いや……〝悪夢〟だったのだ。


    　それに比べて、この世界は光に満ちている。


    　旭姫あさひは生きていて、咲さ月つきとも疎そ遠えんにならず、貴たか法のりと仲なか違たがいもしていない。


    　希のぞみやクライヴとだって連絡を取り合っている。快復を知ったら、きっとお祝いのメッセージをくれるだろう。


    「おかしいのが俺の記憶だけなら……それでいいじゃないか」


    　体力を戻して、皆と同じ学校に通えばいい。高校生としての学力は残っている。夢で中学高校と過ごしてきたのだから。


    「高校の教科書、見せてもらうか。驚くんじゃないか？　みんな」


    　そのことを考えると、陽はる翔との顔に自然と笑みが浮かぶ。


    　だが、その瞳ひとみには小さく涙も滲にじんでいた。


    「……喜ぶべき、はずなのにな」


    　夢の世界が恋しいのか。


    　あの旭姫の死んでしまった悪夢の世界が。


    　そんなはずはない。


    　だというのに。


    　なぜか、とても悲しかった。


    



    「ようやく入ることができたよ」


    



    　不意に、病院にはそぐわない涼やかな声が響く。


    　陽翔が慌あわてて振り向くと、そこに白い影──あのエリシアと名乗る少女がいた。


    《リユニオン》で見た彼女が。ゲーム上と同じ姿で立っている。


    　少しの時間、息が止まった。


    「……お前」


    「わたしのことはちゃんと覚えてるかい？」


    「エリシア……だよな」


    「よかった。もし忘ぼう却きやくされてたら、もうどうにもならなかった」


    　収まりかけていた混乱が、再び迫せり上がってくる。


    　いや、収まろうとしていたのではない。


    　ただ諦あきらめに近い感情に支配されていただけだった。


    　心に蔓まん延えんしていた諦てい観かんが薄れていく。


    　あの悪夢の世界が現実であるという証拠が、今、目の前にいた。


    　彼女がどこから入ってきたのかなど、今いま更さら問う気にもならない。


    「……ってことは、やっぱり俺が《リユニオン》で体験したことは夢じゃないってことか」


    「──ここは君にとって、大きな違和感を抱く世界だっただろうね」


    　陽はる翔との独り言のような台詞せりふに、エリシアが律りち儀ぎに答える。


    　陽翔は真正面からエリシアを見据えた。


    「何が起こったのか、お前は知ってるのか？　この世界のことがわかるのか？」


    　エリシアは小さく頷うなずく。


    「君が《リユニオン》で体験したことは夢でも何でもない。だが、この世界とて夢で片付けるには少々乱暴でね」


    「どういうことか、今度こそ説明してくれるんだろうな？　もう煙けむに巻くのはなしにしてくれ。お前の目的や正体も含めてだ」


    「まだすべては言えないよ。順序というものがある。だけど、今のわたしに言えることはすべて言おう」


    　そして、エリシアは一拍おいて、


    



    「ここはあり得た可能性の世界なんだ」


    



    　流れるように語った。


    「六年前、君が旭姫あさひに庇かばわれずにゲームオーバーになった歴史を紡つむいだ世界、と言えばわかるかな？」


    「は……？」


    　一瞬で理解はできなかった。


    「最初から説明するよ。ただ、『あり得た可能性』というキーワードは記憶に留とどめてほしい」


    「……わかった」


    「この事象を説明するためには、旭姫のことについて語る必要がある。すべては彼女の能力センスが発端となっているからね」


    「旭姫のセンスが？」


    　エリシアは一旦、言葉を句切り、陽翔の瞳ひとみを射い貫ぬくように見る。


    　まるで覚悟を確かめているかのようだった。


    「……ここからは恐らく君の想像を超える話の連続になる。そして、聞いたら君はもう覚悟を決めなければならない」


    　陽翔は黙って先を促うながした。


    　今更、覚悟など問う必要はない。


    「では始めよう。まず旭姫の〈未来視プロフエアータ〉なのだけど……彼女の力は予知というにはフローチャートが違うんだ。君らが思い描いているプロセスとは異なっているんだよ」


    「違うって……何が。俺の知ってる昔の旭姫はしっかりと予知をしてきたし、《リユニオン》では〈未来視プロフエアータ〉の世界を俺も見たぞ」


    「その未来が、彼女によって決められたことなのだとすれば？」


    　陽はる翔とが眉まゆ根ねを寄せる。


    　エリシアが陽翔の目を真正面に見据えて、一切逸そらすことなく口を開いた。


    「旭姫あさひの〈未来視〉。それは複数ある可能性から、ひとつを〝選ぶ〟力だ。だから厳密には予知じゃない。そうなることがわかっている世界を選択し、繋つなげているだけなんだよ」


    　何を言ってるんだこいつは、という言葉が顔に出ていたらしい。


    「信じられないようだね」


    「当たり前だろ。話が突とつ飛ぴすぎる。そもそもお前の話が、最終的にこの世界のことにどう繋がるのか、全然見えてこない」


    「と言うと？」


    「旭姫の〈未来視〉って《ユニオン》や《リユニオン》──要するにゲームでの力でしかないだろう」


    　複数の可能性だの、世界を選択するだの言っても、結局はゲームの中の話でしかないのだ。


    　それがなぜ、いま現実に起こっている、このおかしな事態に繋がるのかがまったく理解できない。


    　そんな陽翔の疑問に、


    「それがそもそもの認識の違いだよ」


    　エリシアは小さく首を振った。


    



    「《ユニオン》におけるセンスというのは、現実でも発現可能なのだから」


    



    　陽翔は今度こそ目を見開く。


    「正確には、センスの根源を、だけどね。《ユニオン》の最も重要なプログラムのひとつに、個々人で千差万別の脳の潜在領域センシテイブボツクスを解放し、より明確な、視覚的な形でデータ化するというものがある。だからゲーム内ならば、ある程度の素質さえあれば誰でも、現実では使えないセンスを使用できるようになる」


    「じょ、冗談だろ……？　さすがにそれは笑えない」


    「原理的に、その潜在領域を脳が使用できれば現実でもある程度は発現可能なんだよ。こんな風にね」


    　エリシアが右腕を軽く持ち上げると、突然、陽翔の右腕が勝手に動いた。


    　力を入れたわけではない。動かせと命令したわけでもない。


    　まるで操られたように、自身の身体からだが動いたのだ。


    「これは……心奏？」


    　心奏は人の心を読み取ったり、魂たましいに働きかける能力を持つセンス。


    　使い手によっては魂にアクセスし、人の身体を操ることも可能だった。ゲーム内の陽はる翔とであれば、闘気で防いでいたであろうが、無論、現実においては防ぐ術を持っていない。


    「ここはゲームの中じゃない。でも、使えるんだ。《ユニオン》は普段使えない能力を使うためのトレーニング場と言ってもいい。──いや、実験場かな」


    　呆ほうける陽翔に、エリシアはどこか皮肉めいた笑みを浮かべて言った。


    「特に心奏と、それに近しい能力は発現させやすいようだよ」


    「……こんな、トンデモ話を信じろと？」


    　エリシアは躊躇ためらいもなく頷うなずいた。信じてもらわなければ話が進まないというように。


    「現実にも超人的な人たちがいるだろう？　意識的か無意識的かは置いておいて、彼らは現実に〝センス〟を体現した者たちだ」


    　確かにテレビやネットで、この世界には人間離れしているとしか思えない者たちがいることは知っている。歴史を繙ひもとけば、誇張はあるにしても超人すぎて異能だったのではないかという疑いのある者までいたのは事実だ。だが……。


    「旭姫あさひは現実でも異常に勘がよかったと思わないか？　虫の知らせとも言われているけど」


    　事実だった。


    　未来予知ではないが、希のぞみが溺おぼれるのを防いだときもそうだった。他にも幾つか警告を発し、おかげで助かったことも何度かあった。


    　しかし、それだけで現実でも使えるという言葉を信じるには抵抗がある。……あるが、ひとつの噂うわさが信しん憑ぴよう性せいを醸かもし出している。


    　〈未来視プロフエアータ〉は相手の感情から動きを超高度に演算するという六年前の推測から生まれた噂。


    『肉体側の脳で普段使っていない部位にまでニューロンを生成させ、活用しているのではないか』という、一時期まことしやかに流れた噂だ。


    　結局、飽きられて話は収束したが、どうやってセンスが発現しているのかについて、この時に多くのことが語られている。


    「さて、信じてもらえたかな？」


    　陽翔は躊躇ためらいがちに首を振った。


    「まだ正直、納得するには難しいけど……先を話してくれ」


    　続きを聞けば、また感じ方が変わってくるかもしれない。


    　この際、疑問は後回しだ。


    「では続けよう。改めて説明するけど、旭姫の〈未来視〉は複数ある可能性から、その中のひとつを〝選ぶ〟力だ」


    「予知ではない……ってことか」


    「そう。予知したように見えるし、その世界を皆に見せることも可能になったけど、本質は変わらない。可能性が未来をつくる。誰かが踏み出す足が左か右かで世界が大きく変化することもあるかもしれない。そして〈未来視プロフエアータ〉の最大の特性は、その誰かが踏み出す足を、強制的に選んでしまうことなんだ」


    　まるでそこに論点があるという口ぶり。


    「でも、それって、経過が俺たちが思っていたのと違うってだけじゃないのか。旭姫あさひは幾つかの未来が見えて、それを選択してるだけなら別に……」


    「問題はね、当の本人が『選ぶこと』を意識してはいないってことさ。〈未来視〉が発動した時に分岐点が現れ、それを彼女は無自覚に選択している」


    　そこでエリシアは一旦、話を区切る。


    　本題はここからだと言わんばかりに。


    「いいかい？　旭姫の〈未来視〉は覚醒すればするほど、分岐点の『可能性』という裾すそ野のを大きく拡げていく。その分、彼女の選び取ることのできる世界が増えていくことになるんだ」


    「可能性……」


    「文字どおり天文学的な確率であっても、可能性さえ存在してさえいれば、彼女はその世界に繋つなげることができる。それこそ、たまたまサーバー側でちょっとしたエラーが起こって、プレイヤーの座標が変わるなんてことぐらいは朝飯前なのさ」


    　ぞくりと、背筋が凍こおるような怖おぞ気けが走った。


    「君は覚えているはずだ。あの〈無垢なる闇プルガトリオ〉との戦いを」


    　覚えている。


    　陽はる翔とが、希のぞみを庇かばった時──。


    『陽翔ッ、正面から遠距離砲！　危ないッ！』


    　闇の塊かたまりが放射された次の瞬間。


    



    　陽翔を庇うように、突如、旭姫が目の前に現れた。


    



    　間に合うはずのない距離。


    　だが、あの時、〝奇跡的に間に合った未来〟を旭姫が選び取ったのだとしたら──。


    



    「あの時、世界は選ばれた」


    



    　陽翔は何も言うことができない。


    「そして選ばれなかった本来の世界が、ここということだよ」


    　選ばれた世界と、選ばれなかった世界。


    　旭姫の選択で、世界が変わったというのか──？


    「そ、そんなの……」


    「信じられないかい？」


    　陽はる翔との反応も想定通りだったというように、エリシアの表情は変わらない。
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    「だが、君は今現実に、選ばれなかった世界ここにいる。それは旭姫あさひたちとの会話でなんとなく理解できているんじゃないか？」


    「そんな……なんでなんだよ。なんで俺がここにいるんだ！」


    「君はどうやって、この世界に来た？」


    「それは……クライヴに刺されて」


    「その瞬間、旭姫は陽翔が刺された以外の可能性を選択した。そうさせるように仕向けられたんだ──敵に」


    　エリシアが警戒するようにぼそりと呟つぶやく。


    「旭姫のセンスに目を付けて、私欲のために利用しようとしている連中がいる。荒廃した未来に向かわせる、恐ろしい元凶が」


    　彼女の口調が明らかに変わった。


    「信じる信じないは君の自由だ。だけどね、わたしはやつらが導いた先の世界で……絶望を見ているんだよ」


    　エリシアの瞳ひとみはあまりにも深く、吸い込まれそうだった。


    　激情と悲哀、その他様々な感情が渦まく無む窮きゆうの双そう眸ぼう。


    　その瞳ひとみが、告げていた。


    　これらはすべて、紛まがうことなき事実であると。


    「今回は連中の実験さ。旭姫あさひに精神的負荷をかけて、どうなるかという、ね。そして、旭姫は、かつて選ばなかった世界を選び、そこに未来を繋げた。特異点である君を基礎として」


    「……特異点？」


    「君は不思議に思わなかったかい。この世界に生きる咲さ月つきや貴たか法のり、そして、力を発動させた旭姫すらもが向こうの世界のことを知らなかった。覚えているのが君だけということに」


    　そこで、エリシアは少々どう言ったものか悩む素そ振ぶりを見せながら、


    「簡単に言えば、特異点とは意識が世界改変の影響を受けない者のことだよ。これはわたしの推論だけど、間近で旭姫の未来視発動を受けた影響……副作用だと思う。君を助けるために、彼女は力を発動したのだからね。あるいは、君の持つ闘気のセンスが自身を変質させた結果──未来視の改変すらもはね除ける力を得ているのかもしれないけど、そこまではわたしにもわからないよ。あくまで仮説だしね」


    「俺に、そんな力が……？」


    「きっと旭姫を守るためのものだ。大切にしてほしい」


    　未だに実感があるわけではないが、胸が熱くなるのを陽はる翔とは感じた。


    「分岐点すらも遡そ及きゆうしたこの例外的な空間は、ちょっとしたことがきっかけで壊れるだろう。それこそ、君が強くあちらの世界に戻りたいと願うだけでも……」


    　厳しい表情でエリシアが続ける。どこか焦あせりの色を浮かべながら、


    「現時点では敵の目的は順調に推移してしまっている。だけど、まだだ。まだ絶望への未来は確定していない。やつらも一番重要な目的を果たせていない。あのおぞましい世界へ向かわせないためにもここで食い止めなければ──もう手遅れになる」


    　エリシアは左手を胸に置いて、陽翔を真っすぐに見据えた。


    



    「わたしたちが強くなって、旭姫を支えるんだ。彼女自身に世界の選択を委ゆだねるためにも」


    



    　そして──彼女の姿がぼんやりと光り始め、少しずつ薄くなっていく。


    「時間だね……」


    「お、おい。まだ聞きたいことはあるんだぞ!?　そもそもお前の言う敵って──」


    「……もうこれ以上はわたしも存在を維持できない。また、向こうの世界で会えることを願っているよ」


    　そう言い残してエリシアは、陰の中に消えていった。


    



    　エリシアがいなくなった病室は、不気味なほどの静寂を取り戻した。


    　まるで幽霊でも見ていたんじゃないかと思えてくる。


    　突とつ拍ぴよう子しもない話の連続に、まだ頭が追いつかない。


    「センスが現実でも使えるとか、信じられるわけないだろ」


    　現実で闘気を扱あつかうことなどできはしない。


    　ゲームのように岩を砕くことも、大地を斬り裂さくことも、業ごう火かを耐え抜くこともできないのだ。この身体からだは。


    　他の皆だってそうだ。


    　咲さ月つきはこの世ならざる現象を起こすことなどできない。そもそも精霊を出すことができないのだから。


    　貴たか法のりも触れただけで物質を解析することは不可能だ。


    　……だというのに。


    　信じてしまいそうな自分がいる。


    　いや、信じたいと思っている自分がいた。


    　その理由も分かっている。


    　旭姫あさひについて語る彼女の正体は未いまだに不明だが、まるで焦あせりを──怖おそれを抱いているようにしか思えなかったのだ。


    　旭姫が狙ねらわれているということに……。


    　全部嘘うそかもしれない。


    　でも、彼女が嘘を言って何になるというのか。


    　考え始めると、ループしてしまう。


    「俺は……どうするべきなんだ？」


    　そう自問自答し──ふと、小さな光が視界にちらついた。


    　誘われるように顔を向ける。


    　サイドテーブルの上には、見舞い品の中に交じって小さなリングが載っていた。


    「これ……。誰かが持ってきたのか？」


    　現実で購入した〝スバル〟の──幼なじみの指輪だ。


    　安っぽい真しん鍮ちゆうの指輪。


    　だが、陽はる翔とにとっては、プラチナや金より遥はるかに尊とうといものだ。


    　陽翔の記憶では──旭姫の墓の下に埋めたはずだった。


    　ところが、今、目の前にある指輪は綺き麗れいなままで。


    　あの時から時間を止めたように色いろ褪あせていない。


    



    『あたしは陽翔を守るから、だから、陽翔はあたしを守ってね。──約束だよ』


    



    　指輪と共に交わした、大切な人との、大事な約束。


    「──そうだよな」


    　たったひとつの、シンプルな行動原理。


    「そもそも俺にできることなんて、ひとつしかない。……いや」


    　もう二度と、選択を誤ってはならない。


    「ひとつだけでいい」


    　窓から夜空を見上げ、陽はる翔とは拳こぶしを握って固く誓う。


    　──ビシリ、と。


    　どこかで何かが割れる音が小さく響いた。


    



    　　　　　▼　　　　　▼　　　　　▼


    



    「今日はなんだかカッコいいね」


    　エリシアの話を聞いてから夜が明けたこの日は、朝から旭姫あさひが見舞いに来ていた。


    　部屋に入ってくるなり謎なぞの褒ほめ言葉をいただいた。


    「そうか？」


    「うん。なんだか不安が消えたって感じがする。凜り々りしいっていうのかな？」


    　そう言われて悪い気はしなかった。


    　ただ、不安が消えたわけではない。混乱も戸惑いも据え置いたままだ。


    　昨日、エリシアから真実とやらを聞いたが、わからないことは多いし、理解できないことも多い。


    　だが、やるべきことはひとつだけでいい。


    　子供の頃からずっと続く、陽翔と旭姫の約束。


    「なあ、この六年間のこと……一から教えてくれよ」


    　旭姫は意外なことを聞いたように目をぱちくりさせる。


    「いいの？　なんか陽翔、昔のこと聞くの、辛つらそうだったけど……」


    「少し気持ちも落ち着いたからな。聞いておきたい」


    「時間かかるよ？」


    「今日はたっぷり時間もある。貴たか法のりや咲さ月つきも塾が終わったら来るんだろ？　一緒に色々と話を聞きたいんだ」


    　旭姫の表情が嬉しそうに華やいだ。


    「じゃあ……小学校の頃の話からいこうかな。あのね──」


    　語られたのは、他の誰でもない、空く閑が旭姫の歩んできた道だ。


    「咲さ月つきが小学校の卒業の時にわんわん泣いちゃって──」


    　咲月らしい。


    　陽はる翔との記憶では、それどころじゃなかった。仲なか違たがいもしていた。


    「貴たか法のりってば中学校に入学してすぐに、生徒会長と一ひと悶もん着ちやく起こして──」


    　貴法は相変わらずだ。


    　自分の気に入らないことには従わないし、相手が格上だろうと躊ちゆう躇ちよはしない。


    「中学校の修学旅行で、希のぞみとばったり会って。ちょうど地元の人たちに絡まれてて──」


    　希も変わっていないらしい。


    　トラブル体質なのは年を取っても健在だった。


    「あとあと、もしかしたらなんだけど、クライヴが留学してくるかもしれなくって──」


    　それは意外な話だった。


    　クライヴとの縁も、ここでは強く繋つながっているのだ。


    　共に歩んでいけば、敵対することもないだろう。


    



    　──そうだ、あの時だって……。


    



    「皆、俺がいなくても仲良くやってたんだな」


    「……陽翔。気を悪くしちゃった？」


    「違うよ。ホッとしたんだ」


    　旭姫あさひの死と陽翔の意識不明の差こそあれ、皆の繋がりがこの世界では切れていなかった。


    「旭姫が、皆を繋ぎとめてくれたんだろ？」


    「え……」


    「昨日、貴法や咲月と会ってわかった。旭姫が皆の絆きずなを繋ぎながら、俺を待っててくれたんだって」


    「陽翔……」


    　それは、陽翔にはできなかったことだ。


    　旭姫だからできたことだ。


    「俺が意識不明になった時、皆はどうしてた？」


    「すごい……悲しんでたよ。あたしもずっと塞ふさぎ込んで。でも、咲月が慰なぐさめてくれて……。きっとこのままじゃ、陽翔も悲しむからって。陽翔が起きた時に……ちゃんと……陽翔の居場所があるようにって……あ、う……」


    　旭姫が自然と涙ぐむ。


    　この六年間、明るく振る舞っているように見えて、相当無理をしていたのだろう。


    「陽翔ぉ……。本当に、戻ってきて、よかった……。よかったよお……」


    　陽はる翔とたちが本当は歩むべきだった世界。


    　不満もない理想的な世界。


    　ただただ、自分自身が六年間寝ていただけ。


    　ここからさらに回復すれば、また皆と繋つながることができる。


    　皆と同じ学年というわけにはいかないだろうが、高校の勉強はちゃんと頭に入っているのだ。皆もきっと協力をしてくれるだろう。


    　また一緒に歩めばいい。


    〝スバル〟のメンバーたちがいれば、怖いことなんて何もない。


    「陽翔。言い出せなかったけど、この指輪覚えてる？」


    　旭姫あさひが顔を上げて、手に載せた指輪を見せてきた。


    　それは彼女の持っている指輪だ。


    　そして、サイドテーブルに置かれた陽翔の指輪をそっと握って、陽翔に手渡す。


    「──約束、覚えてる？」


    　もう忘れることはないだろう。


    　忘れてはならない大事な約束。


    「あたしたち、ゲームではリングを交換したけど、こっちではまだだったよね？」


    　旭姫は涙を止めて、小さく微笑ほほえむ。


    「こっちでも、交換しよ？」


    　頬ほおを僅わずかに赤らめ、何かを期待するように。


    　──だけど。


    



    「……ごめん、旭姫」


    



    　陽翔の口から出たのは、まったく逆の言葉だった。


    「え──」


    　何物にも代かえがたい、旭姫の笑顔。


    　見飽きることのない彼女の笑みは、いつだって思い出すことができる。


    　どんな世界でも変わることなどないのだろう。


    　──でも、やっぱり。


    　この世界は違うのだ。


    「ここは、俺のいていい世界じゃない」


    　旭姫が死に、塞ふさぎ込み、世界を呪のろうだけで何もしなかった。


    　自分からすべてを拒絶して、目をつむり、耳をふさいだ。


    「……俺の世界は、やっぱりあっちなんだ。俺はこっちでのうのうと幸せな時間を過ごしてちゃいけないんだ」


    　──ビシリ、ビシリ、と。


    　世界が、ぐにゃりと歪ゆがんでいく。


    　ガラスを割ったような放射状のヒビが入り、それは急速に広がっていった。


    「ろくでもない六年間を過ごしてたよ」


    　ずっと無気力で生きてきた。


    　生きているのか死んでいるのかもわからないまま。


    「皆に見捨てられて当然だった……けど、それをまたお前が繋つないでくれた」


    「な、何を言ってるの、陽はる翔と？」


    　だけど、旭姫あさひと《リユニオン》で再会して。


    　少しだけど、今は生きる目的ができた。


    　だから──約束を、果たしにいかないと。


    「俺は向こうの世界に戻る。向こうの世界で……絶対にお前を救ってみせるから。絶対に、また絆きずなを繋いでみせるから」


    「陽翔……、陽翔!?」


    「ありがとな──旭姫」


    　支えきれないように、世界が崩壊していく。


    　破片が飛び散るように砕け散っていった。


    　陽翔はその光景を目に焼き付ける。


    　──いつでも思い出すことができるように。


    　そして、陽翔は世界と共に消えていった。


    



    　これは泡うた沫かたの夢。


    　あり得たかもしれない、ひとつの未来。

  


  
    ［間章　追憶　～the side of 〝Pleiad Crisis〟 act.3～］


    



    「さあ、こっちだ。〝スバル〟の面々はここにいるぞ」


    　クライヴは連合を組んだ百人の上級者エキスパートたちを先導し、陽はる翔とたちを追い詰める。彼は〝スバル〟を売り渡すことで信用を得て、対〝スバル〟のプレイヤーたちをまとめ上げていた。


    　上級者たちは揃そろってクライヴの言葉のとおりに動き、〝スバル〟を苦しめている。彼に従っていれば面白いように裏をかけたことで、彼はリーダーのように指示を出していた。


    「くそっ！　こっちの手を読んできてる！　全部、対応されてるぞ」


    　陽翔たちは地形を把握しているとはいえ、元々包囲されていたのをどうにか逃げてきたのだ。


    　すでに〝スバル〟は手負いで、油断をすれば一気にＨＰがゼロにされるだろう。


    　ゲームオーバーにこそなっていないが、全員がかつてない危機に陥おちいっていた。


    「なんでよ、クライヴ……！　昨日まで仲間だったじゃない……！」


    　咲さ月つきが苦痛に満ちた声をもらす。


    　その瞳ひとみには涙が溢あふれ、とめどなく零こぼれていった。本当に裏切られたのだと実感したのだろう。


    　逃げただけならまだしも、まさか連中と組んで〝スバル〟を追い詰めるだなんて思いもしていなかったのだ。


    「昨日の友は今日の敵、ってね。オレは楽しい方につくタイプだから」


    「これが、あなたの楽しいことだっていうの!?」


    「ああ、楽しいね。大地を貫け──〈スクリューパニッシュ〉」


    　空から何百ものナイフを使ったドリルが落ちてくる。


    　ドリルは地面を掘り起こし、周囲を土煙で覆おおった。


    「おい、やりすぎだ！」「何も見えねぇじゃねぇか！」「連中、どっちに逃げたんですか？」


    「悪い悪い。加減が利きかなくてさ」


    　クライヴの瞳は逃げている〝スバル〟の方へと向く。


    「油断するなよ、皆みんな。いじめられた猫はライオンのように獰どう猛もうになる……ってことわざもあるからね。追い詰めた〝スバル〟は何をするかわからない」


    「そんなことはわかってます！」「だから貴様に頼っているのだろうが！」


    「オーケーオーケー。ちゃんとオレの指揮に従って布陣してくれよ！」


    　これ見よがしに指示を飛ばして、包囲を狭めていく。


    　そして、クライヴ自身は〝スバル〟に接敵し、次々と攻撃を仕掛けた。


    「やれやれ。この程度かい？　もうちょっと骨があると思ってたんだけどな。囲え──〈クレイドルチェイン〉」


    　ナイフと共に投げられた何十本もの鋼こう糸しが球形となって〝スバル〟を覆い、その中に捕らえた。まるで鳥を籠かごの中に閉じ込めるかのように。


    「勝手なことを……！　分解しろ、〈覇竜牙ブレイカー〉──」


    「おっと、そうはいかない」


    　籠の中にビリッとした衝撃が迸ほとばしる。


    　陽はる翔とたちの身体からだが痺しびれてきた。


    　鋼こう糸しを通じて、電気を流されたのだ。


    「〈ミニマムリーク〉──鋼糸の摩ま擦さつによって帯電させるセンスさ」


    　貴たか法のりの天理も発動することなく、完全に縛り上げられた。


    「さて、これでチェックメイトかな」


    　痺れと鋼糸によって、完全に動けなくなる。


    「手こずらせやがって！」「さあ、年ねん貢ぐの納め時ですよ！」「これで追いかけっこも終わりだ」


    　上級者エキスパートたちが獰どう猛もうな笑みを浮かべて陽翔たちに近づいた。


    　陽翔たちを取り囲むように百人のプレイヤーが一堂に会する。


    　そして、クライヴの指図どおりに包囲が完成していった。


    「現実に戻る時間だよ」「お前たちは調子に乗りすぎたんだ」「身を焦こがしながら死ぬがいい」


    　彼らの武器が一斉に掲げられる。


    「さあ、各おの々おの方。彼らの実力は知ってるだろう？　生半可な攻撃は通じない。全員で一斉に、持てる力のすべてを尽くして──〝スバル〟を倒せ」


    　闘気が、魔導が、天理が、変幻が、夢境が、心奏が。


    　あらゆるセンスが、周囲で高まっていくのがわかる。


    　この一斉攻撃を喰らったら、いかな防御センスを駆使してもひとたまりもないだろう。


    　クライヴが掲げていた腕を、


    「──アタック！」


    〝スバル〟に向かって振り下ろした。


    　猛もう烈れつな百もの攻撃が〝スバル〟へと向かっていく。


    　避ける方法は存在しない。


    　これで、すべては終わり。そのはずだった。


    　だが──その攻撃は当たらなかった。


    　陽翔たちのすぐ脇をすり抜け、対面にいるプレイヤーに直撃する。


    　それはまさに、上級者百人による全力の同士討ち。色とりどりのエフェクトと土煙があたりを席巻する。


    「ぐああああああっ!!　ＨＰがあああああ！」「ば、馬鹿な。こんなはずは……ッ」「何が起こったのです!?」


    　彼らの目に〝スバル〟はしっかりと映っていた。


    　だが、陽はる翔とたちもまたキョトンとした表情を浮かべている。


    　その顔には『こいつらはなぜこんな間近で攻撃を外したんだ？』と書いてあった。


    「〈フェニックスフェザー〉！」


    　クライヴが空へと跳躍し、鋼鉄で編あまれた鳳ほう凰おうを組み上げる。それが羽ばたき、狭い範囲に集まった上級者エキスパートたちを容赦なく斬り刻んだ。


    　すべてのナイフを使って繰り出す、クライヴの大技だ。


    「な……！　き、きさま」「何が起こってるんだ!?」「誰がやりやがった!?　何も見えん！」


    　上級者たちが一気に瀕ひん死しになる。お互いの全ぜん身しん全ぜん霊れいの一撃をもらった上、クライヴの大技まで炸裂して無事でいられるわけがない。


    「さあ、皆みんな──反撃の時間だよ」


    〝スバル〟の拘束は解け、陽翔たちも臨りん戦せん態たい勢せいに入る。


    　包囲を掻かき回され混乱している上級者たちに、それぞれが強烈な一撃を加える。


    「どうなってるんだ……？　お、俺たちは勝つ寸前だったはずなのに……！」


    　放心したように呟つぶやく彼の前にクライヴが立つ。


    「今の〝スバルオレたち〟に上級者百人は厳しかったからね。ちょっと策を弄ろうしたのさ」


    「お、お前……！」


    「ナイフと鋼こう糸しを使って可視光を変幻させて、少しだけ皆の位置をずらしたように見せて、同士討ちを狙ねらったのさ。〈インヴィジブルアイ〉。名付けるなら、こんな感じかな」


    　クライヴは彼に向かって肩を竦すくめた。


    「いやー、ここまで状況を整えるのに苦労したよ」


    「だ、騙だましたのか！　お前……！」


    「〝スバル〟を追い詰められるよって言っただけで、味方になるとは言ってないんだよね。そもそもオレが〝スバル〟を裏切るわけがないだろ？　だって──」


    　そして、クライヴは目の前の敵を一刀の下に切り捨てる。


    



    「──ここはオレが一番、退屈を忘れられる場所なんだから」


    



    　混乱の最中にあって、瀕死の上級者たちは体勢を立て直すことができなかった。


    　これ以降は〝スバル〟の地力が勝り、上級者たちは九割以上がゲームオーバーとなり、残りも這ほう々ほうの体ていで逃げ出すこととなる。


    　すべてが終わった時、そこに立っているのは〝スバル〟の六人だけだった。


    「敵を騙すには、まず味方からってね」


    　使い古された言葉だったが、クライヴから聞くととても新鮮に聞こえる。その上、彼はとても満足げな表情を浮かべていた。


    「まったくもう！　それならそうと言いなさいよ！　わ、私、ほ、本当に裏切ったかと思ったんだからね……！」


    　咲さ月つきがクライヴを涙目で睨にらむと、陽はる翔とと貴たか法のりも食ってかかる。


    「お前は紛まぎらわしいんだよ！」


    「せめて、僕だけには言えばいいだろう！」


    「あれー!?　そんなに怒るとこ？　おっかしいなぁ」


    　怒られながらもクライヴは、楽しそうに笑っている。


    　他にもクライヴに言いたいことはたくさんあったが、それでも彼が戻ってきたことの方が嬉しかった。


    「でも、やっぱりクライヴはクライヴだね！」


    「……本当に。クライヴくんが裏切ってなくて、よかった……」


    　旭姫あさひと希のぞみもまた、ホッとしたように安あん堵どの笑顔を浮かべていた。


    　皆の視線を浴びて、クライヴは力強く頷うなずく。


    「オレはずっと皆みんなの仲間だ。それは死ぬまで変わらない。皆がピンチになった時、どれだけ離れててもオレは助けに行く」


    　その眼まな差ざしは、どこまでも真っすぐだ。


    「クライヴ……」


    　陽翔の顔に笑みがこぼれる。


    　唯一の遠方の幼なじみ、クライヴ。


    　退屈を嫌い、変化を好む、生きつ粋すいのトリックスター。


    　雲のように掴つかみどころのない少年は、だがその実、誰より仲間思いの男なのだ。


    「これからも頼りにしてるぜ、クライヴ」


    「もちろんさ、陽翔」


    　パーティリングをつけた左拳同士を、こつんと合わせる。


    「あー！　ずるいよ陽翔だけ！　あたしもあたしも～！」


    「いや、ずるいってお前な……」


    「そうよ、なにひとりで納得してるのよ」


    「変人同士、気が合うんじゃないか」


    「貴法くん、さすがにそれは言いすぎ…‥」


    　わらわらと皆が集まり、自然と円陣ができる。


    「あたしたち〝スバル〟の絆きずなは永遠だー！　皆で、伝説になろう！」


    　旭姫の音おん頭どに、皆の声が重なる。


    〝スバル〟の誓いが、天に響いた。


    



    　この日を境に、他のプレイヤーたちは怖おそれるように、〝スバル〟に道を空けるようになった。


    　百人の上級者エキスパートを返り討ちにした件はすでに広く知れ渡っており、これ以降〝スバル〟の名は少しずつ一人歩きを始めていく。


    　絶大な変幻センスを使うクライヴも、一躍名を轟とどろかせることになった。

  


  
    ［第四章　未来の選択］


    



    　闇やみの中に吸い込まれていく感覚。


    　陽はる翔との視界は黒で支配され、一点の光もない。自分が目を開けているのか閉じているのかすらわからなかった。


    　ただ、不思議と恐怖はない。


    　まるでゆりかごの中で揺れているような安心感。


    　旭姫あさひの温かな力で包まれているのだろうか。そんな気がしている。


    　そして──急速に視界が開け、凍こおった海の上に出た。


    　空は暗く、周囲は薄暗い。


    　自身が足を着けている場所は鱗うろこがビッシリと並んでいる。それはエーギルの胴体だ。


    　ここは間違いなく《リユニオン》の中で、今の陽翔は七星剣プレアデスを握ろうとしていた。


    　身体からだに闘気を巡らせて、感覚を鋭くしていく。背後にいる敵の動きを、空気を通して闘気を纏まとった肌に伝達させる。


    　この後のことは、もうわかっている。


    　あとはそれに合わせて体を動かすだけだ。


    　──ここだっ！


    　陽翔は剣を握った手を、背後に振り抜いた。


    　ガキンと鈍い音が響き、衝撃が腕に伝わる。


    　陽翔を深々と刺すはずだったナイフは虚空へと弾はじき飛ばされ、氷の大地に小さな音を立てて突き刺さった。


    「……まさか」


    　陽翔はさらに闘気を込めて、身体をひねり蹴けりを放つ。


    「くっ」


    　ナイフを防がれたのが予想外だったのか、クライヴは体勢を立て直すこともできずにまともに喰らった。


    　しかし、クライヴもこの状況下で掌底を繰り出し、陽翔の鳩みぞ尾おちに触れる。


    　お互い吹き飛ばされて、エーギルの身体から放り出された。


    「は、陽翔？　クライヴ？」


    　旭姫は何が起こったのか理解できない顔をしている。


    　咲さ月つきもまた準備していた魔導を停止させて、成り行きを怪け訝げんな表情で見守った。


    　仲間同士の諍いさかい……ふたりにはそうとしか見えなかっただろう。


    　陽翔が氷の上に着地する。


    　クライヴも体勢を立て直してエーギルの尻尾しつぽ側に膝ひざをついて着地。緩慢な動作で立ち上がり、陽はる翔とを見据えた。


    「ちょ、ちょっと！　ど、どういうことなの？　陽翔」


    「まさか、今のは……！」


    　陽翔の下に咲さ月つきと旭姫あさひが駆け寄ってくる。旭姫はまだ事態を飲み込むことができていないようだったが、咲月はどちらが仕掛けたか察したらしい。


    「クライヴ！　あなた、どうして陽翔を!?」


    　咲月が厳しい口調で問いかける。


    「ま、色々あってね」


    「な、なんで……。私たち、〝スバル〟でしょ……？」


    　咲月の瞳ひとみに涙が溜たまっていった。


    「六年も経てば、色々と状況は変わるもんさ。今のオレは〝スバル〟の敵なわけ」


    「おい」


    　陽翔が咲月の前に一歩進み出て、眼前の敵に切っ先を向けた。


    



    「これ以上、あいつの顔で、声で、クライヴを汚けがすな」


    



    　陽翔が表情を歪ゆがめて、鋭するどく睨にらみつける。


    「おいおい。汚すなって──」


    「俺はあいつのことをよく知ってる。確かに昔も、裏切り騒動があった。でも、それは〝スバル〟のためだった」


    「……」


    「あいつは、絶対に仲間を裏切らない──」


    　あの大立ち回りの後の、やけに無邪気な笑顔を思い出す。


    「いつだって、ひねくれ者なりに真っすぐなんだよ。〝スバルうち〟の変幻使いはな」


    　瞬間、男の口角がニイッと吊り上がる。


    　陽翔は金色の闘気を放出し、一気に身体からだに纏まとわせた。


    「──正体を現しやがれ！」


    　陽翔は氷を蹴けって地を走り、敵の懐ふところに潜もぐり込む。


    　胴体を薙なぐように、一いつ閃せん。


    　だが、それはナイフによって防がれた。


    「甘い一撃だな、陽翔」


    「当たり前だ。防がせるのが目的だからな」


    「な──」


    「本命はこっちだ！」


    　陽はる翔との金色に輝かがやく左ひだり拳こぶしが腹に突き刺さる。


    「ぐっ──」


    　そして、そこに闘気を流し込んだ。


    「昔、クライヴに教えてもらったんだよ。〈容姿変化プリテンド〉は闘気を流し込まれると維持ができないってな。だから、俺も自分の〈容姿変化〉を解除しないよう注意を受けてた」


    「貴様──ッ」


    「潮時だぜ──偽にせ者もの野郎」


    　クライヴの身体からだが、少しずつ変化していく。


    　まるで表面が溶けるように。


    　真の姿を現していった。


    　白いローブを纏まとった魔導士然とした男。それが陽翔の目の前にいた。身長は陽翔よりも少し小さいぐらいで、ローブから覗のぞく腕を見るにやつれているかのような細身だった。


    　表情は深く被かぶったフードによって見えないが、全身から不気味な雰ふん囲い気きを醸かもし出している。


    　手の甲には赤い紋章が刻まれていた。円の中に文様の描かれた奇妙なものだった。


    　クライヴとは似ても似つかない。


    



    「……まさか、我の変幻を見破るとはな。恐れ入った」


    



    　声もまた低く響く。


    　小さな声だというのに、その不気味さに肌が総毛立つ思いだ。


    「あなた──何者？」


    　旭姫あさひが警戒するように問う。


    「さて。そのようなこと、貴様らには関係ない」


    「……関係あるぜ」


    　陽翔がその男を、一挙手一投足を逃すまいと見据えた。


    「お前は〝グノーシス〟のメンバーだろう？」


    「………」


    　男はだんまりだが、口端がわずかに歪ゆがむ。


    　旭姫と咲さ月つきが揃そろって確認をするように陽翔に視線を向けた。


    「〝グノーシス〟って、あの超位ギルドの？」


    「貴たか法のりから、旭姫を狙ねらってるって聞いてたけど、まさか」


    　それだけじゃない。


    「旭姫のセンスに目を付けて、利用しようとしている連中だ。〈未来視プロフエアータ〉を使って、自分たちの望む未来へ繋つなげようってな」


    　今度こそ、男の表情が強こわ張ばった。


    「貴様、なぜそれを──いや、そうか。合が点てんがいったぞ。貴様らの背後にはやつが……【失刻の魔女アルターピリオド】がいるな？」


    「さて。誰のことやら」


    　男の鋭い視線が、陽はる翔とを射い貫ぬく。


    　だが、陽翔は決して怯ひるまない。


    「──実験は成功したが、少々考えを改めなくてはならないようだ」


    「成功だと？」


    「そのとおり。旭姫あさひの〈未来視プロフエアータ〉は過去に行おこなった分岐点まで遡さかのぼることができるとわかった。貴様も見てきたのだろう？」


    　旭姫ではなく、陽翔がゲームオーバーになった世界。


    　理想的で、穏やかで、しかし陽翔の住む場所ではない、もうひとつの現実。


    「唯一の計算違いは、【獅子心王クールドリオン】。貴様が戻ってきたことだ。しかも、行ったことも戻ってきたことも覚えているのならば、特異点と言って相違あるまい」


    　特異点。旭姫の〈未来視〉による世界の改変が行われても、記憶の影響を受けない存在。


    　すべて、エリシアの言っていた通りだった。


    「実験に留とどめておけと言われていたが、【失刻の魔女】が背後にいるなら捨て置けん。特異点たる貴様は尚なおのことだ、【獅子心王】よ。旭姫同様、現世からも消し去ってくれる」


    「な……現実の旭姫の死にもお前らが関わってるのか!?」


    「死にゆく者に答える必要はない」


    　そして、男はナイフを二本取り出し、構えた。


    



    「〝グノーシス〟、第六者。【神惨鬼貌ホロウカオス】のシモン。これより貴様らを埋まい葬そうする」


    



    　二本の切っ先が陽翔たちに向けられる。


    「〈光速長刃ブレードバレツト〉」


    　変幻の素材伸縮フリーストレツチ、その上位センスだ。


    　シモンのナイフが咲さ月つきの胸元を目掛けて、弾丸のような速度で伸びる。


    「はっ！」


    　陽翔が軌道を捉とらえ、剣を振った。


    　ナイフが折られ、虚空に投げ出されて下へと落ちていく。


    　だが、シモンはすでに懐ふところから新たなナイフを取り出していた。


    　こんなところもクライヴを装よそおっているようで、陽翔としては非常に不愉快だった。


    「旭姫あさひ、咲さ月つき。今は何が何だかわからないかもしれない。だが、とにかくあいつは敵だ。三人で倒すぞ！」


    「わかった！　クライヴに化けて騙だましたこと、絶対に許さないから！」


    「陽はる翔と！　あとで必ず説明しなさいよ！」


    　陽翔に続き、旭姫と咲月もシモンに対して臨りん戦せん態たい勢せいを整える。
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    　だが、敵はシモンだけではない。


    　ピキピキとガラスの割れるような音が断続的に響いてくる。


    　一部を氷漬けにされていたエーギルが拘束を破りつつあった。


    『ジャ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]！』


    　そして、完全に纏まとっていた氷が割れてしまう。


    　海の中でないことに苛いら立だっているのか、天を引き裂くが如き咆ほう哮こうをあげた。


    　こびりついた氷を落とすように胴体を擦こすらせる。


    「さて、ひとまず落ち着いてもらおうか」


    　一旦、跳躍して難を逃のがれたシモンが、エーギルの頭の上に立った。


    　すると、エーギルが石になったかのようにとぐろを巻いて固まる。


    　ぶるぶると震ふるえて、まるで金縛りにでも遭っているかのように。


    　咲月が訝いぶかしげな表情でエーギルを警戒する。


    「ボスモンスターを支配って……あり得るとしたら夢境センス？　でも、あいつって変幻のはずじゃ」


    　適性以外のセンスを使うことは不可能ではない。しかし、適性以外のセンスはちょっとしたアクセントに使えるぐらいでメインとして使用するには心こころ許もとない。


    　人の容姿を変化させ続けるのは変幻においても上級クラスのセンスだ。常に造形に気を使わなければ形は崩れ、バレてしまう。一瞬だけ変化させるのは他愛もないが、維持するのにとてつもないセンスが必要なのだ。その意味で、〝スバル〟全員を大人の姿に変幻させて、それを維持させていたクライヴのセンスは際立っていたと言えるだろう。


    　ただ、そこまで変幻を極めているのであれば、シモンの適性が夢境センスであることはあり得ない。


    　だが──。


    「さあ、見せてやろう。我らが秘術を……」


    　止まったエーギルの頭に手を置き、何事か呟つぶやき始めた。シモンの手の甲の紋章から文様の描かれた縄状の赤い光が出現する。


    　その縄はシモンの全身とエーギルの頭部に巻き付いた。


    「我わが意を汲くめ、エーギル」


    　シモンが印を組むと、彼の身体からだがエーギルの胴体に少しずつ埋もれていく。彼の姿は完全に飲み込まれ、見えなくなった。


    『──〈占心縛材デイープキヤプチヤー〉。在野に眠るセンスを解析し、体系として編み出された我らが秘術のひとつだ』


    　エーギルの口から、シモンの低い声が響く。


    　首の部分に、凹おう凸とつが生まれ、うっすらと彼の顔を形作る。まるで人面樹のようなその姿は不気味の一言だ。


    「やれるものならやってみろよ。ボスモンスターと一体化した程度で、【獅子心王おれ】を倒せると思うな！」


    『戯ざれ言を……』


    　エーギルがその巨大な顎あごを開く。


    　喉のどを震ふるわせ、渦巻く巨大な水流を吐き出した。


    　大津波を思わせる、恐ろしいほどまでに視界を、天を、地を──あらゆるすべてを覆おおい尽くすような水の壁だ。


    「くっ──熾おこれ、フェーローニア。焔ほのおの歪わい盾じゆん」


    　咲さ月つきが全員を守るように精霊を使し役えきして焔の壁を張る。ぶつかった水流を蒸発させながら、散らす防御用の魔導だ。


    『様子見か？　なら、このまま押し切らせてもらう』


    　エーギルが先ほどの水流が終わらないうちに、再び水流を口から吐きだす。


    　超広範囲を制圧するように吐き出されるブレスは避けるには範囲が広すぎた。陽はる翔とは闘気で無理矢理耐えることはできるだろうが、咲さ月つきと旭姫あさひはそうはいかない。


    　まずはこれを凌しのぐことを考える──。


    『凌げば反撃が可能……そう思ってはいないか？』


    　三回目の水流が襲おそいかかった。


    　咲月の炎の壁は耐えきれないというように大きく歪ゆがむ。


    「……ごめん、ふたりとも──爆はぜよ、フェーローニア。焔ほのおの砲ほう盾じゆん」


    　咲月が焔の歪わい盾じゆんに精霊の力を流し込んだ。


    　瞬間、壁が凄すさまじいエネルギーを伴って爆発する。


    　そして、三人とも衝撃波によって吹き飛ばされた。さらに水流までも弾はじき返す。


    　衝撃波によって自らも若じやつ干かんのダメージを負うものの、攻撃を荒っぽく防ぎつつ、距離を離すためにも使われる盾たての爆発魔導だ。焔の歪盾では防ぎきれないと悟ったのだろう。


    「こんな広範囲の大技三連発なんて。……強いわよ、こいつ」


    　咲月が毒づくように呟つぶやく。


    　しかも、エーギルはすでに次の攻撃態勢を整えていた。


    『今度はどうかな？』


    　エーギルの胴体が淡く光り出し、その光が次々と弾ける。身体からだに大量の雷撃が纏まとわり付いていた。


    　そして、その雷撃が──全方位に拡散される。


    　喰らってしまえば神経まで冒され、スタンする危険度の高い雷による攻撃。


    　陽翔は咄とつ嗟さに闘気で防御。咲月も精霊を繰り出し、再び盾を張った。


    『だが、旭姫は防ぎようがあるまい』


    「バカにしないでっ！」


    　旭姫が銃を構え、眼前に向けて弾を発射。


    　発射された弾丸は即座に弾け飛び、旭姫をドーム状の膜で覆おおった。防御用の弾丸だ。


    　膜は雷撃に触れ、破壊されたがどうにかエネルギーを散らす。中の旭姫もダメージを喰らったが大ダメージにはなっていない。


    『こざかしい真ま似ねを』


    「くそ、厄やつ介かいな攻撃をしてきやがる……！」


    　こうも広範囲に致命的な攻撃を繰り出されては、反撃の隙すきもない。


    『ボスモンスターはいつだって貴様らプレイヤーを蹂じゆう躙りんすることができる。貴様らが勘違いをしているだけだ』


    　シモンは浮き上がっている顔を得意げに歪める。


    『モンスターはプレイヤーが勝てるように調整をされている。貴様らプレイヤーは勝利という偽いつわりの美酒に酔っているにすぎん』


    「調整、だと？」


    『そうとも。どのようなモンスターにもルーチンが組み込まれて、こいつらはプログラムに従って動いているに過ぎん。狙ねらう相手との距離や相手の攻撃力を計算し、状況に応じて様々な技を繰り出すが……我が操っている以上、そのような制約には縛られない』


    　通常、モンスターはボスも含めてすべての行動がプログラムされている。


    　エーギルは噛かみ付き、爪による引き裂き、尻尾しつぽの振り回し、水流ブレス、雷撃等々、多種多彩な技があり、その時その時でバランスよく選択し、攻撃を行ってくる。時には悪手と思われるものも交えながら〝プレイヤーが楽しく盛り上がれるよう〟設定されているのだ。


    　だが、人が操るのであれば、そんな無駄なことをする必要もない。ただただ、気力が持つ限り、効率的に大技を繰り出せばいいだけだからだ。


    『それに──』


    　エーギルが上半身を起こし、無数の鋭利な肢あしを向けてくる。


    　そして、その肢を射出したかと思うと、閃光のように光の槍へと変化させた。


    「──変幻！」


    『モンスターと一体化しているからと言って、我のセンスが使えないわけではない』


    　襲おそい来る無数の光の槍は、まるで壁のようで抜ける隙すき間まもない。


    　しかも、剣で斬ろうにも光はすり抜けてしまう。


    「──護まもれ。キムラヌート、エーイーリー、シェリダー、キュクロープス！　四方堅陣」


    　咲さ月つきが四体の精霊を使って、広範囲の盾たてを展開。


    　離れた旭姫あさひや陽はる翔とまでもを覆おおった巨大なものだ。


    　盾は光の槍を、まるで方向転換でもさせるかのように弾はじいた。外に展開した重力によって光を微かすかに曲げ、曲げきれないものを物理的に防いでいるのだ。


    「つぅっ……」


    『さすが【精霊の女王イノセンシア】。だが、そんな巨大な盾では維持するのもつらかろう』


    　シモンの言うとおり、咲月はかなり疲ひ弊へいしていた。


    　少しでも範囲を狭くするべく、陽翔と旭姫はすぐに彼女の下に駆け寄る。


    『粘るな。ならば、こうだ』


    　弾かれた光の槍が意志を持ったかのように方向を転換し、再び盾に向かった。


    　だが、今度は光の槍を一点に集中し、重力の影響を受けづらくして、貫こうとしている。


    「しまっ──」


    　槍が小さな穴をこじ開けると、そこを起点に盾をバラバラに破壊した。


    　三人は散開し、紙一重で巨大な光槍を避ける。


    　槍は氷の大地を抉えぐり、その下の水みず柱ばしらを盛大に吹き出させた。


    『当然、避けるのも読んでいる……』


    　エーギルがいつの間にか旭姫あさひの背後に回り、


    「きゃあっ！」


    　その鞭むちのような尻尾しつぽで吹き飛ばす。


    「旭姫ッ！」


    　陽はる翔とはすぐさま跳躍し、空に投げ出された旭姫の身体からだを抱え込んだ。


    「あ、ありがと、陽翔」


    「いや、いい。お前が一番、防御用の手段が少ないからな」


    　陽翔が旭姫の盾たてになりながら戦うべきなのだが、この苛か烈れつな攻撃下ではその場に縫ぬいつけられてしまう。


    『これぞ、人が操るモンスターの強さだ』


    　攻撃に転じる隙すきがなかった。


    　生半可な攻撃があの鱗うろこに通じないことは、前回の闘いでわかっているというのに。


    　光の槍として飛ばした肢あしはすでに復元され、いつでも射出できる状況にある。


    「〈十六砲陣イザヨイ〉！　──〈大いなる座に……」


    『そんな大技を、みすみす打たせるとでも？』


    　精霊を多数展開しようとしていた咲さ月つきだったが──。


    　突如、地の氷が割れ、その下から光が放出された。


    「さっきの光の槍!?」


    『消したと言ったか？』


    　光は何本にも分かたれ、空に吹き飛ばされた咲月に向かって伸びる。


    　咲月は身を翻ひるがえして、風の精霊の力を使って自身の身体を横に吹き飛ばした。


    「くあっ……！」


    　しかし、すべてを避けることはできず、身体から僅わずかに血しぶきを散らす。


    『さて。まずは厄やつ介かいな方から片付けるとしよう』


    　そして、咲月が吹き飛んだ先──そこにはエーギルの尻尾が待ち構えていた。


    　エーギルにぶつかった咲月はそのまま巻き付かれ、身動きが取れなくなってしまう。


    「咲月っ！」


    　陽翔はすぐさま跳躍し、エーギルに向かう。


    　エーギルの曲がりくねった胴体を蹴けりながら方向を転換しつつ、肢や牙きばの攻撃を躱かわして咲月の下へ。


    「は、陽翔っ……！　剣を！」


    　咲月のすぐ近くには七星剣プレアデスが刺さっていた。


    　──七星剣プレアデスさえあれば……っ！


    　その柄えを手に取る。


    　だが、その刀身は抜けなかった。


    　まるで主あるじの意志を拒否するかのように。


    「な……！　お、おい!?」


    　エーギルから無数の鱗うろこが剥はがれ、それが四方八方を飛び回り、陽はる翔とを襲おそう。


    　陽翔は咄とつ嗟さに闘気で身を固めたが、大量の鱗に身体からだを弾はじかれて剣を手放し、エーギルから吹き飛ばされてしまった。


    『これは喜劇だな。剣にまで見放されたか』


    　そんなはずはない。前回、柄えを握った時は、まさに待ち望んでいたようだった。


    　それが抜けないということは、答えはひとつ。


    　──あいつ、自分の意志で刺さってるのか。


    　陽翔には、すぐにわかった。


    　七星剣は〝スバル〟が作り、鍛え上げた剣。


    　その中には心奏も入っている。旭姫あさひの与えた魂たましいがあるのだ。


    　喋しやべるわけでも、語りかけるわけでもない。


    　それでも、あれは剣として敵を倒すための意志を持っている。


    　シモンとエーギルが一体化してしまったことで、『今はエーギルに刺さっていた方がいい』と判断を下しているのだ。


    「くっ……！　は、離しなさいよ……！」


    　だが、危機に七星剣が使えないことには変わりない。


    　咲さ月つきが藻も掻がいても、その拘束はまったく解けそうになかった。


    「精霊よッ！」


    　咲月が精霊を出現させた瞬間、巻き付く力が増す。


    「ああああああああっ！」


    「咲月ッ!!」


    　見る見るうちに咲月のＨＰが減っていった。魔導の阻そ害がいをされているのか、精霊もすぐに消えてしまう。


    『貴様の精霊は最も厄やつ介かいだからな。大人しくしててもらおうか、【精霊の女王イノセンシア】。そして【獅子心王クールドリオン】、貴様も動くな。動けば、この女は殺す』


    　エーギルが頸くびをもたげると、不気味な人面が旭姫を見据える。


    『さて、旭姫。おあつらえむきの状況だぞ。その力は、仲間の危機にこそ覚かく醒せいする。さあ、ここで覚醒せよ。可能性を広げてみよ。我らが望む世界を見せるのだ』


    「や、やめてっ!!　何を言ってるの？　全然わかんないよ！」


    『ならばこの女を殺す。せいぜい我らの役に立って死んでもらうだけだ。【獅子心王クールドリオン】もいるし、ひとりぐらい構わない』


    　旭姫あさひは銃を構えたまま固まってしまった。


    　仲間を人質に取られて、陽はる翔とも手出しができない。


    「くそ、どうしたら……！」


    　苦しそうな咲さ月つきの表情が目に入る。


    　わざわざ顔を見せているのは、旭姫の覚かく醒せいを促うながすためなのだろう。苦痛な顔を見せて、脅おどしているのだ。


    『さあ。早くせよ。どうなっても知らんぞ』


    　目に見えて咲月のＨＰバーが縮んでいく。


    　一気に減らすことなく徐々に徐々に嫌らしく。


    　旭姫の表情からどんどん血の気が失うせていった。


    「覚醒って、何言ってるの？　あたし、全然わかんないのに……！」


    『貴様が自覚する必要はない。ただ、友の危機を感じればよいのだ』


    　咲月のＨＰがさらに減っていく。止まらない。ＨＰバーがあと数秒もすればゲームオーバーという短さになっていった。


    「やめて……！」


    『さあ』


    「やめて……！　お願い……！」


    『さあ、覚醒せよ』


    　旭姫の身体からだが淡く光り始める。


    　その光景に陽翔は目を剥むく。


    　──まさか覚醒しようとしているのか？


    　だが、動けない。


    　自分が動けば、その瞬間に咲月は殺される。


    　いや、このままでも咲月は死ぬのだ。


    　ならば、いっそ──！


    



    「こういう搦からめ手をやられると、意外に脆もろいんだよな。〝スバル〟は」


    



    　虚空に突然、そんな声が響いた次の瞬間──咲月に巻き付いていた胴に何十本ものナイフが突き刺さった。


    『ジャ[image: ]ッ！』


    　エーギルが悲鳴をあげる。


    　予期せぬ奇襲に胴体が緩ゆるみ、咲さ月つきが地面へと落ちていった。


    　陽はる翔とは我に返ると、すぐに闘気を足に集中。氷の大地を蹴けって咲月に向かって飛翔する。


    　その身体からだをしっかりと抱き留めた。


    「咲月、大丈夫か！」


    「だ、大丈夫。で、でも、今のって」


    　エーギルが周囲を見渡すように顔を振る。


    『何者だ。姿を見せよ』


    　すると、


    「──そんなの、オレ以外に誰がいるって言うんだ？」


    　エーギルの胴体に突き立てたナイフ。その柄えの上に、いつの間にか彼女は立っていた。


    　海風をものともしない立ち姿は、まさに女海かい賊ぞくのごとく──眼帯の下に、ニヒルな笑みが浮かぶ。
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    「ア、アルビダ!?」


    「いや……違う」


    　咲月と陽翔の目の前で、まるでメッキが剥はがれ落ちるように、彼女の姿が変化していく。


    　現れたのは、悠然と構えたひとりの少年。


    　黒いニットを被かぶり、柔らかそうな金髪が僅わずかに覗のぞいていた。赤いジャケットの襟えりと袖そで口ぐちには黒毛のファーが付いており、中には胸元が大きくＶ字に開いたシャツを着込んでいる。全体的に軽装で軽薄な雰囲気の身なり。


    〝スバル〟の変幻使い──クライヴ=ヴィヴァリー。


    　不敵な笑みを浮かべて、彼は三人に視線を送った。


    「さて、三人とも準備はいいかい？」


    　本当の再会も束の間、彼はすぐに戦闘態勢を整える。


    　咲月は慌あわてた様子で、クライヴに向き直った。


    「ちょ、ちょっと！　クライヴ？　いきなり来て何言ってんのよ!?　そもそもアルビダはどこに行ったの!?」


    「積もる話はまた後でね、咲月。心配せずとも、彼女は元からここにはいないよ」


    「じゃ、じゃあ最初から化けてたってこと!?　なんでよ！」


    　するとクライヴは、どこか幼さを感じさせる無邪気な笑みを浮かべ、


    「だって、そっちのほうが楽しいだろ？」


    「んな──」


    「おいおい、呆ほうけてる場合かい。ここは戦場だよ？」


    「……わ、わかってるわよ！　終わったら絶対に話を聞かせてもらうからね！」


    「オーケー。それでこそ咲月だ。ふたりも、いいね？」


    　今度は旭姫あさひと陽はる翔とに向けウインクする。


    「う、うん……うん！」


    　旭姫が半分涙目で、けれど、嬉しそうな顔で頷うなずく。


    　陽翔も昔を思い出したように笑みをこぼした。


    「あいかわらずマイペースだな、クライヴ」


    「それがオレだからね。でも、ちゃんとピンチには駆けつけただろ？」


    「俺が刺された時はスルーだったけどな」


    「ははは、ごめんごめん。あれはオレも焦あせったけどね。クレームはエリシアまで頼むよ」


    　意外な名前が出てきた。エリシアと繋つながっているのか。


    　気になることは山積みだ。


    　とはいえ──確かに、彼は来てくれた。今は、それだけで十分だ。


    「頼りにしてるぜ、クライヴ」


    「任せなって、陽翔」


    〝スバル〟の星が、またひとつ舞い戻る。


    『よもや本物がお目見えとはな』


    　エーギルが刺さったナイフを筋肉で押し出すようにすべて抜くと、それらがすべて氷上へと落ちていく。


    　そして頭をもたげ、クライヴに狙ねらいを定めた。


    「どうも、ニセモノさん。オレの仲間が世話になったみたいだね」


    『だが、ひとり増えたところで同じことだ。ここで旭姫あさひ覚かく醒せいの礎いしずえとなってもらおう』


    「生あい憎にくと人の駒になるのは趣味じゃない」


    　クライヴは懐ふところから何色もの宝石を取り出し、上へとばらまく。


    「〈ミリオンエッジ〉！」


    　宝石がすべて切っ先鋭いナイフに変化。そして、推進力を得たようにエーギルに彗すい星せいのごとく襲おそいかかった。


    　エーギルは固まるようにとぐろを巻き、尻尾しつぽを引き絞ると飛んでくるナイフに向かって振り上げる。


    　風圧と硬い外殻に、ナイフは呆あつ気けなく弾はじかれた。


    『豆鉄砲でも撃っているのか？』


    　エーギルが嫌らしく笑い、ナイフが飛んできた方向を睨にらむ。


    　だが、すでにクライヴはそこにはいない。


    『どこに──』


    　左右を見渡し、


    『上か！』


    「下さ──」


    　エーギルの下にある一部の氷が炎となって、クライブと同時に飛び出した。


    『なっ……！』


    「〈プロパティリバース〉。属性を真逆に変幻させるセンスさ」


    　強烈な火に炙あぶられ、エーギルの強きよう靱じんな鱗うろこが焦こげ付いていく。


    「さあ、咲さ月つき。君の出番だ」


    「わかってるわよ！」


    　咲月の鞭むちが振るわれ、二体の精霊が出現。


    「さっきはよくもやってくれたわね──貫け、ネレウス、エーイーリー。水の荊けい棘きよく」


    　氷の海が隆起し、エーギルへと纏まとわり付く。


    　再び、エーギルは氷漬けとなった。


    『二度も同じ手は通じん』


    　ところが、その氷はすぐに砕かれてしまう。拘束することはできなかった。


    「拘束が理由じゃないんだな」


    　クライヴが上空からエーギルへと接近。


    　エーギルが口から飛ばしてくる細かな水弾を手に持ったナイフで弾きながら、


    「〈ブラッドスパイダー〉！」


    　広がった蜘く蛛もの肢あしのようにナイフを繰り出した。


    『そのようなちゃちなナイフなど──』


    　避ける必要すらないと判断したのだろう。


    　エーギルは不動の構え。反撃のために無数の肢をクライヴに向けながら、防御を固めている。


    　しかし、ナイフがエーギルの胴体に当たった瞬間──鱗うろこが砕け散った。


    『な……』


    　エーギルの真下に着地して、クライヴは不敵に笑う。


    「温度差による崩壊さ。燃やして冷やして分子の結びつきをちょっと弱めてね。貴たか法のりのコピーなんだけど、結構効くだろう？」


    『貴様……下らない真ま似ねを』


    「下らない真似。ねえ」


    　その単語に面白いジョークを聞いたというように眉まゆが上がる。


    「それをしたのはお前だろう、シモンとやら。まさかオレに変幻して仲間を不意討ちするとはな。呆あつ気けなく騙だまされた陽はる翔とたちにも言いたいことはあるけど……同じ変幻使いとして、少々、腹に据えかねたものがあってね」


    『だからどうしたというのだ』


    「なに。簡単なことさ。意趣返しって知ってるかい？」


    　クライヴが二本のナイフを逆手に構え、氷上を滑るようにエーギルへと疾駆する。


    　エーギルの胴体から降り注ぐ光の槍を巧たくみに躱かわしながら胴体へと上った。その巨体を足場に自由自在に動いて、鋼こう糸しで振り子のように絶えず移動しながら脆もろくなった身体からだにナイフを突き刺していく。


    『なんだ？　これが意趣返しか？　蚊かに刺されたとも思わんぞ。笑わせてくれる』


    「笑えるうちに存分に笑っておきなよ。お前さんはもう詰んでるんだぜ。オレたちに喧けん嘩かを売った時点でな」


    　エーギルの身体で好き勝手にやっているクライヴが陽翔に視線を投げる。


    　──陽翔も来いよ。


    　そんな言葉を感じ取った陽翔は、すぐさま氷を蹴けってエーギルに向かって剣を振りかぶる。


    「俺も負けてられないな！」


    　脆くなった鱗ごと斬り裂いた。市販の剣が一本ダメになったが、すぐに代わりの剣を取り出し、その手に持つ。


    「合わせなよ、陽翔！　旭姫あさひも！」


    「おうよ！」


    「うんっ！　任せて！」


    　クライヴが上空に大量のナイフをばらまいた。


    　それが変幻で融合し、ひとつの巨大な剣となる。エーギルの巨体に勝るとも劣おとらない、叩たたき付けるための剣。


    「はあああっ！」


    　陽はる翔とが跳躍。ありったけの闘気を込めた右脚で、叩きつけるように蹴けり下ろす。


    　巨大剣は重力と遠心力を味方につけ、勢いのままエーギルに直撃した。


    『ジャアアアアアアッ、ジャアアアアアアッ!?』


    　胴体を抉えぐるような一撃に、エーギルが絶叫をあげた。


    「これで終わりじゃないぜ」


    　巨大な剣が無数のナイフに戻る。


    　──注がれた闘気を伴って。


    　クライヴは鋼こう糸しを手繰り、エーギルにナイフを次々と突き立てていく。


    「〈マリオネット・プロポーショナル〉」


    　そして、手と指を巧たくみに動かした。


    　エーギルの身体からだが操り人形のようにあらぬ方向に曲がる。


    「どうだい？　人を思う通りに操ってたアンタが、人に操られる気分は？」


    『これが意趣返しというわけか。小こ癪しやくな……』


    「刃にはかえしをつけたからな。さっきみたいに筋肉だけじゃ押し出せないぜ。それにオレにばっかり気を取られてていいのかい？」


    　そこに待ち構えていたのは、銃を構えた旭姫あさひだった。


    「貫けぇー！」


    　旭姫が発砲。


    　クライヴが操作する鋼糸を縫ぬうように、弾丸がエーギルを貫いた。


    「ひゅう。こっちの鋼糸が一本も切断されなかった。完璧だよ、旭姫」


    　クライヴが余裕な言葉を呟つぶやきながら、旭姫の弾丸が急所に当たるよう、エーギルの身体をさらに操り続ける。


    　まさに変幻自在。


    　彼がいることで、〝スバル〟には選択肢が飛躍的に増えるのだ。


    『こ、このようなもの……』


    　エーギルの身体から内部に溜ためられた雷かみなりが一気に放出された。


    　大容量の電撃が鋼糸を伝ってクライヴへ向かう。


    『貴様の神経ごと、焼き尽くして──』


    　だが、雷撃は途中でフッと消えてしまう。


    『な……』


    「ゴムは電気を通さない。子供でも知ってるさ」


    　いつの間にかナイフは鋼こう糸しごとゴムに変化し、電撃が拡散されていた。


    『おのれ……』


    「もうすべてのカードを切ったのかい？　そんなわけはないよな」


    　鋼糸は様々な物質に変幻しながら、自由自在にエーギルを束縛する。


    　時に緩ゆるめ、時に縛り、エーギルはまともに動けなくなっていた。


    「〈獅子なる流星の一撃レオニダス〉！」


    　陽はる翔とが剣に連なる光の流星群を一いつ閃せんと共に放つ。


    　エーギルの胴体を軽々と斬り裂き、そこを食い破るように獅子の闘気が噛かみ付いた。鱗うろこがボロボロと剥はがれ落ち、エーギルの肉を食い千切る。
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    　ＨＰは確実に減っており、堪こらえきれないようにエーギルから苦く悶もんの叫びが漏もれた。


    『もう許さんぞ……。貴様らを全員まとめて殺し、強制的に旭姫あさひの覚かく醒せいを促うながしてくれる──！』


    　シモンの顔が獰どう猛もうなものへと変わる。


    　エーギルの身体からだが止まり、小刻みに震ふるえ始めた。深々と刺さっていたナイフが、肉を裂く音と共に無理矢理引き抜かれる。そこかしこから体液が溢あふれ、止とめ処どなく流れていった。


    「三人とも、離れろ！」


    　敵の体内で何か危険なものが生成されている。陽翔の闘気はそれを鋭えい敏びんに察知したのだ。


    　旭姫が真っ先にエーギルから離れ、クライヴと咲さ月つきもそれに続いた。


    『来たれ──』


    　そして、エーギルが天を仰ぐように身体を引き起こすと、雷鳴が迸ほとばしり、周囲が白に染まっていく。


    　その中に四つの黒い髑髏どくろがはっきりと見えた。


    「あ、あれは……エーギルを出現させた──」


    『くくく。このアイテムはエーギルだけを出現させるものではない』


    　禍まが々まがしい髑髏が弾はじけると雷かみなりの中から、何かおぞましいものが浮かび上がる。


    　太く鋭えい利りな牙きばと角を持つライオンにも似たモンスターが。


    　羽ばたきが暴風を作り出す猛もう禽きん類らしきモンスターが。


    　全身を針で覆おおったかのような鮫さめと形容できるモンスターが。


    　そして、鱗ひとつひとつが炎となった竜型のモンスターが。


    　エーギルの大きさに勝るとも劣おとらないモンスターたちがそこにいた。


    『この海域には多くのボスモンスターが配置されている。出てくる規則は決まっていないがな』


    「まさか、絶艦海域ロストペンタゴンに巣食うモンスターの情報がバラバラだったのって……」


    『そのとおりだ、【精霊の女王イノセンシア】。死海王エーギルは、その中の一体に過ぎない──いや、この五体を合わせた概念こそがエーギルと呼ばれている』


    　シモンはさらに続ける。


    『これで終わりではないぞ。我の変幻の奥義とも言うべきセンス、思い知るがいい──！』


    　五体のモンスターが、シモンへと近づき、その肉体に埋め込まれていく。


    「融合──！」


    『くくくくく。このボスモンスター五体を融合させることで、エーギルは完全体となる──』


    　強きよう靱じんな四肢が生え──。


    　鋭えい利りな翼が生え──。


    　全身に針が生え──。


    　その針が地獄の業ごう火かのように燃え盛る──。


    　すべてが融合し、奇怪なモンスターとして具現化した。


    『もはやボスモンスターと呼ぶのもおこがましい超生物の誕生だ』


    　暗雲の中に雷鳴が轟とどろいた。


    　はためく翼で風が吹き荒れる。


    　全身で燃える炎が、凍こおった海水を急速に溶かしていった。


    『雷かみなりと水だけではなく炎も風も、こいつはあらゆる自然を凌りよう駕がする。海の中だけではなく、大地の上であろうと空であろうと思いの儘ままだ』


    　当然、ステータスもあらゆるものが上がっている。


    　今までに感じたこともないようなプレッシャーが、闘気を通じて強烈に伝わってきた。


    「咲さ月つき！」


    「わかってる！　──奔はしれ、アクゼリュス。翠みどりの暴走」


    　咲月が魔導で天高く飛翔する。


    　クライヴも跳躍し、三本のナイフを投げると、それらは薄いボードのような形に変幻する。


    「──揺蕩たゆたえ、アクゼリュス。翠の扶ふ翼よく」


    　その板が風の魔導を浴びて、ふわりと浮き上がった。


    　咲月のように縦じゆう横おう無む尽じんに飛翔する力こそないが、滑空や旋回なども可能な空を飛ぶための連携センスが備わったボードだ。


    　そのボードに陽はる翔とと旭姫あさひが乗り移り、クライヴもまたボードに着地する。


    『空に逃げたか。だが、その程度のこと、想定済みよ』


    　海はもう完全に溶け、嵐あらしのように猛たけっていた。


    『さあ、刮かつ目もくせよ』


    　一ひと際きわ、強烈な光。


    　雷が停泊していた船に直撃。船体が割れ、沈んでいく。


    　瞬く間にエーギルの周囲で雷撃が発生し、雷鳴が轟く。


    　風も吹き荒れ、炎の怪物が猛る海は、もはや地獄絵図のようだった。


    「くそっ」


    　陽はる翔とは風を縫ぬうようにボードを飛ばしてエーギルに近づこうとするが、雷撃によって阻はばまれてしまう。


    　クライヴもナイフを投とう擲てきするが、風に阻まれ、届いていない。旭姫あさひの弾丸も同様だ。


    『さあ。そろそろ閉幕といこう。ダラダラと続ける気はないのでな』


    　雷かみなりがさらに激しさを増し、視界を埋めていく。


    　もはや誰の声も聞き取れないほどの轟ごう音おんが鳴り響いた。


    「五大モンスターのエネルギーを、すべて雷に変幻──」


    　エーギルの周囲にあふれた炎が、水が、風が、雷へと姿を変えていく。


    　空が真っ白になる。これまでの雷とは比較にならない。


    『〈天雲崩落トールハンマー〉』


    　その瞬間、空が落ちてきた。


    　もはやそう形容するほかない。


    　空をすべて覆おおったかのような雷が、落ちてきているのだ。


    　こんなもの、避けようがない。


    「〈インターセプト〉」


    　クライヴがナイフと鋼こう糸しを使って、雷撃に対する壁を作る。恐らくは絶縁体──電気を通さない素材だろう。しかし──


    『そんなもので防げるわけがないだろう。ゴムとて絶縁耐力が無限なわけではない』


    　絶縁体の壁はあえなく破壊されてしまう。


    「くっ──築け、キムラヌート。土の塁るい壁へき」


    『無駄だ無駄だ。一度、発動した〈天雲崩落〉を止めることなどできはしない』


    　魔導の壁もまた呆あつ気けなく消滅し。


    　瞬またたく間に、咲さ月つきとクライヴが雷の空に飲み込まれた。


    「咲月ッ!?　クライヴッ!?」


    「ちくしょう……！」


    　陽翔は自身のボードから跳躍し、海面すれすれを滑空していた旭姫のボードへと移る。


    「陽翔！　二人が……っ！」


    「………」


    　わかっている。


    　──だが、考えている余裕はない。


    　陽翔は金色の闘気を全力で展開し、自身とそして旭姫の身体からだに纏まとわせた。


    　回避できない攻撃であれば、可能な限り防御力を上げるしかない。


    　闘気の性質をすべて防御に振り切り備えた。


    　天雲が海へと崩落する。


    「くあっ！」


    「きゃあっ！」


    　とてつもない衝撃が陽はる翔とと旭姫あさひを襲おそった。


    　陽翔は途切れそうになってしまう闘気を絶やさずに旭姫に送り続ける。


    　少しずつＨＰが減っていき、バーが縮んでいった。一瞬でも気を抜けば、ＨＰを一気に持って行かれてしまう。


    「はああああああっ！」


    　こめかみの血管が千切れ、血が頬ほおを濡ぬらしても、闘気を衰おとろえさせることはなかった。


    　長い時間のように感じた一瞬。


    　雷かみなりは過ぎ去り、攻撃が終わる。


    『まさかこの一撃を耐えるとは。【獅子心王クールドリオン】の力を少々侮あなどっていたようだな』


    　陽翔と旭姫はどうにか耐えきっていた。ふたりともかろうじてＨＰが残っている。


    『だが、お仲間は耐えきることができなかったようだ』


    　慌あわてて周囲を探る。


    　だが、クライヴと咲さ月つきも、その姿を消していた。


    「咲月……？　クライヴ……？」


    　旭姫が口を両手で押さえるように挟み込む。


    　まるでその状況を信じることができないように。


    「嘘うそ、だろ……」


    　陽翔とて信じることなどできない。


    　あのふたりが、ゲームオーバーになったなど……。


    　そのショックに旭姫の表情が絶望に支配される。


    「い、いや……」


    『さあ、来い。〈未来視プロフエアータ〉よ。我らに新たな可能性を──！』


    　旭姫の身体からだが淡く光り出し──。


    



    「勝手に殺さないでもらいたいね」


    



    　エーギルが空から降ってきた何かに吹き飛ばされる。たまらず水みず柱ばしらを立てて海中へと沈んでいった。


    「お返しよ──奔はしれ、トール。朱あかき稲いな妻ずま」


    　轟ごう音おんと共に赤い雷いかずちが迸ほとばしる。


    『ギャアアアアアアアアアアアアアア！』


    　海に電気が帯電し、エーギルは海から逃げるように再び、空へと浮上した。


    『馬鹿な、貴様ら。間違いなく死んだはず……』


    　しかし、クライヴと咲さ月つきはそこにいる。


    　ニヒルな笑みを浮かべて、クライヴはボードに乗って浮遊していた。その身は帯電し、微かすかな白いスパークを発生させている。


    『まさか、さっきの貴様らは……』


    「可視光を変幻させて、攻撃を喰らったように見せたのさ。〈インヴィジブルアイ〉なんて久しぶりに使ったね」


    『だが、発動した時点で〈天雲崩落トールハンマー〉よりも、さらに上空にいなければ、防ぎようがなかったはず……』


    「咲月がいたからね」


    「まったく。間一髪だったわ」


    　クライヴの隣となりに浮いている咲月もまた帯電していた。


    　そして、咲月の周囲を雷かみなりの精霊が回っている。


    「私が〈天雲崩落〉に向かって雷撃を放って、クライヴがそれに私たちの身体からだを同化させたのよ。その一瞬で雷の空を抜けるように躱かわしたってわけ」


    「雷に変幻したってわけさ。雷が雷にダメージを喰らう道理はないからな。陽はる翔とと旭姫あさひまでは間に合わなかったけど、まあ陽翔なら旭姫を守った上で耐えられるはずだしね」


    　浮き上がったシモンの凹おう凸とつがさらに険しくなる。


    『貴様ら、こうして共に戦うのは六年ぶりのはず……。そこまで息を合わせることなど』


    「オレたちは濃密な時間を過ごしてきたんだ。六年ぶりだろうと、仲間が何を考えているのかはわかるつもりさ。退屈じゃない方法を選んでいけば、自おのずと息が合うんだよ」


    《ユニオン》の頃から、クライヴは他のメンバーと連携することが多かった。変幻の利便性に、皆みんなが頼っていたからだ。


    　変幻で大人の姿になっていたのも、彼が〝スバル〟の面々を知り尽くしていなければ無理だっただろう。


    　クライヴは覚えていてくれたのだ。


    　連絡が取れなくとも、咲月のことを、陽翔のことを、旭姫のことを。


    『戯ざれ言を……！　ならばもう一度、同じものを放てばいい。何度もできる曲芸ではなかろう』


    　再び、周囲に雷鳴が轟とどろくと同時、クライヴがナイフを両手に構える。


    　勢いよく腕を交差させると、指の間にナイフがずらりと現れた。


    　そして、エーギルに向かって滑空する。


    「いやっほぅ！」


    　エーギルが胴体に生はえた無数の針を飛ばすが、クライヴがナイフを振るとすべて正確に弾はじき返された。強きよう靱じんな針が仇あだになり、次々と突き刺さっていく。


    「はあっ！」


    　そして、接近してまるで鷹の爪のようになっている手を振るった。


    　エーギルの炎の針がまるでガラスのようにパキパキと折れていく。


    『き、貴様にそんな攻撃力、あるはずが──』


    「お前の胴体を変幻させればわけないことさ。ここまで戦いながら、何度も直接触れさせてもらったからな」


    『こ、こんな──っ』


    　エーギルが翼をはためかせ、クライヴから距離を取った。


    　だが、


    「〈フェニックスフェザー〉！」


    　クライヴがナイフと鋼こう糸しで鳳ほう凰おうを編み上げる。


    　暴風をものともせずに羽ばたき、まるで生物のようにエーギルに向かって滑空。その翼でエーギルを斬り刻んだ。
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    　エーギルのものか、シモンのものか、どちらの悲鳴か判断がつかない。


    　鳳凰はいつの間にか形を崩し、ナイフと鋼糸に戻る。そして、生きたように動き、エーギルの胴体をまるで繭まゆのように絡め取った。


    『なめるな──！』


    　エーギルは身体からだの炎を噴出させて、クライヴの鋼糸を焼き切った。


    『貴様ら。もはや、逃げられると思うな……！』


    　怒りという言葉では生なま温ぬるい──鬼の形相。


    『センスを超えた真に理不尽な攻撃というものを思い知れ……』


    　エーギルの真上に穴が空く。


    　それを見た陽はる翔とは、ぞくりと危険な気配を感じ取った。他の面々もまた脅きよう威いであることを一目見て察したらしい。


    　現れたのは──赤き光球。


    　亜空間らしき場所から引き出されたそれは周囲に火花を散らしながら思う存分、熱を撒まき散ちらしている。


    『〈異界轟雷ケラウノス〉』


    　擦かすっただけでも、ゲームオーバーになりかねない攻撃。


    　あれが海に落ちれば、周囲一帯の海水すら蒸発──いや、この一帯が抉えぐり取られ、海底火山の噴火をもたらすだろう。


    　もっとも、その前に全員の身体が一片残らず消し飛ぶことになるが。


    『堕おちよ、〝スバル〟の星々』


    　シモンが勝ち誇った顔で〝スバル〟の面々を見み遣やる。


    　だが──陽はる翔とたちに焦あせりはない。


    　皆みんながいるから。


    　どんな絶望があろうとも、希望を切り拓ひらくことができる。


    　六年前はこれ以上の絶望を味わってきたのだ。


    「行くわよ、三人とも！」


    　まず咲さ月つきが口火を切った。


    「理不尽さなら負けるつもりはないわ。女王の勅令よ！　全員、出てきなさい！」


    　咲月の周囲に、現れる二十八体の精霊たち。


    　脳の電気信号が激しく行き交い、耳鳴りがガンガンと響く。十六体を超える同時使役は脳にかかる負担があまりにも大きい。


    　前回は完全に制御しきれずに途中で霧散させてしまった。


    　だが、二度も同じ失敗は犯せない。


    【精霊の女王イノセンシア】の誇りにかけて。


    「何体であろうと、制御してみせる──滅せよ、〈二十八精四方七将陣フアランクス〉」


    　精霊たちが球を生み出すと、それらはすべて輝線で繋つながり、放電したかのように虹にじの火花が輝かがやきだす。


    　光が描く大小様々な無数の多角形。そこをこじ開けるように巨大な穴が広がった。


    　繋がった領域から力を引き出され、無限のエネルギーが次々と飛来する。


    「──〈遠き神の座に存りし全ライヒスアプフエル〉！」


    　空気を大きく震ふるわせて、二十八属性の輝く白き波動が球体へと収束した。


    　ゲートから解き放たれたエネルギーが、赤き光球とぶつかり、白理不尽と赤理不尽が鬩せめぎ合う。


    　赤き光球はそこで完全に防がれた。なおも競り合っているが、拮きつ抗こうし、その場でエネルギーを減じている。


    『な……』


    　シモンが信じられないものを見るように顔を歪ゆがませた。


    『ならば、【精霊の女王】。貴様を殺すまで──』


    　〈遠き神の座に存りし全ライヒスアプフエル〉を消すために、咲月に視線を巡らせる。


    　しかし、咲月を相手にする暇ひまなど、シモンにはなかった。


    「陽翔、お願いっ！」


    「よっしゃ！　行け、旭姫あさひ！」


    　陽翔が抱きかかえた旭姫を、大きく空へ投げ飛ばす。


    　エーギルの真上に来た旭姫は、


    「喰らえ──っ！」


    　空から弾丸を射出。


    　光の長剣のように鋭く放たれたそれは、すべてがエーギルを貫いた。咲さ月つきの光と鋼はがねの精霊によって作られた拘束用の弾丸だ。


    　勢いのままにエーギルが海水へ落下する。


    「オーライッ！」


    　クライヴが無数のナイフを海水に向かって投とう擲てき。ナイフ群は水面に当たった瞬間、広大な鉄の板と化した。


    　その鉄の板に寸分違たがわず、一本も外すことなく、光の弾丸が突き刺さる。


    　エーギルは串刺しになったまま、海中に落ちることもできずに海上に束縛された。


    『こ、このようなもの雷撃で──』


    　エーギルは体内から雷いかずちを迸ほとばしらせる。


    　しかし、それはすべて海へと逃げていった。


    「旭姫あさひの弾丸はとっくに避雷針に変幻させてるよ。いくら電撃を使っても無駄さ」


    『く……ならば、炎で……』


    「遅いっ！」


    　全身に闘気を纏まとった陽はる翔とが、エーギルの背中へと疾駆する。


    　陽翔が狙ねらうのは、エーギルに刺さった七星剣プレアデス──。


    『ち、近づくな……！』


    　足あ掻がくように針を飛ばしてくるが、陽翔はすべて剣で叩たたき斬る。


    　陽翔はエーギルに着地。


    　素早く七星剣の柄えを手に取った。


    　懐なつかしい感覚。


    　皆で作った剣が、陽翔自身に力を分けてくれているようだった。


    「もう、絶対に手放さない。これは……〝スバル俺たち〟の絆きずなでもあるんだからな！」


    　全力で闘気を込める。


    　──今度こそ……！


    　七星剣はそれを待ち望んでいたかのように主あるじの闘気を受け入れ、その刀身を輝かがやかせた。


    　力を発揮するのは、この瞬間だ、と。


    「クライヴ！　咲月！　旭姫！」


    　三人が陽翔の言葉に応じて動き出す。


    「──集束せよ、カイツール。光の輝き照しよう」


    　咲月が光の精霊を使役すると、エーギルに刺さった長剣から光が融け出し、結集してひとつの球となる。


    「これでいくっ！」


    　クライヴがまるで編あみ物でもするようにナイフと鋼こう糸しを使って、エーギルの放っていた雷かみなりをひとつにまとめあげた。


    「行くよ、陽はる翔と！　〈リンクバレット〉！」


    　その光弾と雷球を旭姫あさひが撃つ。


    　弾丸がふたつの球に潜もぐり込み、


    「繋つながれ！」


    　旭姫がそう声をあげた瞬間、銃弾が炸さく裂れつ、球が融合し、白き輝球となった。


    　その球が陽翔へと向かう。


    「浸透しろ！　七星剣プレアデス！」


    　陽翔は七星剣を一息に引き抜き、輝球を刀身で受け止めた。それが刀身に吸収されていく。


    　そして、七星剣はさらなる輝かがやきを発した。


    　まるで、世界を照らす一等星のように──。


    　鍔つばの宝玉が強く光り、ふたつの星が燐光を帯びる。


    　七星剣の持つ特性。それは七つまでのエネルギーを無制限に取り入れることだ。


    「斬り裂け──〈獅子彗星レオニード〉！」


    　陽翔が振りかぶり、一いつ閃せん。
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    　エーギルの胴体が巨大な光こう芒ぼうに包まれる。


    『ば、馬鹿なっ……』


    　最盛期の陽はる翔との全力にすら耐える刀身は、陽翔の闘気を懐なつかしむように受け入れ、その力を発揮した。


    　彗すい星せいのように棚引く幾多もの光は、エーギルを次々と斬り裂き、細切れにしていく。


    　手を足を背を胴を、万に届こうかという数の肉塊へと分断した。


    『まさか、ここまでとは……』


    　赤き光球がエネルギーを失ったように霧散し。


    　シモンから分離して、エーギルも消えていく。


    『〝スバル〟の力……見み誤あやまったか……』


    　そして、シモンは力なく海に向かって落ちていった。


    



    　散らばった船の残ざん骸がいが海の上を漂ただよっている。


    　その中にある一ひと際きわ巨大な板の上に、ボロボロになったシモンが横たわっていた。


    「く……」


    　そこに陽翔が降り立つ。


    　他の面々は咲さ月つきに掴つかまって、空から見守っていた。


    「まさか──エーギルごと、我を倒すとはな。見くびっていたようだ」


    　息も絶え絶えに言う。


    　彼は、完全に力を失っていた。


    　このまま放っておけば直じきに波にあおられ、海の中に沈んでいくだろう。


    　だが、その前に聞かなければならないことがある。


    「……聞かせてもらおうか、シモン。お前らは一体何をしようとしている」


    「ふ。我らが目指すは旭姫あさひの覚かく醒せい。それ以外にない」


    「それは何度も聞いた。俺が聞きたいのは、お前らはそれで何をしようとしているのかということだ。そして、現実での旭姫をどうしたか、だ」


    　──『旭姫同様、現世からも消し去ってやる』。


    　決して看過できない言葉だった。


    「話すと思うのか？」


    「話さないのなら、この場で終わりにするだけだ」


    　陽翔が七星剣プレアデスをシモンの喉のど元へと突きつける。


    「ふ、そのような脅おどしに屈する我ではない」


    「……どうしても喋しやべらないっていうなら、こっちにも考えがある」


    　そして、陽翔が空に浮かぶ仲間たちに向かって目配せすると、旭姫が小さく頷うなずいた。


    「心奏──！」


    「遠くからだと感情の上うわっ面つらしか探れないらしいけど、相手に直接長い時間触れることで、その記憶を探ることができる心奏の上級センス──〈精神感応マインドトウマインド〉。旭姫あさひが好きじゃないスキルだから使わせたくはないが……今回ばかりは仕方ない」


    「させるものか……っ」


    　シモンが形相を強こわ張ばらせて、殺意を込めて陽はる翔とを睨にらみつける。


    「いっそ【獅子心王クールドリオン】、貴様と──！」


    「陽翔っ！」


    　空から旭姫の叫び声が響く。


    　次の瞬間、シモンの手が伸び、陽翔の腕を掴つかむ──そんな光景が本物の風景に重なった。


    　──いや。


    　その光景だけではない。よくよく注意深く眼を凝こらせば、陽翔の避よけた光景やシモンが力を失い倒れている光景も見える。幾つもの光景が一緒に重なっているのだ。


    　だが、それも一瞬。


    　他の光景がフェードアウトしていき、残ったのは、陽翔が間一髪かわす姿。


    『旭姫の〈未来視プロフエアータ〉は複数ある可能性から、その中のひとつを〝選ぶ〟力だ』


    　エリシアの言葉が脳のう裏りを過よぎり──刹那、陽翔は導かれるようにその場から跳躍していた。


    　無念そうな表情を浮かべたシモンの身体からだが一気に膨ふくれあがり──爆発。


    　盛大な水みず柱ばしらが上がり、乗っていた板が消し飛んだ。シモンの身体は完全に消え、跡形もなくなっている。


    　陽翔は余波を肌に受けながら、別の残ざん骸がいに着地した。


    「今のは、〈未来視〉か」


    　陽翔がひとり言を漏もらして空を見み遣やると、旭姫は疑問を察したかのように躊躇ためらいがちに首を縦に振る。


    　──今のが〝選択〟ってことか。


    　意識してはじめて〈未来視〉の本当の力に触れた気がする。


    　今、もし〈未来視〉がなかったら、爆発に巻き込まれていたかもしれない。そうなれば無事では済まなかっただろう。


    　力を失って何もできないと油断してしまっていた。


    　だが──。


    「……自爆するやつがあるかよ」


    　相打ちになってでも敵を葬ほうむろうとする、その覚悟と。


    　これ以上、情報を渡すまいとする強い意志。


    〝グノーシス〟の不気味さ、その底知れなさを改めて実感する。


    「陽はる翔と……」


    　空に浮かぶ旭姫あさひが不安そうに眉まゆを寄せた。


    　──そんな顔するなよ。


    「……大丈夫。絶対に護ってみせる」


    　陽翔は彼女に向けて、七星剣プレアデスを天高く掲げた。


    　姫に誓いをたてる騎士のごとく。


    　主あるじの意志に呼応して、七星剣の宝玉が小さく明滅した。


    　旭姫の表情が和やわらぎ、顔をほころばせる。


    　──そうさ。お前には暗い顔なんて似合わないからな。


    　旭姫を支えるのは陽翔だけではない。


    　頼りになる仲間たちがいる。


    　咲さ月つきが、そしてクライヴが。


    　貴たか法のりだって同じ気持ちだ。


    　これからの困難も、きっと乗り越えられる。


    〝スバル〟の輝かがやきがあれば──。

  


  
    ［エピローグ］


    



    　戦いが終わって、陽翔たちは絶艦海域ロストペンタゴンから離れた。


    　咲月の魔導で飛翔し、陸に戻って陽翔たちはようやく一息吐つく。


    　咲月も旭姫も喋しやべる気力はないらしい。地べたに腰を下ろし、だらしなく背中を曲げている。


    　陽翔もどっかりと倒れ込み、天を仰いだ。


    「あー。疲れた」


    　すると、陸に上がったもうひとり──クライヴが肩を竦めながら、


    「おいおい、だらしないなぁ。陽翔。昔は『まだ時間あるし、次のクエストやろうぜ！』ぐらい言ってたのにさ」


    「子供の頃とは違うんだよ。第一、次のクエストどころか、ぶっ壊しちまった船をどうにかする方が先だろ。お前がアルビダに〈容姿変化プリテンド〉していたとはいえ、あれはアルビダの船であって……」


    「あー、あの船もオレの変幻で作ったものだから。心配しなくていいよ」


    「……マジ、かよ」


    　彼はナイフの刀身を磨みがきながら小さく笑った。


    　改めてクライヴの変幻センスの底知れなさを思い知る。


    「それで船の動き方が変だったのね。出航してから妙な違和感があったんだけど」


    　咲さ月つきが、合が点てんがいったというように手を叩たたいた。


    「ははは。咲月にバレないように気を遣ってたんだ。あ、バレそうって、ちょっと冷や汗かいてたけどね」


    「というか、本物のアルビダはどこにいるのよ」


    「港町にいるだろうさ。ちゃんと説得して入れ替わってるからね」


    　咲月が盛大に溜ため息いきを吐つく。呆れと、安あん堵ど。両方が入り交じっていた。


    「今更だけど……本当にクライヴなんだよな」


    「そうだよ。まったく、まさかあの程度の変幻に騙だまされるとはね。本物のオレの方がはるかにいい男だろ？　幼なじみとして傷付くよ」


    「……悪かったよ。ごめん」


    　謝らなければならないのは、それだけではない。


    「それに……ずっと連絡を取らずにいたのも悪かった」


    「お互い様さ。陽はる翔と、旭姫あさひ、咲月。久しぶりだ。会えてすげー嬉しいぜ」


    　クライヴが満面の笑みを浮かべる。幼き日の面おも影かげが重なった。


    　ようやく本当の再会を果たしたのだ。


    　聞きたいことも話したいことも山ほどあった。


    「クライヴ。お前、この六年間──」


    「おっと、その前に。お三方。これを忘れちゃいないかい」


    　クライヴはポケットから何かを取り出す。


    　それは血のように赤い貴石だった。見るだけで不安になる色をしている。


    「エーギルの瞳ひとみ……」


    「そう。忘れちゃ困る。オレが化けてた理由や傍そばで身を隠していた理由も気になるだろうけど、最優先事項はこれさ」


    「なあ、クライヴ。それって一体なんなんだ？」


    「……それはオレの口からは言えない。約束でね。時が来たら……すべては明らかになる。だから、今はこいつを受け取ってくれ。旭姫」


    　クライヴが旭姫を見み遣やる。


    　旭姫は小さく頷うなずいて、赤い石を受け取った。


    「気をつけろよ、旭姫。身体からだはちゃんと支えておくけど……」


    　陽翔が注意するような口調で言うと、旭姫は笑みを返す。


    「大丈夫だよ。これは、怖いものじゃない。そんな気がするんだ。ね？　クライヴ」


    「オレに聞かれても困るけどね。エリシア曰いわく、危害を与えるものじゃないってことだよ」


    　咲さ月つきが聞き咎とがめるように片かた眉まゆを上げる。


    「エリシア？　なんであなたと彼女が……」


    　クライヴは人差し指を唇くちびるの前に立てて、静かにとジェスチャーする。


    「そのあたりはこれが終わった後にね」


    　旭姫あさひが貴石をかざす。


    　瞳ひとみの中に赤い光が映し出された。


    「お願い。私に見せて。あの時の光景を──」


    　現実の光景に、奇妙な映像が上書きするように浮かび上がる──。


    



    　　　　　▼　　　　　▼　　　　　▼


    



    　すべてが白い部屋の中。


    　彼女の視線の先には、十人ほどのプレイヤーたちが倒れた旭姫を囲うようにして立っている。


    　彼らはこの世界の武器を持っていない。装備品も着用していない。


    　ただ、同じ灰色のローブを身にまとい、目元をフードで隠している。


    　その中のひとりが進み出た。ゆっくりと、旭姫に手を伸ばそうとする。


    　彼女は部屋の隅すみで息を潜ひそめ、五本の矢を番つがえた。


    　狙ねらいを定め──斉射。


    　鏃やじりが空気を斬り裂いて、プレイヤーたちの腕や背中に突き刺さった。


    「ぐあっ！」「何者だ!?」「この空間に侵入しただと？」「早く上に連絡を──」


    　矢は四人に刺さり、三人を仕留めることに成功。残ったひとりは軽傷で、五人目には間一髪で避よけられてしまった。


    「報告にあった【失刻の魔女アルターピリオド】か！」「目的はわかっている、この場で仕留めて──ぐあっ」


    　相手の混乱が収まる前に第二射。矢は四本。


    　今度は二本しか当てることができなかった。


    「センスの封印か！」「こざかしい……」「彼女に近づけさせるな」


    　多勢に無勢。


    　それでも彼女は決死の覚悟を両の瞳に宿し、再び弓を構える。


    「〈魂魄神撃モータル・スラスト〉」


    　矢は蒼い軌跡を描いて、縦じゆう横おう無む尽じんにプレイヤーたちの心臓を目掛けて飛翔した。


    　相手の連携が崩れ──旭姫への道が開く。


    　体勢を低くし、ステータスに任せて地を疾走。


    　うつろな瞳の旭姫と目が合う。


    　──ここで彼女を救えなければ、これまでやってきたことすべてが無駄になってしまう。


    　旭姫あさひの下に駆け寄り、彼女の胸に手を添える。


    　──これで、すべてが終わる。


    　切り札を発動。


    「〈神意封印オムニポテンス・バニシユ〉」


    　これは〈心意封印アイデイアル・フオール〉のような一時的な封印ではない。


    　未み来らい永えい劫ごう、そのすべてを封印する心奏センスの極点。


    　旭姫の身体からだが赤く光り、センスの封印が始まった。


    「今すぐ止めろ！」


    　周囲のプレイヤーたちが慌あわててそれを止めにかかる。


    　彼らの目的は旭姫の〈未来視プロフエアータ〉──それを封印されれば、計画のすべてが水泡に帰すのだ。


    　しかし──。


    「あ、あ、あ、あ……あああああああああああああああああああああああああああ！」


    「旭姫!?」


    　旭姫が意識を取り戻したかのように、金切り声を上げた。


    　まるで自身の内なる力に苦しむように。


    　彼女を覆おおっていた赤い光が、少しずつ少しずつ弾はじけては消えていく。


    　──そんな……〈神意封印オムニポテンス・バニシユ〉でも及ばないというのか……!?


    〝失敗〟の二文字が頭を過よぎる。


    　〈未来視〉の覚かく醒せい。


    　それはあまりにも強大な力で。


    　完全な封印など叶かなわないものだった。


    　だが、諦あきらめられるわけがない。


    　だって、彼女は、彼女は大切な──


    「旭姫……ッ！」


    　そして、赤い光は幾つもの珠たまとなって弾けていく──。


    



    　　　　　▽　　　　　▽　　　　　▽


    



    「ふう……」


    　漆黒の非透過型ヘッドマウントディスプレイを取ると、絹きぬ糸いとのような銀髪がさらりと零こぼれた。


    　エンセファロンに似て非なるそれを傍そばにあったサイドテーブルに置いて、周囲に視線を巡らせる。


    　そこは彼女が拠点としている部屋だ。


    　周囲には様々な機材が置かれ、ディスプレイが絶え間なく明滅している。


    「ログアウトの時に記憶が混線したかな……」


    　ディスプレイに指を這はわせ、ログを確かめた。数世代以上前の機材だが、それでも敵を欺あざむくには必要な措置だった。


    「エラーなしか。私自身の問題だね」


    　記憶に紛まぎれ込んだのは懐なつかしい夢だった。


    　とてもとても懐かしい夢。


    「旭姫あさひ……ごめん」


    　あの時、彼女のセンスを封印することに成功していれば、すべては上う手まくいっていたはずだった。


    　だが結局、封印には失敗。


    　最悪の事態こそ免まぬがれたが、絶望の未来に少しずつ近づいている。


    「私がやったことは、ただ連中の計画を遅らせただけにすぎなかった……」


    　それでも、まだ希望は微かすかに残っている。


    　左手を眼前に掲げる。


    　その人差し指に嵌はめられていたのは──星の意匠が施ほどこされた古びたパーティリング。


    「絶対に救ってみせるさ。旭姫も、未来も……。そうだろう、皆みんな」


    　彼女──エリシアは、慈いつくしむような優しい瞳ひとみで、リングをずっと眺ながめていた……。
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    あとがき


    



    　ガガガ文庫の読者の皆様、お久しぶりです。田た尾お典のり丈たけと申します。


    　おかげさまで『七星のスバル』の三巻を出すことと相成りました。今後ともよろしくです。


    



    　毎回のことですが、今回も骨が折れました。こいついつも骨折ってんな。


    　彼が姿を現しつつ、この七星のスバルの根幹に関わる設定をようやくお披ひ露ろ目めすることができました。


    　他にもバラしていない設定がたくさんあるのですが、読み直すと色々な発見があるかもしれません。陽はる翔とたちの過ごしている年代とか。


    　次巻以降も怒濤の展開が続くと思います。また骨が折れますね。今度は複雑骨折かな？


    



    　さて、ＶＲが少しずつ身近になりつつありますね。


    　既き知ちの問題はまだまだ残っていますし、七星のスバルを含めたすべてをゲームの中へ入るような物語のレベルには技術的に遙はるか遠いですが、それでも大きな一歩を踏み出したと言えるような気がします。ゲームの中に入ることがゲームにおける最終到達点とは限りませんが、やはりこういう新しいものにはわくわくします。


    　将来にも期待しておりますが、まずは某ＶＲ機が楽しみです。


    　残念ながら私は右目の視力をほぼ喪そう失しつしているので立体視は不可能な身ですが、三百六十度視野などＶＲを実感できるシステムはありますからね！


    　まあ、新しい機器でのゲーム開発は死ぬんですけどね。ゲームの開発スタッフたちはどこも今頃、ひーひー言っているのではないでしょうか。


    　新ハードにはバグが多いのもお約束ですし、ミドルウェアも充実していませんし、規定とかもころころ変わったりするので、なかなか心落ち着く暇ひまがありません。


    　私や私の周辺だけかもしれませんが、開発中のバグというのは本当に致命的なタイミングで、致命傷を負わせてきます。


    　マスター直前などに、


    「定時までに何もバグが出なかったら、ロム焼いて帰ろう」


    　と言ったら、確実にヤバいバグが出て帰れないフラグです。


    　しかも、出るバグといったら再現性のないバグです。つまり、なんで止まったかわからない、再現の不可能なバグ。再現が可能だったらプログラマーさんたちは速攻で原因を特定してバグを修正するんですが、再現できないと「……ここが怪あやしいような気がするんだけど」みたいな感じでバグが直せたかどうかわかりません。


    　ひとまずプログラムを修正したら、ゲームを頭から最後までやり直しです。徹てつ夜や確定コースと言っていいでしょう。


    　そんな中で買い出しに行って、会社内で夜食を食ったりお菓子をつまみながらデバッグするのは、なんだかんだで楽しかったりするんですけどね。……若ければ。


    　なんにせよ、どんなものであれバグはゲームの世界にのめり込むのを阻そ害がいする要因ですから、どうにか取り切れればいいんですけど。バグをすべて潰つぶすのは……難しいのです。本当に。小説から誤字脱字をなくすのと同じかそれ以上に。


    　絶対に起こるようなバグやフリーズ、進行不能は論外ですが、それでもちょっとしたバグは許してあげてほしいです……というのが、元ゲーム開発側としての願いです。


    　まあ、ユーザー側としては知ったこっちゃねーよ！　ってのが、本音なんですけどね！　私もゲームをプレイする時はそうですし！


    　しかし、いわゆる中に入るタイプのゲームが出来始めたら、デバッグも当然、そのバグだらけの中でやるわけじゃないですか。


    　奈落の底に落ちるバグとか、動けなくなるバグとか、ヒロインやモンスターの３Ｄモデルが破壊されるようなバグと遭そう遇ぐうしたらと思うと怖くて仕方ないですね。


    　ちなみにバグを見つけるのも、なかなかにセンスが必要な時もあります。


    「ここ抜けられそうな気がする」って操作したら本当にすり抜けたりとか、「これ止まんじゃね？」って動かしたら本当に止まったりとか。そういうデバッグができる人は貴重で、異能者としか思えないです。


    　私の知り合いにひとりいましたが、ゲームショーなどに行き、試遊台で体験版などをフリーズさせるのが趣味な困ったちゃんでした。開発中なんだからやめてあげて！


    　実際のところ、私が今後ゲーム業界に戻るかどうかはわかりませんが、ゲーム開発はしたいんですよね。もう少し余裕ができたり、今の業界に居場所がなくなったら考えたいと思います。


    　ゲームの方に居場所が残っているかどうかは言わないでいただけると……。


    



    　それでは謝辞に参ります。担当のＩ様。もうお詫わびの言葉もないのですが、どうにか次は少しでもマシなものをあげますゆえ……次の巻もよろしくお願い致します。


    　イラストレーターのぶーた様。今回も文句のつけようもないイラストでした！　ありがとうございます！　表紙のエリシアが本当に最高ですし、口絵も挿さし絵えもおかげさまでモチベーションのあがる切っ掛けになっております！


    　そして、この本を出版するにあたって関わった皆様、重ねて御礼申し上げます。


    　最後に。この本を読んでくださった読者の皆様すべてに、この上ない感謝を。


    



    
      二〇十六年四月

    

  


  
    田尾典丈


    Noritake Tao


    



    第10回えんため大賞ライトノベル部門新人賞にて優秀賞を受賞しデビュー。横浜出身横浜育ち。マッサージを四十分やっても凝りが取れないと施術者に言われましたが、ゲームの世界で生きられるようになるまで死ねません。
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